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　俺はこの時、ベッドに寝転がりながら、翔しよう也やがプレイするゲームをぼんやりと眺めていた。

「なんでこの男は、前髪がこんな長いんだよ。どう考えても邪魔だろ」

　目の前に表示されたデジタルの一枚絵。それに、俺は見たままの意見を述べる。その絵は、ポニーテールの女の子が男の腕に抱きつくという構図。

　その女の子――かなり前衛的な制服で赤が基調だった。どうやって着るんだよ、これ――に抱きつかれた男は、少し迷惑そうに汗を垂らしている。

　しかし、その男の表情ははっきりと見えない。前髪が鼻の下辺りまで伸びており、おでこ、眉、目を完全に覆い隠しているからだ。

　そのゲームをプレイしている翔也は「無ぶ粋すいなことを言いやがって」と言わんばかりに、その表情を不機嫌そうに歪めた。

「あのな、武たけ紀のり。この男は、主人公であってプレイヤーの映し身なんだよ。だからこそ、顔がはっきりしてたら、興ざめするだろ。あ、こいつ、自分じゃないって」

　翔也は俺に言い聞かせるように反論してくる。

「ま、最近は最初から顔出ししてる主人公も多いけどな。それに武紀、何か勘違いしているが、本当に前髪が長いわけじゃなくて、一応言っておくとアングルで前髪が長く見えてるだけだからな？　こういうのって」

　しかし、どう考えてもアングルという概念を超えた前髪の長さだと思うんだけどな。いや、とりあえず、それはこの際どうでもいい。

「でも、翔也。顔が隠れてようと、全然違うだろ。お前とは。この主人公、頭悪いし、喧けん嘩か強いし、なんか気取ってる感じだし。一五〇度ぐらい、違うと思うんだけどな」

　その上、この主人公はやたら鈍感で、女の子たちの想いにまったく気付いていない。なぜ、この男は幼おさな馴な染じみやクラスメイトの好意にここまで気付かないのだろう。

　ヒロインたちへの普段の態度もそうなのだが、弁当を作ってきてもらって『優しいな』って感想を漏らすだけだなんて……。このご時世に、女の子に弁当を作ってきてもらってる高校生の男が一体どれだけいるというのか。

　現実の女の子は、シャーペンを貸すような気軽さで、男に手作り弁当を作ってきたりしない。そこには言葉にできない想いがあるはずなのだ。

　実際その立場になってみたら、こういう態度をとる理由もわかるかもしれない。しかし、この主人公と同じ状況になるなんて、奇跡が起きない限りありえないだろう。だから、きっと理解できないまま高校生活を終えることになる。なんと寂しい人生か。

　ちなみに、翔也と主人公の違いは態度だけではない。他にもある。

「第一、お前、妹いないだろ。姉さんがふたりいるけどさ」

　ゲーム中の主人公には姉妹がいた。血は繋がってないらしいが、可愛らしくできた姉妹さんたちだ。

　翔也の姉ふたりとは、まったくもって似つかない。いや、あのお姉さんたちもいい人なんだけどさ。遠慮とか、慎みっていう言葉を知ってくれれば……。

「んな、細かいところを言ったらキリがないっての。目の大きさやら、髪の色やら、処女で感じるとか、童貞でテクニシャンとか非常識なところは腐るほどあるからな。だけど、そんな追及は二次元では無粋だと僕は思ってる。そんなことにリアルで突っ込んだら負けだ。それに、僕はプレイ中、主人公になりきるタイプだし」

　にへらと気味の悪い笑みを浮かべる翔也。そして、再びテレビに向き直ってゲームを進めていく。

　今度は女の子が質たちの悪い男たちに絡まれているところを、主人公が颯さつ爽そうと助けるシーンが演出された。

　漫画などでもよく見るお約束なシチュエーションではあるものの、女の子を守るために体を張るところはやはり格好良い。さすが主人公だ。

　ただ、助けたあと女の子に『気をつけろよ、お前は可愛いんだからさ』なんて台詞せりふをしれっと言って頰ほおを染めさせたあげく、『顔が赤いぞ。熱でもあるのか』なんて言ってしまうのはどうかと思うが。

　俺は漫画を読む手を止め、興味深くテレビを見ていた。文句を言いつつも、なんだかんだで少し気になってたのかもしれない。

　すると、翔也がコントローラーを置いて、顔だけこちらに向けてくる。なんか、してやったり、みたいな顔つきで、なんとなく腹立たしい。

「ようやくギャルゲーに興味が出てきたか？」

「え？　いや、うーん……。どうだろう……」

「百聞は一プレイにしかず！　お前もやればわかる」

　そんな端的に、言われてもな……。

　俺が戸惑っている間に、翔也はさっさとゲームの電源を切り、ディスクを抜き出してケースごと差し出してきた。パッケージには五人の女の子と『エターナル　イノセンス』というタイトルロゴが描かれている。

「ハードは持ってたよな。まずは自分の家でプレイしてみろって。つまらなかったら、僕が昼飯一週間奢おごってやろう。その代わり、面白かったら自分で買ってこい」

「まあ、そこまで言うなら……」

　なんだか、断っても押し問答になりそうなので、とりあえず受け取った。




　この夢は、記憶にある光景。昔というには近すぎて、最近というには少し遠い、高校一年生の一一月。一年と少し前ぐらい。悪友である翔也の部屋で、漫画を読みながら適当に駄弁り、時々ゲームの対戦をする何気ない日常。

　俺がまだ本格的なオタクになっていない頃だ。

『エターナル　イノセンス』に初めて触れた、その時の夢――。

　正直に言うと、当時俺はギャルゲーをプレイすることに対して、ある種の高校生らしい忌き避ひがあった。軟派なゲームをやるのは格好が悪いと思っていたのだ。

　つまらなかったら昼飯一週間、そんな翔也の言葉がなければ、きっとやらなかっただろう。

　だから、騙されたと思って……。そんな邪よこしまな気持ちでプレイした。

　当時の俺を殴ってくれてもいい。いや、実際殴られたような衝撃はあったのだ。クリアした瞬間、俺のギャルゲーに対する価値観がぐるりと反転したのだから。

　プレイしたその日の夜に、勢いのまま翔也へ電話をかけて泣きながら語ってしまったという消し去りたい黒歴史もあるにはあるが、プレイしたことを俺はまったく後悔していなかった。

　それからというもの、俺はこのゲームを何百回とプレイしてキャラプロフィールはもちろん、台詞、選択肢、好感度の上げ方、ルート分岐の条件など、すべてを記憶することとなる。

　少しでも、この理想の世界を識しりたかった。

　少しでも、彼女たちの主人公を自分自身に投影したかった。

　今でも、事細かにシーンすべてを思い出せる。

『なんとなくで、窓から窓へ渡り歩くなよ。危ないだろ』

『咲さきさ。今度の日曜日、暇？』

『ドジだなぁ、春はる姉ねえは。何回、ここで転びかけてるのさ。それに、春姉は胸がないから抱き心地がないぜ』

『ほら、お兄ちゃんは苦しいから早くどきなさい』

『お前とふたりでデートがしたいんだ』

『いきなり何を言ってるのですかね、春姉……』

『明石あかしさん？　ちょっと話したいことがあるんだけど』

　感動したのは、特にあのシーン――。

「『お前は、俺の太陽なんだよ』か？」

「そう。それそれ。言葉だけ見ればなんてことのないキザな台詞だけど、俺はその時心が痺しびれたんだ。ヒロインをすごく大切にしてることが、よくわかった気がしてさ」

「主人公が、ヒロインを大切にするのは当たり前だろ？」

「ああ、そうだな。俺も絶対にそうあるべきだと思う」

　いつの間にか、俺は夢の中でひとりの男と会話していた。

　ごくごく自然に。夢だからなのか、不自然さを覚えることもなかった。

　よく見れば男は、俺と同じ高校の制服を着ている。相手は背格好や会話内容から、一瞬翔也かと思ったけど見覚えがなかった。

「お前――」

　俺が、何げなく言葉を口にしようとした瞬間――。




「都つ…！　起お……、…筑づき！」

　穏やかな微睡まどろみの中、耳障りな声が耳に入ってくる。寝てるんだから、静かにして欲しい。ふやけた頭でそんなことを願うが、その雑音は止まらなかった。

「都筑！　起きんか！」

　……いつもの幼馴染の優しい声じゃない。

　じゃあ、誰だ？

　そんな疑問を抱くと、回転の止まっていた脳がようやく覚醒の兆きざしを見せ始めた。

　焦燥感に流されるように、慌てて上半身を起こす。

　そこは学校の教室だ。黒板前の壇上には苛ついた顔をした中年男性の数学教師がいて、こちらを睨み付けている。クラスメイトたちも、揃って俺に視線を浴びせていた。その表情は、呆あきれた顔や笑い顔と十人十色だ。

　さすがにはっきりと理解した。

「授業中ですよね……？」

　クスクスと笑いが漏れている。笑いどころではない。

「私の授業の寝心地はよかったか？」

「それはもう」なんて軽口を叩ける雰囲気ではなかった。

　……まずい。五時間目に体育があって疲れていたとはいえ、寝るつもりなんてまったくなかったのに。完全に気のゆるみが原因だ。

「期末テストも近いというのに、余裕だな。ええ？」

　先生からの敵意に近い視線が、ちくちくと肌に刺さる。

　もう暦は一一月下旬。二週間後には期末テストがあったはずだ。

「すいません」と頭を下げて先生に謝ったものの、その怒りはまったく収まらない。

　怒りのままに黒板に書かれた文字を消し、新たな計算式を赤色のチョークで書き込む先生。几き帳ちよう面めんで神経質そうな整然とした文字だった。

「余裕だというのなら、これをやってみろ」

　先生が得意そうな顔で、こつこつと計算式を指で叩く。

　それを見て、クラス内が少しざわついた。それもそのはず。その問題は三学期に習うのだから当然だろう。公式を知らないと解けないしな。

　隣に座るゆうきが「漫画みたいな嫌がらせだな。初めて見た」と呟つぶやくのが聞こえた。正直、俺もそう思う。俺も体験したことはおろか、見るのも初めてだ。

「早く解け」

　俺は観念して前に出る。

　――大丈夫。これならなんとかできる。

　姉の笑顔を思い浮かべながら、俺はチョークを持って計算式を書いていった。

　チョークの音が響くたびに、ひそひそ話が止み、少しずつ静かになっていく。

　最後に答えを書き記すと、教師はそれを見て、

「……正解だ」

　と悔しそうな口調で呻うめき、クラスメイトたちは、

「おお―――っ!?」

　と感嘆の歓声を教室中に響かせた。

　普段から厳しい教師なので、胸がすいたのかもしれない。

　自分の力じゃないが、それでも問題を解けたことはやはり誇らしく思う。

「ありがとう……」

　誰にも聞こえないように、しかし、春姉に伝わるように願ってこっそりと感謝した。




「すごいね、武紀くん！　どうしちゃったの？」

　六時間目の授業が終わり、咲が飛びつくような勢いで俺の席へとやってくる。

「いや、偶然というか、なんというか……」

　咲の純粋な眼まな差ざしに、照れてしまって返答がしどろもどろになってしまった。

　いや、ちゃんと種はあるのだ。別に死ぬほど勉強したわけではない。

「都筑。あれは三学期の最後の方にやるものだぞ。よくわかったな」

　隣に座るゆうきも、感心したように俺を褒ほめてくれる。しかし、それを知ってるということは、ゆうきだってあの問題を解けるのだろうに。優等生め。

「都筑。熱あるだろ、お前。病院に行った方がよくねぇか？　脳外科とか」

「武紀、お前、変なものでも食ったか？　落ちてるピザで知力は増えないはずだぞ」

　高たか橋はしや翔也らいつものメンツが心底心配そうに集まってくる。ふたりが俺をいつもどう思っているか、実によくわかった。覚えてろ。

「病気でもないし、変なものも食ってないっての！」

　一応、反論をしたが、まるで聞いちゃいなかった。咲も居心地が悪そうに「あはは……」と笑い、ゆうきも苦笑している。さっさと種を明かしてしまおう。

「ここ数日、春姉に勉強を教わってたんだよ。で、さっきの箇所は三年になっても重要な公式だからって、少し早めに教わってたってだけ」

　夜な夜な、春姉たちと共に勉強会をしているというだけだ。春姉に教わっていなかったら、間違いなく解けなかっただろう。勉強のできるお姉ちゃんに、感謝感謝である。

「都筑、自主的に勉強を始めたのか？」

「お前、なに、そんな勉強に目覚めちゃってるの」

　高橋と翔也がまるで未知の生物でも見るみたいな目を向けて、容赦なく突っ込んでくる。咲とゆうきも、口には出さないが何か言いたげだった。

「いや、ほら。やっておいて損はないじゃん。将来、何が必要になるかなんてわからないんだし。だったら、やれるべきことはやっておいた方が選択肢も広がっていいかなって思っただけだよ」

　そこまで言うと、

「……………」

　みんなはなぜか固まって呆然としていた。

「……俺、なんかおかしなこと言った？」

「う、ううん。おかしくないよ。ただ、わたしは立派だなって思っただけで……」

　慌てたように咲がフォローする。その横で高橋や翔也らが「行くとしたら神経科の方か……？」とか「警官の吐いたガムでも食ったのか……？」など好き勝手言っているが無視した。

「授業中に寝てた時点でダメだろ。まだまだ雑念が多すぎってことだしな」

　咲が言うほど、俺はそんな立派なわけじゃない。

　最近、慣れないことをやっているせいで体は疲れ気味だ。でも、それを言い訳にするのはみっともない。

「人間、体が資本だからな。気をつけろよ」

「無理しないでね。でも、そんな頑張ってる武紀くんに、明日、元気が出るもの持ってきてあげるよっ」

　ホームルームが終われば、時間を置かずに次の目的地へと向かうことになる。だから、そんなゆうきと咲の気遣いが、なんだか心に染みた。




　駅前に近いデパートの倉庫は、夜になると表側のデパートと対照的で非常に静かだった。遠くから微かに車や買い物客の喧噪が聞こえてくるぐらい。あとは、倉庫の中で俺と同じシフトで働いている人の掛け声もあるけど。

　俺は最後の荷物をトラックから倉庫の中に運び込む。これで、今日の作業は一段落だ。

「終わったー！」

「はーい、お疲れー」

　後ろから労いの言葉をかけられて、反射的にそちらへ振り向くと大学生ぐらいの男性が立っていた。見た目だけで言えば非常に軽薄そうだが、実に真面目な人で、アルバイト先での俺の上司だ。

「八時になったし、今日はあがってー」

　今日は残業もなく終わって、俺はほっと一息吐いた。

「お先に失礼します」

「おう。都筑くん、それじゃまた明日なー」

「はい。また明日、よろしくお願いします！」

　手早く帰る準備を整えて倉庫を出ると、俺と同じシフトの人たちとはすぐにお別れだ。俺と同じ方向に住んでいる人は誰もいないため、ちょっと寂しい。

　そう言えば、俺がこの積荷のアルバイトを始めてから、今日でもう二週間だ。

　家に金銭的な余裕がない。それは少し前に発覚した切実な大問題だった。

　だけど今は、それが徐々に改善されている。俺が平日四時間、休日八時間、毎日働いて、稼いだ金を今ある俺の高校生活用の貯金に加えれば、全員分の授業料や学校の諸経費はどうにか足りる計算になったからだ。

　一番の懸案事項だった春姉の進学費用が、先生のおかげで免除となったこともあり、金銭的な厳しさはかなり緩和されたと思う。

　元々、俺の高校生活分が貯金としてあるので、問題は春姉と夏なつ海みの授業料や諸経費だ。

　しかし、春姉はあと四カ月で学校を卒業する。そうなれば残る問題は、夏海の分だ。

　そして、その分はバイト代で賄える計算となっていた。もちろん、日々の生活費もだ。時給は結構いいしな。

　親戚に頼ったり、武たけ杉すぎさんからもらった小切手を使ったりする手段もあるにはあったけど……。俺としてはできる限り、自分自身で家――春姉と夏海を支えたい。

　バイトを始めると言った時は、少しだけ春姉と揉もめてしまったけど、

「ふたりのために働かせて欲しい」

　と真摯に頼んだら最後は納得してくれた。

「ん……！」

　ふと天高く体ごと腕を伸ばして、硬張った体をほぐす。

「お疲れ様、武ちゃん」

　伸びていたところで、不意に声をかけられる。目の前に私服姿の理り恵えが来ていた。

「お、理恵。今日も迎えに来てくれたのか」

「うん。あたしだけ、家でも学校でも武ちゃんと一緒にいられる時間が少ないからね。こういう時間ぐらい一緒にいたいから……」

「そうか？　登校だって一緒だし、朝飯も一緒だし、特別少ないわけじゃ……」

　そう言うと理恵は口を窄すぼめて、頰を赤らめる。拗すねてしまった。

「いいのっ。私がしたいんだから。何かおかしなところでもありますか？」

「いえ、ないです……」

　理恵がちょっと怖いぞ。疑心モードの時みたいだ。

「それに。初日みたいなことになったらどうするの？　もう肩を貸すのは恥ずかしいからやだよ？」

「……いや、そのあれは。ちょっと体にガタが来てただけでっ！」

「へえー、壁に沿って動いてたのに？」

　返す言葉もない。アルバイト初日。仕事が終わってから、俺の体は情けないことに歩行困難になるほどガタがきた。

「いや、実際どうにか帰れたは帰れたとは思うけど、運悪く重なった雨だけはどうにもならなかったです、はい……」

「肩も貸して、傘も差して。ちょっとつらかったなぁ」

　口を尖らせ、わざとらしく恩着せがましい言い方をする理恵。

「すいません……」

　でも、本当に感謝はしているのだ。肩も貸してくれたことだけじゃなく、傘も差してくれたことだけじゃなく。まるでそれが当然のように迎えに来てくれたことに。

「でも、冗談はともかく無理は絶対しないでね？　体が資本なんだから……」

「ああ、大丈夫。上司の人も、ちゃんと気を遣ってくれてるから。それに、もう慣れてきたよ。筋肉痛も抜けてきたしな」

　服越しに力こぶを叩いて、もう問題がないことを理恵にアピールした。それを見て、理恵は少し安心したようだ。

　確かに最初は、筋肉痛を抜くことができないまま動かされる体が悲鳴を上げていたけど、それでも春姉や夏海を思えば頑張れた。

　それは、きっとただの自己満足。

　だけど、俺はバイトしている間、どれだけ辛くても満たされていた。

　そして、耐えていけば体は、それに慣れてくれる。

　ふたりのために金を稼ぐことができる上に、みんなを守る時のために体を鍛えることもできる積荷の仕事は一石二鳥のバイトだった。

「じゃあ、帰ろ」

　歩き出す理恵の横に俺は並んだ。

　しばらく歩くと、人通りの多い駅前に差し掛かる。人と人の隙すき間まが狭くなり、少しずつ歩きにくくなってきた。

「……ほら」

　理恵に手を差し出す。

「うん」

　理恵は自然に、その手を重ねてくる。駅前は午後八時ともなると、会社帰りの人や部活帰りの生徒たちでごった返すのだ。理恵に万が一にも怪我をさせるわけにはいかないため、最近はこうして手を繋いでいる。

　そして、駅前を抜けて、理恵がその手を放さないのも、いつものことで……。だけど、未いまだに慣れないので俺の方は少し緊張してしまう。掌が汗まみれになってないかとか、そういう場違いな心配が脳のう裏りを掠かすめた。

　恥ずかしくて理恵の顔を直視できないけど。横目で少しだけ目に映る理恵の頰ほおもやっぱり赤くて。それが愛おしくて。だから、俺も家に帰るまで放せない。

　それから少し歩いて家へ到着すると、名残なごり惜しそうに理恵は俺の手を放し、

「それじゃあ、またあとでね。武ちゃん！」

　そう言い残して、自分の家の中へと入っていった。

　それを見送ってから、俺も家の中へと入る。

「お帰りなさい」「おかえりなさーい！」

　穏やかな声と賑やかな声の二重奏と共に、ふたりの姉妹が俺を出迎えてくれた。

　そして、

「お疲れ様。ご飯にする？　お風呂先に入る？」

　そんな若奥様的な台詞を何の臆おく面めんもなく言う春姉も春姉だが、

「それとも夏海？」

　という冗談を笑顔で飛ばす夏海にも少々困る。苦笑いを浮かべるしかなかった。

「夏海。冗談でも、そういうことは言っちゃいけません」

「はーい」

　うーむ。反省してなさそうな笑顔だ。まあ、俺以外に言うこともないだろうからいいか。……俺、甘い？

　とりあえず、今は置いておこう。ふたりともお腹空いてそうだしな。

「お腹も空いたし、ご飯にしようか。でも、ふたりともごめんね。俺のせいで晩ご飯を遅らせちゃって」

「夏海はお兄ちゃんと一緒がいいー」

「たーくん。アルバイトで帰りが遅くなること、そんな気にしちゃダメだよ。それに、わたしは、どれだけお腹が空いても、たーくんと一緒に食べたいんだから……」

「うん、ありがとう……」

　ふたりは、俺の帰りを待って晩ご飯を待ってくれている。そのさりげない優しさに対する感謝は、本当に言葉では言い表せない。

「それじゃ、すぐできるから。少しだけ待っててね」

　春姉は、楽しそうにキッチンへ戻る。俺も夏海と手を繋いで、キッチンに入った。

　入ると、すでに美味しそうな香りで満ちていた。俺と夏海はいつも通り一緒に晩ご飯の準備を始める。

　くいくい。

　皿を並べていると、何やら袖が引っ張られた。そちらに向り向くと、夏海が俺を見ている。何か、伝えたいことがあるみたいだ。

「どした、夏海？」

「あのね。今日、お姉さんたちに捕まっちゃったんだ」

「お姉さんたち？　誰？」

「上級生の人。また小さいって言われちゃった……」

　少しだけ不服そうな顔になる夏海。

　夏海の体は高校生からすれば極端に小さい。制服も特注だ。それだけで注目を集めてしまう。一度でも会ったことがあれば別だが、初めて夏海の姿を見て、しかも少々遠慮のない人たちだと、夏海を可愛がることがあるらしい。高校生が小学生を可愛がったりするように、頭を撫なでたりするのだ。

　まあ、稀なことではある。だが、自分の体にコンプレックスを抱えている夏海からすれば、そんなふうに可愛がられるのは嫌に決まっていた。

「そっかー。あんまり気にしちゃダメだぞ。ストレスは成長の妨げになるからな。俺が見つけた時はちゃんと注意するから、夏海も高校生らしくしゃんとするんだぞ」

「うんっ、お兄ちゃん！」

　元気よく返事してくれる素直な夏海。表情もすぐにパッと明るくなる。

　そんな学校の話をしながらの夕食は、すごく和やかで、俺の大切な時間だ。




　夕飯を食べ終わって現在の時刻は、午後一〇時三〇分。

　四人――春姉、夏海、理恵、俺――は、俺の部屋に集まって勉強をしていた。

　部屋の中央にコタツを置いて、その上に教科書とノートを広げて俺は悪戦苦闘中だ。

「ほら、そこ違うよー」

　春姉がそう言って、俺のノートを指さす。

「この四角形は、ＢＡＤの角度がｘで、ＣＢＤが３ｘでしょう？　だから……」

　さらに春姉は自身のノートに図解を描いて、わかりやすく解説をしてくれる。俺は必死に耳を傾けた。

「……で、ここまでくれば、あとはいつもの同じ計算式でいいの。さて、ｚはいくつ？」

「えっと……。ＢＡＤが八〇度だから……。ｚは六二度？」

　考えて考えて考えて、どうにか答えを捻り出す。

　俺の答えを聞いた春姉は、パッと穏やかな笑みを咲かせた。正解らしい。

「はい、正解。簡単だったでしょ？　一見難しくても、新しいことは何もやってないの。だから、基本って大事なんだよ」

「うん。よくわかった」

「それじゃ、切りもいいところだし、休憩にしよっか。はい、たーくん。あーん」

　そう言って俺に、お手製のクッキーを差し出してくれる春姉。俺が口を開くと、その中に一枚放り込んでくれた。

　口の中がほんのりとした甘味で満たされる。勉強に疲れた頭が、癒いやされた気がした。本当なら夜の間食はよくないと聞くが、春姉のクッキーはいつ食ったっていい。

　クッキーを味わいながら、体を後ろへと傾ける。

　そんな俺の前で、夏海も「あーん」と言って、春姉からクッキーを受け取っていた。理恵はすでに美味しそうに味わっている。

「それにしても、この勉強会も恒例になったねぇ」

　クッキーを食べ終わった理恵がしみじみと言った。

「武ちゃん、なんでまた勉強しようなんて思ったの？」

「……秘密」

「もう。けちー」

　理恵が拗ねてしまった。だけど、軽々しく言うわけにもいかない。

　みんなを幸せにするために――。

　俺は未だにその答えを出せていない。

　だけど、その答えに俺は少しでも近づきたかった。

　そのために単純だが、俺はまず自分を磨くことを考えた。

　勉強。運動。なんでもいい。今更かもしれないけど、今からでも。

　もちろん、勉強がその答えになるとは思っていない。

　でも、幸せへの道みち標しるべになる可能性はあった。

　みんなの幸せの道標を見つけるために。

　今、俺がやるべきことは、その道標を少しでも多く見つけることだ。

　そのために自分でやれることはすべてやる。

　上う手まく言えないけど、どんな問題が発生しても、それに少しでも柔軟に対応できる自分でありたい。少しでも、自分の選べる選択肢を広げておきたい。

　そこで、まずは勉強のことをどうにかしようと春姉に相談したところ、事もなげに、

「じゃあ、一緒にやろっか」

　と申し出てくれた。

　春姉の邪魔になるとか、春姉の自由時間を奪ってしまうことを理由に、俺は最初断ったのだが……。

「わたしの復習にもなるし……。それにわたしはたーくんと一緒にお勉強がしたいな。ずっと、教えてあげたかったんだよ？」

　上目遣いで、そんなことを言われてしまっては、俺に為す術などなかった。

　春姉が迷惑じゃないと言うのであれば、断る理由もない。

　その日から俺と春姉のふたりでの勉強会は始まったわけだが、せっかくなので夏海と理恵のふたりも誘った。

「夏海もやるー」「あたしもやるね。最近、成績が不安だったんだ」

　……で、ふたりもそれを承諾して今に至る、というわけだ。

　そして、ありがたいことに、春姉の教え方は惚れ惚れするほど上手だった。

　春姉の教え方は、一歩ずつ進んでいる感覚が得られて、自分の成長を実感できる。

　正直に言うと、今日三学期の問題を出してきた数学の教師よりも教え方が上手いと思えるほどだ。あまりにも万能すぎて、末恐ろしいお姉ちゃんだった。

　……とはいえ、頼りすぎて依存するのでは意味がない。俺も頑張って春姉を支えていかなければ。

　そんなことを考えながら春姉を見ていると、視線に気付かれて微笑ほほえみ返される。そんな春姉を見て、ふと今日の授業のことを思い出した。

「……そう言えば、今日さ。昨日の勉強会で春姉に教わったところが、問題に出されたんだ。助かったよ」

　休憩中、おもむろに話を切り出す。春姉は不思議そうに首を傾げた。

「あれ？　まだ問題として出される時期じゃなかったと思うんだけど……」

「いや、実は……」

　俺が事の経緯を話すと、理恵は呆れたような顔をして、春姉と夏海は少々心配そうな顔になった。

「やっぱり疲れてるんじゃないの？　たーくん……」

「お兄ちゃん。無理してる……」

　控えめに聞いてくる春姉と、不安げな夏海。

「大丈夫だよ。それに疲れが心地良いんだ。気力が充実してるっていうのかな」

　それでも春姉と夏海の表情は、あまり晴れない。まあ、当たり前か……。

「たーくん。本当にダメだと思ったら、ちゃんと言うんだよ？　たーくんが倒れちゃったら、わたし、心配で死んじゃう……」

　そんな物騒なことを言ってくる春姉に、理恵が横から口を挟んだ。

「駄目そうだったら、あたしがすぐに引っ張って帰りますから！」

　理恵が自信満々に胸を叩く。

　その様子がおかしかったのか、心配そうな顔から一転、春姉と夏海は笑った。

　俺と理恵も釣られて笑ってしまう。

　俺は間違いなく、この時間――日常に幸せを感じていた。

　みんなも幸せを感じてくれていれば、それに勝る喜びなどこの世に存在しない――。

　心の底から、そう思った。
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　――白い空間。

　俺はいつの間にか、そこにいた。

　周りを見渡す。そこにはあらゆる存在を拒絶するような白しかない。

　その中にぼうっと曖あい昧まいな輪郭が、突如滲にじみ出した。

　その滲みは人の形を為して、その造形を徐々にはっきりとさせる。

　それから、ひとりの男が現れた。

　俺と同じ高校の制服を着ている。

　体格は俺と同じぐらい。だが、俺よりも筋肉質で引き締まっていそうだ。

　顔は互いの位置関係が悪いせいか、髪に遮さえぎられ、よく見えない。

　その男は、少しずつこちらに近づいてくる。

「また会ったな」

「また？」

　どこかで見たことがあるような気がした。しかし、思い出せない。

「……なあ、お前はみんなが大切か？」

　唐突に、そんなことを尋ねてくる男。みんなというのは、ひどく抽象的な単語だったが、この時俺はなぜか『エターナル　イノセンス』のヒロインのことだと察した。この不思議な空間がそうさせたのかもしれない。

　だから、俺は自分の決意を伝えることに、躊躇ためらわなかった。

「ああ、大切だ。みんなを幸せにしたい。いや、幸せにするんだ」

「そうか。じゃあ、俺と同じだな。理り恵えはしっかりしてるけど守りたくなるし、葵あおいは無ぶ愛あい想そうだけど危なっかしいから助けたくなる、それに春はる姉ねえは――」

　男の言わんとすることを遮さえぎるように、俺は紡つむいだ。

「春姉は一緒にいて安心するし、夏なつ海みは傍にいると癒いやしてくれる、だろ？」

　俺がそう言うと男は、楽しそうに笑う。

「ははは、わかってるじゃないか」

「当たり前だ。それに、咲さきもいつだって一生懸命だ。ずっと隣で支えたい」

「その通りだな。だけど、俺の方が咲をしっかりと支えられるさ」

「なに言ってるんだ。俺の方が絶対に咲を強く支えてみせる」

　俺が意い固こ地じになって反論すると、男が呆れたように溜息を吐く。

「……お前も頑固だな。でも、彼女たちを幸せにしたい。その気持ちは同じか」

「お前もなのか」

「おう、噓うそじゃない。お前も、噓じゃないんだろ？」

「ああ。当たり前だ」

　俺たちは、気持ちを確かめ合う。それは心の安らぐ会話だった。自分の気持ちに同意してくれる男がいて、嬉しかったのかもしれない。

　しかし、それと同時に、ようやく俺は疑問を抱く。

「ところで、お前は誰だ？」

「……そのうちわかるさ」

　男が、俺に近づいてきた。そして、俺とその男が触れるか触れないかという刹せつ那な――周囲を白が覆い始める。

　周りのすべてが白に染まり、俺の意識はそこで途切れた。
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「武たけちゃーん。起きてー、朝ご飯冷めちゃうよー」

　微睡まどろみの中、優しく頭の覚醒を促す声が聞こえる。

　その声が耳に届いてすぐに、ゆっくりと優しく俺の体は揺すられた。

　体を起こしてゆっくり目を開けると、そこには制服に身を包んだ理り恵えがいる。

　俺が起きて嬉しいのか、いつものように少し照れながら微笑ほほえみを浮かべていた。

「おはよう、武ちゃん」

「ああ、はよ……」

　なんだろう……。少し体が怠だるくて、頭が回らない。

　そのせいで、いつもよりもぶっきらぼうな挨拶をしてしまった気がする。しかし、理恵は気にした様子もない。

　怠さのあまり、俺は再び体を倒して眠りの世界へと旅立った。夜更かししたつもりはないんだが、あまりにも眠すぎる。

「起―――き―――て―――！」

　理恵が本格的に俺を起こしにきた。掛け布団ごと激しく揺すられる。

　俺は再び体を起こす。さすがに、三度寝するような眠気は残っていない。さっきまであった睡眠欲は噓うそのように消え、頭がすっきりしていた。

「武ちゃんが二度寝なんて珍しいね。あたしがここに来て、初めてじゃない？」

「そういえば、そうだな……」

　俺の珍しい行動に理恵は少々疑問を覚えたらしく、不思議そうに首を傾げている。いや、まあ、単純にすごく眠かったんだよな、今。体も怠かったし。

　しかし、理恵は大して気にすることなく、いつものように淡々と毛布を捲めくる。剝むき出だしになった足に少しばかり、晩秋の冷気が染みこんだ。

「ほら、夏なつ海みちゃん。夏海ちゃんも起きてー」

　毛布が捲られ夏海の体が露あらわになった。小さな体で俺の体温を求めるようにひしと抱きついている。

　最近は毎日というわけではないが、時々こうして温もりを求めるかのように布団に潜り込んできていた。

　いつものように、その可愛い頭を撫でようとしたが――。

　右手が動かなかった。痺しびれたようで、上う手まく動かせない。寝ていた時に右腕が圧迫されて、血の巡りが悪くなったのか？　起きてすぐこんな事になるのは久しぶりだ。

「おはよー、お兄ちゃん！」

　俺がまごついているうちに夏海は目を覚まし、俺に向けて笑顔で挨拶してくる。

　気付けば腕の痺れはなくなっていたが、すでに夏海はベッドから下りていた。




　着替えて居間に下りると、すでに春はる姉ねえたちが朝ご飯の準備をして待っていた。ほっとするような、優しい匂いがほんのりと香っている。

「おはよー、春姉」

「おはよう、たーくん」

　いつも通り、穏やかな笑顔で迎えてくれる春姉。しかし、俺の顔を見て少しだけ心配そうに首を傾げた。

「たーくん、少し疲れてる？」

「え？　そんなことはないと思うけど……」

　寝起きに少し怠かったり眠かったりしたぐらいで、今はそんなでもない。

　春姉は些いささか心配そうにしていたが、俺が大丈夫なことを伝えると、「それならいいんだけど……」と言って、テーブルに座った。他のみんなも座って、朝ご飯を食べ始める。

　テーブルには白いご飯、そしておかずはもやしを具にした味噌汁に、シシャモと卵焼きと海苔。朝から実に食欲をそそるラインナップだ。

「お兄ちゃん、おしょーゆとってー」「はいはい」

　そんなやり取りをしつつ、少しずつ朝ご飯を胃に収めていると不意に春姉が視線をこちらに向けてくる。

「まずくない？」

　いつもの何気ない質問だ。不安そうな表情なのもいつも通り。

　ここまで美味しく作れるのに、未だに自分の料理に自信が持てないのが、ある意味春姉らしいと言えば春姉らしい。この卵焼きなんか味付けのバランスがよく、中身も少しだけ半熟気味で絶品なのに。

　そこで、俺はなぜか春姉に意地悪をしたくなってしまった。

「まー、普通」

　理由などわからない。ただ、なんとなくそう衝動的に言いたくなったのだ。

　そんな俺の冗談の感想を聞いて、すぐに申し訳なさそうな顔になる春姉。

「ご、ごめんね……。明日はもっと美味しく作るから……！　ごめんね……」

「う、噓！　噓だって！　ただ単になんか意地悪言いたくなっただけだから！　ごめん！　いつも通り美味しいよ！」

　春姉は、まるで俺に毒物を食べさせてしまったかのような面持ちで謝り始める。慌ててフォローするものの、春姉はあの台詞せりふを俺の本音だと思い込んでしまったらしい。

　一〇分かけて春姉の朝ご飯がいかに美味で尊とうといか演説をして、ようやく春姉は不安を取り除けたのか、元の笑顔に戻ってくれた。

「よかった……」

　口は災いの元だ。あんなこと言うつもりじゃなかったのに、なんでか口が滑ってしまった。気をつけないと……。

　それにしても、あの台詞はまるで春姉に対する主人公みたいだったな。

　実は俺、心の底でゲームの主人公みたく振る舞いたいと思っている、とか？

　……いや、そんなつもりはない。主人公と俺は何もかもが全然違うし、それに振る舞おうと思っても振る舞えるものじゃない。台詞を全部覚えて主人公を演じたところで、理恵や咲さきにあっさりとバレるのは、初めて彼女たちが投影された時に実証済みだしな。




　朝ご飯を食べてから学校に向かうと、いつものように途中で咲がやってくる。

「たっけのーりくーん、はよ―――――――――っす！」

　毎度の如く、ハイテンションな挨拶と小気味よい足音が背後から耳に入った。辺りに元気いっぱいな声が響き渡る。

　いつものように、追い抜きざまに俺の肩を叩くと、くるっとターンして、俺たちの方へと振り向いた。

「改めて、おはようございます」

「よう、咲。おはよう」

　俺がいつものように挨拶すると、他の面々も口々に挨拶を始める。

　そして、咲は俺に向き直ると、俺の顔を見て少しだけ眉を顰ひそめた。

「……武たけ紀のりくん、なんだか元気なくない？　大丈夫っ？」

「え、そう見える？」

「うんっ。いつもよりもちょっとだけ。怠そうな感じかなっ？」

　咲にもそう見えるのか。いつもと同じだと思うんだけど。

「咲ちゃんもそう思うよね。わたしもそう思ってるんだけど……」

　春姉が咲の意見に同意する。すると、理恵と夏海も口々に同意した。

「なんか今日、初めて二度寝したんだよね。今までそんなことなかったのに」

　朝のことを理恵にバラされた。事実なので、言い訳のしようもないが。

　みんなに心配そうな目で見られる俺。なんだか、心配させて申し訳なく思うものの、俺の体は何ともないんだよな、本当に。そこまで疲れてるわけでもないし。

　……無意識に主人公を真似て、怠そうにしているのか、俺？　だとしたら、相当末期な気がする。そのうち『それが世界の選択か』とか『くぅっ、俺の右腕が……！』とか、そんな危ないことを言い出しかねない。いや、そこまでいったら、ほとんど病気だけど。

「うーん、バイトのしすぎっ？」

　咲がそんな心配をしてくれる。でも、違うと思うんだけどなぁ……。

「ここは秘密兵器の出番だねっ！」

　不敵な笑みを浮かべて、自信満々によくわからないことを言い出す咲。いや、そう言えば昨日元気が出る物を持ってくるとか何とか言ってたような気がする。

「秘密兵器って何？」

「昼まで秘密っ！　でも、そこまで期待しないでね？」

　昼までお預けらしい。しかし、期待するなという方が無理だった。




　そして、授業もつつがなく進み、その日の昼休み。

「ロビーに行こっ！」

　と、咲は俺を教室から連れ出した。

　今日はいつの間にか一緒に昼ご飯を食べることになっていたらしい。

　理恵に申し訳ないと思いつつも、「今度は秋あき原はらさんとふたりで食べてね」という咲の提案に促されて、俺は心の赴くままに承諾してしまった。まるで、咲の方を優先するように、なぜか「それならいいか」と結論づけて、咲について行く。

　行き着いた場所は校舎一階のロビー、その奥だ。ここには、テーブルや椅子などが幾つか並んでおり、ちょっとした休憩所となっている。この時期だと若干寒いため、利用者は少なくなるが、今日は天気がいいこともあって暖かかった。

　ふたりで適当なテーブルに座る。

「それで、秘密兵器ってなんなんだ？」

「焦あせらない焦らないっ。まずはお弁当、食べよっ」

　咲はまだ口を割らないらしかった。

　そう言われてしまっては仕方ない。咲の秘密兵器とやらはひとまず横に置いて、早速昼ご飯を食べ始める。いつもながら、春姉の弁当は実に美味しい。

「うーん……。春さんのお弁当……。食べさせて欲しいなぁ……」

　咲が物欲しそうにこちらを見ている。食べさせてあげようかな、とも思ったが、恥ずかしいし、春姉が作ってくれた弁当を許可なく誰かにあげるのも躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「だーめ」

「けちーっ！」

　ケチと言われても困る。咲は、頰ほおを膨ふくらませて拗すねてしまう。

　とはいえ、咲も本気で怒っているわけではなく、その後は適当な会話をしながらお弁当を胃袋の中に収めた。腹八分目でちょうどいい案配だ。

　少し腹を休めていると、

「お待ちかねっ、秘密兵器！」

　咲がテーブルの上に巾着袋を置く。そして楽しそうに鼻歌なんか歌って、袋の中からカップをふたつ取り出した。

「それは……？」

「プリンだよっ。わたし特製の手作りプリンです。この道、三カ月ほど。研けん鑽さんを積み重ねて参りましたっ」

「あれ、そんな趣味あったっけ？」

「んー、お菓子作りはやったことなかったよ。お料理の方が得意かなっ。でも、わたし、春さんのお弁当にまだ勝てる気がしないからねっ。じゃあ、勝ち目のありそうなお菓子、しかも一点集中型で行こうかな、と」

「それはわかったけど……。なんでプリンなの？」

「わたしが好きだからですっ！」

　堂々と宣言された。

　しかし、俺の反応が鈍かったためか、笑顔がみるみるうちにしぼんでいく。

「あ、あれ？　もしかして、外しちゃったかな？」

「いや、ごめん！　意外だったから、驚いただけ！」

　なぜか勢いに圧倒されてしまっていた。

「上手く味のバランス取って甘すぎないように、でも疲れを少しでも取れるようにしてみたんだ。まあ、効果なんて気休め程度で、あんまり期待できないと思うけどねっ」

「えっと、これ、俺のために？」

「……そこで自分のためじゃないなんて思っちゃう武紀くん、嫌いだな」

　見る見るうちにジト目になって、呆れる咲。

「重ね重ね、ごめんなさい……」

　頭を下げて謝る。そして、機嫌を直した咲からプリンを受け取った。

「こう、咲が俺のために作ってきてくれたってだけで、疲れが吹き飛んだ気がする」

「調子いいんだから、もうっ！」

　頰を薄く朱に染めて照れる咲。やっぱり、いつ見ても可愛いな。

「ほら、食べてみてっ」

　そんなことを言われたため、とりあえず渡されたスプーンで一口すくって食べてみる。

　口の中に、なめらかな舌触りと、淡くほどよい甘さが広がった。

「すごい……」

　ただ一言、そんな感想が漏れる。体と頭の疲れを一瞬、完全に忘れた気になるほどだ。

　手作り補正がかかってるかもしれないが、すべての意識が強制的に味覚に囚とらわれるほど美味しい。大げさなのは百も承知で感動してしまった。この感動を表すのは、俺の持っている少ない語彙では不可能だ。

　そんな驚いた表情を浮かべる俺を見て、咲は得意そうにニコニコしている。

「自信はあったけど、よかったー。シェフを呼べ、とか言われたらどうしようかと思っちゃったっ」

　胸を撫で下ろし安心した表情を見せる咲。そして、幸せそうに自分のプリンを食べ始めた。

　平和な時間。

　体に少しずつたまっていた疲れをこの一時、俺は忘れた。もしかしたら、本当に疲れがなくなっているかもしれないと錯覚するほどだ。

「ありがとうな、咲……」

「どういたしましてっ。武紀くんも食べたいお菓子があったら、どんどん言ってねっ！　武紀くんが食べたいと思うお菓子、全部作ってきてあげるから！」

　元気な太陽の笑顔がそこにある。俺はこの笑顔を、もっともっと、輝かせたくなった。

　抑えきれない咲への好意が心を満たし――、

「咲さ。明日の日曜日、暇？」

　そんな台詞が口を衝いて出た。そう言わずにはいられないほど、咲に俺のすべてを捧げたくなっている。まるで、ゲーム中の主人公を思わせるような誘い方だ。

　俺の質問を聞いた咲は、不思議そうな表情を浮かべる。いきなりの話に、動揺しているらしい。

「え？　暇、だけど……。どうして？」

「デートに行こう」

　照れも何もなく、自然にそんなことを俺は宣言した。

　俺は一体、何を言っているんだ？―――――――いや、それが俺の望みではないのか。

　得体の知れない感情が、少しずつ俺の中で捻ねじれるように絡み合う。

　デートの提案を聞いて、顔を赤くし目を逸らす咲。

　そして、気まずそうに小さく口を開く。

「秋原さんは、いいの？」

　いいわけがない――――――――――――――――――――いや、これでいいんだ。

　頭の中で、再び感情が対立する。

　そのせめぎ合いに、頭の中が混こん濁だくし始めるが、俺自身の口は止まらない。

「理恵よりも、お前とふたりでデートがしたいんだ」

「武紀くん……」

　何を言ってるんだ、俺は……!?　また、ゲーム中の主人公のような台詞を……！

『お前とふたりでデートがしたいんだ』なんて、そのままだぞ!?

　いや、そんなことよりも……!!

　俺は今、何を言った……？　『理恵よりも――』だと……!?

　違う―――――――――――――――――――――――――――――いや、正しい。

　違うんだ―――――――――――――――――――――――――――――違わない。

　咲をデートに誘いたい気持ち。そして、それを否とする思い。

　俺の中でふたつの感情が激しくぶつかり合う。

　だが、咲に対する思いの方が強いのか、俺からデートを取り消す言葉はまったく出てこようとしない。

　咲と理恵への好意を比較するなど望んでいないはずなのに、なんの躊躇いもなく俺は咲を優先してしまっている。おかしい。おかしい。おかしい。絶対におかしい！

　みんなに幸せになってもらうために、俺はまだその答えを探している最中なんだ！

　たとえ、それが傲慢だと言われても、誰かを傷つけるなんて以もつての外だ。

　それなのに……。咲に対して湧き上がる独占欲は萎む気配をまるで見せなかった。

「嫌か？」

　なぜか、すべてが壊れ、崩れてしまう錯覚に囚われる。

「ううん、そんなことない。けど、なんだか、武紀くんじゃないみたい……」

　咲はたぶん、薄々ながら俺がおかしいことに気付いている。

　だが、俺にはそれを肯定することも、否定することもできなかった。

　咲は少し考えた後、

「……うん。わたしは、大丈夫だよっ」

　少し遠慮がちに頷いて、デートを承諾する。

　だが、

「ごめんね、秋原さん……」

　そう小さく呟くのを、俺の耳は聞き逃さなかった……。




　明らかに何かがおかしかった。

　今も俺の中で、咲への独占欲と、それに身を委ねてはならないという感情がごちゃ混ぜになっている。

　デートの約束を取り消そうとすると、強烈な頭痛や吐き気に襲われるなど、理不尽な仕打ちを受けていた。いや、自分が傷ついてでも咲に伝えることができれば、それでいい。しかし、俺の体はそのために動こうとしないのだ。

　この衝動に突き動かされる感覚は、つい最近、味わったことがあった。

　幼おさな馴な染じみの佐さ崎さき恵めぐ奈なと再会した時のことだ。

『一緒に映画に行って欲しい』

『話があるから、ふたりきりで話がしたい』

　彼女にそんなことを頼まれた時、俺はそれを引き受けなければならないという思いに囚われた。

　しかし、佐崎に何かを言われた時には、少なからず抵抗できる余地があったのだ。

　問題だったのは――俺自身の意志。

　しかし。

　今回、俺に降りかかっている災厄は、それよりも遙かに熾し烈れつな欲求だった。佐崎の時のような『促す』ものではなく、ほとんど『強制』に近い。

　朝の時点で考えていた、『主人公』になりきろうとしているのが、冗談ではなくなってきている気がした。咲をデートに誘ったあの言動は、まさしく『主人公』だ。台詞の仔し細さいは違うが、かなり似通っている。

　漠然とした不安を抱き、どうするべきか考かんがえ倦あぐねたまま、時間が過ぎてしまい、迎えた放課後。

　バイトに行くために教室から出たところで、理恵が待っていた。

「都つ筑づきくん、早く帰ろ。今日もバイトでしょ？」

　楽しそうな表情で、俺を出迎えて、先に歩き出す理恵。

　しかし、俺の足は痺れたように動かない。

「ひとりで、帰ってくれないか？」

　俺は理恵の背中に、非情な一言をなんの躊躇もなく突き刺した。まるで主人公が『理恵と一緒に帰らない』選択肢を選ぶように。

　思っていない……―――――――――――――――――――――いや、思っている。

　こんなこと、俺は微塵も思っていない――――――――――――いや、思っている！

　なんで、俺はこんな台詞を吐くんだよ!?

　自分を殴りつけてでも、自分の口を塞ふさぎたい。しかし、そんな自虐的な行為すら今の俺にはできなかった。

　理恵は、驚いたように素早く振り返る。その表情は、まさしく怯おびえだった。

「どう、して……？」












　違うんだ―――――――――――――――――――――――――――――違わない。

　いや！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！　違うんだ！

　理恵を見捨ててしまいそうな感情をどうにか振り払いたかった。

　だけど、どうしても、止められない。自分の体に自由がない。

　今この瞬間、俺は理恵を拒絶した。

「咲に、誤解されるから……」

　俺の口から、彼女の心を抉えぐるナイフが容赦なく放たれる。

　理恵は逃げるように踵きびすを返して、俺から遠ざかっていく。

「待っ」てくれ！

　その一言すら、俺は最後まで言い切ることができない。

　追いかけようにも、彼女の後を追うことを俺の体は許さなかった。必死で追いかけようにも、そこに神経が通わない。

　――俺は、まだ答えなど出していないのに。

　なぜ、こんなことになった？　だが、考えても原因などまったくわからない。

　ただ、俺なりに守ってきたすべてを、自分で虐しいたげてしまったのは確かだった。

　だけど……！

　動けよ……！　まだ、取り返しはつくんだ！　虫のいい考えだけど、追いかけて、謝るんだ！　引っぱたかれてもいい！　動けよ……！

　俺は理恵に謝らないといけないんだよ！

　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！　動けよ！

　ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　去っていった理恵の足音が聞こえなくなって、ようやく足を前に出す命令が筋肉へ行き渡る。すぐに理恵を追いかけて走ろうとしたのだが――。

　ピタリ、と。気付くと俺の喉のど元もとに木刀が突き付けられていた。

「都筑。今のはどういうことか説明しろ」

　いつの間にかゆうきが目の前に立って、殺意に近い敵意を俺に突き刺してくる。周囲にいる数人の生徒たちも、何事かとなりゆきを見守っていた。

「秋原を悲しませるとは、何を考えている……！」

　もちろん、ゆうきの言わんとすることはわかっているつもりだ。

　だけど今こんな問答をする暇があったら、早く理恵を追いかけなければならない！

「――――」ちがうんだ！

　しかし、俺の口は事情をゆうきに告げることができなかった。先ほどよりも、口が、体が、思うように動かない。

　ゆうきの侮ぶ蔑べつする瞳に逡しゆん巡じゆんすることなく、俺の手は勝手に動き、その木刀を事もなげに摑つかんだ。

「……俺に幸せにできるのは、ひとりだけだ」

　――ふざけるな！　俺はそんな答えを出しちゃいない！

「期待させるだけさせておいて、最後に理恵が大きな絶望を抱いてしまうぐらいなら、傷が小さいうちに終わらせた方がいいだろう。違うか、ゆうき？」

　――俺の口を使って、そんな正論を吐くな……！

「みんなを幸せにするなんて――ただの幻想だ」

　――俺の意志はまったく違う……！

　しかし、どれだけ自分の体を罵ののしろうと、俺の体はまったく自由を取り戻せない。感情の赴くままに口を開いていた。

　ゆうきが俺の言動を訝いぶかしく思ったのか、探るように睨んでくる。それから、ふと彼女の目が、一瞬、輝きを失った。

　今のは、ひょっとして――。

「じゃあな」

　俺がゆうきの瞳を確認する前に、俺の体は勝手に歩き出す。

　ゆうきの短く呻うめく声が、後ろから聞こえてくる。しかし、振り返ることもできない。そして、彼女も俺を追いかけてくることはなかった。




　学校から帰ってからも、俺の言動は束縛を受けていた。いや、すでに学校の時以上にひどい状態かもしれない。

　あれから夜の勉強会が取り止められた。しかも、それを春姉に謝ることすらできない。バイトすら、無断で休んでしまった。

　ふと、窓から理恵の部屋が目に入る。すでに電気も消えており部屋の中は真っ暗だ。まるで理恵の心情を表しているかのように、暗い。

　今すぐ窓から部屋に駆けつけて、誠心誠意謝りたい。彼女の傷ついてしまった心を少しでも癒したい。

　だけど、俺の足は自分からの命令を受け付けることなく、沈黙している。

　彼女の部屋に、俺の声は届かせられないか。しかし、そのための声が出せなかった。

　――ふざけるな。何もできないからって、諦めてたまるものか！

　何度も何度も、事態を打開する方法を考えては実行に移す。

　言葉で伝えようとして――声が出せなかった。

　メモを書こうとして――腕が止まった。

　メールを送ろうとして――指が止まった。

　他にも――しかし、何もできなかった。

　……結果は芳かんばしくない。俺の体は『情報を伝えること』を拒絶しており、まるで、今の行動を邪魔するなと言わんばかりだ。

　――まさかとは思うけど……。

　俺は、主人公の行動をなぞらされているんじゃないのか……？

『朝、理恵に起こされた時に二度寝』

『腕が動かず、夏海を撫でなかった』

『春姉の朝ご飯に対して、照れて〝普通〟と言った』

『咲に朝、怠そうと指摘される』

　そして、咲への言動、理恵への言動の数々。

　朝からの行動を思い返すと、自分の行動が実に主人公のやりそうなことばかりだ。

　問題は、その行動にあからさまな優先度が存在すること。

　……このままじゃ、誰も彼も傷つけてしまう。

　いや、もうすでに理恵を傷つけてしまっているのだ……。だというのに、俺はのうのうと過ごしている。

　俺なら、体も心も、いくら傷ついても構わない……！

　だけど、みんなを傷つけるのは――不幸にするのだけはやめてくれ……！

　一言だけでもいいんだ……！　理恵に、謝らせてくれ……！

　しかし――。

　俺の思いは叶わず、俺の体は眠りを求めて布団の中に潜ってしまう。そして、俺の意識は何かを考える間もなく眠りに入った。

　まるで、『エターナル　イノセンス』の主人公のように……。
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　深夜。武たけ紀のりの部屋にあるパソコンが、突如として起動した。

　そのパソコンには、タイマーを使った起動など設定はされていない。

　本来、ありえないはずの、起動。

　しかし、パソコンは起動したものの、平常時のようにデスクトップ画面にならず、黒い画面のままである。だが、フリーズしているわけではない。ハードディスクランプが煌々と光ったまま、カリカリとシーク音を響かせていた。

　そして突如として、黒い画面に白い文字が流れる。




　No.30 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤーの人物クラス『都つ筑づき武紀』とキャラクターナンバー０の重複デユプリケートが完了。今回は〝トリア〟管轄のため、出力は最大値で安定。出力安定用に両意識インスタンスを一部融合パート・マージ。優先度プライオリテイは、キャラクターナンバー０に固定フイツクス。キャラクターナンバー０の行動シミュレート、実行可能。




　No.31 ＞引き続き、キャラクターナンバー０の行動シミュレートを開始コーディング。




　No.32 ＞キャラクターナンバー０のシミュレートデータを元に環境データエンバイロメントの構築ビルド。行動シミュレートデータと並行処理マルチタスク。




　No.33 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤーへ、情報割り込み準備データインタラプトスタンバイ。




　No.34 ＞人物クラス『都筑武紀』のエミュレート環境データエンバイロメントを予備情報バツクアツプへ保存セーブ。




　No.35 ＞人物クラス『都筑武紀』側の西暦換算二〇〇九年六月時点の環境データエンバイロメントを元に行動シミュレートを開始コーディング。




　No.36 ＞人物クラス『都筑武紀』側のシミュレートデータを元に環境データエンバイロメントを構築ビルド。




　No.39 ＞懸案事項ランタイムエラー。人物クラス『都筑武紀』とキャラクターナンバー０の重複デユプリケートを、人物クラス『伊い藤とうゆうき』に認識された可能性あり。




　No.37 ＞重複デユプリケート認識断定。架空能力エレメント、人物クラス閲覧用網膜により、『都筑武紀』とキャラクターナンバー０の重複デユプリケートを視た痕跡情報データが存在。




　No.38 ＞特殊データローカルを束縛バインデイング、神経コードをジャンプ、行動を阻害ブロツク。結果、人物クラス『伊藤ゆうき』の感情ノイズ情報データが増大中。




　No.30 ＞継続。キャラクターナンバー５『明石あかし葵あおい』の投影先、人物クラス『伊藤ゆうき』は〝リテラル・カスタマー〟。許容範囲。実行ビルド。




　その文字列を最後にパソコンの電源が落ち、部屋の中は沈黙した。
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　次の日。日曜日の朝、咲さきとのデート当日。

　これといった打開策が思い浮かばないまま、この日を迎えてしまった。

　せめて不自然な行動を取って、みんなに気付いてもらおうと思ったが、それも叶わない。みんなに、おかしいと思ってもらうことすらできないのだ。

　結局、俺の体は地元の駅へと向かっている。

　駅のバスターミナルに接した改札口。そこで咲は少し俯うつむき、不安そうな面持ちで立っていた。

　決断が、迫られる。

　いや、もう選べる選択肢などひとつしかない。

　咲とデートをするのが、絶対のものであるのなら、少しでも楽しんでもらうことが、今の俺にできるすべてだろう。

　理り恵え……。ごめん。

　今の事態をなんとしても早く解決するから……。

　解決したら、いくらでもなじってくれていいから……。

　理恵が望むなら、デートでも何でも、願いを受け止めるから……。

　勝手なお願いだけど、今は耐えてくれ……。

「よっ」

　自分の心情とは裏腹に、咲へ軽快に声をかける。俺の行動も言葉も、主人公を強制され始めたのだ。

「あ、武たけ紀のりくん。おはよっ」

　咲は顔を上げて、こちらへ向き直る。

　彼女の服装は冬が近いこともあり、厚着になっていた。

　真っ白で、大きな襟が特徴的なワンピース。胸元と腕に巻かれた鳶色の紐がアクセントとなっている。

「じゃ、行こうか」

　咲を伴い改札口を通って、電車を待っている間。ふと咲が不安げに尋ねてくる。

「ねえ、武紀くん。本当に今日のデート、わたしでいいの？　なんだか武紀くん、昨日きのうから変じゃない？」

　咲は俺と主人公の違いに気付いてくれている。心の底から嬉しく思った。

「お前じゃなきゃダメなんだ」

　しかし、すぐさま自分の吐いた言葉に虫むし酸ずが走る。

　それは理恵を始めとする、他のみんなとの決別を告げる――咲以外の幸せを放棄する台詞せりふ。それを俺は口に出してしまった。俺が言いたくなかった台詞を……。

「武紀くん……」

　その台詞を聞いた咲は頰ほおを赤らめ、可愛らしく照れている。

「じゃあ、行こうか、咲」

「うん……」

　俺たちは自然に手を繋ぎ、連れ立って歩き出す。

　――ごめん。

　咲……。

　ごめん……。

　理恵も、春はる姉ねえも、夏なつ海みも……。

　みんな、ごめん……。




　俺たちは電車に乗って、街の中心部へと向かった。

　前回のデートとは違う場所で、人がごった返しているが、ここなら遊び場所には困らない。

　そんな街中で、デートはつつがなく進んだ。

　認めるのは悔しいことこの上ないが、たぶん前回のデートよりも上う手まくいっている。

　会話の内容も、案内する場所も、エスコートの仕方も。

　本当に主人公のように、俺の体は振る舞った。

　もしこれが、自分自身でできたのならば、俺は間違いなく自信が持てたことだろう。

　そんな楽しく思えるデートだったからだろうか、理恵に対して気を遣っていた咲も、次第にその表情を明るくしていった。吹っ切れたのかもしれない。あるいは、俺の言葉を完全に信じてくれたのか……。

　しかし、そのまま上手くいくと思われていたデートに、一転して暗い影が落ちる。

　それは休憩中、俺が飲み物を買いに行って、少しだけ目を離した隙すきに起こった。

「あれ？　この子、もしかして神楽かぐら咲じゃね？」

　咲が、俺と同い年ぐらいの質たちの悪い男たち三人に囲まれているのが見える。

　そもそも、休憩する場所を間違えているのだ、俺は。この近辺はこういった手合いが多いのに……。

　その上、咲が『関東一帯で知らぬ高校生がいない』という破格の設定を持っていることを考えれば、もっと目立たないところに行くべきだった。しかし、俺はそんな細かい軌道修正もできずにいる。

「ねえ、暇みたいだけど、これから一緒にどう？」

「あ、あの……。友達がいますので……」

　咲は断っているものの、囲んでいる男たちからしつこく絡まれている。

　今すぐに助けに走りたい!!　だが、この時、俺の体は頑として動かなかった。

　俺の思いを余よ所そに、ひとりの男が咲の腕を摑つかんだ、その瞬間――。

　体を束縛する強制力が、消え失せた。まるで、束縛していた力がすべて変換されたかの如く、体の隅々に力が行き渡る。すべての感覚がアスリートのように集中した。

　俺は全速力で駆けて咲の許へと向かう。

　そして、俺の手が男の腕を握りつぶすように摑んだ。咲の手を摑んでいる、その薄汚い腕を。

「い、いてぇな！　何すんだよ。誰だ、お前!?」

　戸惑う男たちに向かって、

「……失せろ。俺の彼女に手を出すな」

　俺は敵意と共に相手を怖じ気づかせるような低い声を響かせる。

　その迫力に圧倒されたのか、男たちはそそくさと立ち去った。

　……なんだろう。

　なぜかはわからないが、今の場面だけは、俺の自由に体が動いた気がする。

　もっともいつもの俺じゃ、あんなに迫力がある声は出せないけど……。

「大丈夫か、咲」

「う、うん。あ、ありがとう。武紀くん」

「あんまりボサッとしてるなよ。お前は可愛いんだからさ」

　普段、俺が言わないような台詞を言うと、咲はすぐに耳まで真っ赤になった。

「もお！　武紀くん、いきなりそんなこと言うのは反則ー！」

　怒った表情を見せながらも、照れたように俺の体を指で突いてくる咲。

　今の俺の体は主人公がやりそうな行動をなぞっていて、制限を受けているけど――。

　あの時、俺の体が自分の意志に従ったように動いてくれたことは素直によかったと思う。

　自分の意志で助けたかったから――。




　冬が近いこともあり、最近は日が落ちるのが早い。辺りが薄暗くなってくると、俺と咲のデートに終わりの気配が漂い始めた。

「今日は楽しかったよ、武紀くん。ありがとうね」

「もう終わるのか？　俺はもっと一緒にいたいんだけどな」

「ううん。お父さんとお母さんにも早く帰ってくると思うって言っちゃってるし、今日はこれで終わりだよっ」

　人通りの少ない道を通って駅に向かいながら、そんな別れを惜しむ会話をする。

　だけど、まだ別れたくない。そんな欲求が俺の中に満ちた。

「……なあ、もう少しだけでいいんだ。ダメか？」

　俺が未練がましく言うと、咲がふと立ち止まる。

　振り返って目に入った咲の表情は、何かに懺ざん悔げしているかのように暗かった。

「……やっぱり、武紀くん。なんだか、おかしいよ」

「どうしたんだよ、いきなり……」

「わかんない。だけどやっぱり、今の武紀くんは、武紀くんじゃない気がする」

「俺は、俺だよ……」

　俺の口は、不満そうな声を漏らす。

「うん、武紀くんだよ。確かに……。でも、なんだろう……。何か、違う……」

　驚いたことに、咲ははっきりと気付き始めた。

　俺の言動や行動が、いつもと違うことに。

　しかし――それでも、やはり確証はないのだろう。

　咲の目は、自分が何を言っているのだろうと不安そうに揺れていた。

　その目を見て、俺の口が、勝手に動く。

「何度でも言うよ。俺は俺だ。そして、咲を幸せにしたいと思ってるのも、噓うそじゃない」

「武紀くん……」

　俺の体は一歩進んで、咲の顔を真正面に見据える。

　彼女の小さな唇がこれ以上ないほど近い。

「信じてくれ」

　俺の口がそんな言葉を漏らす。

　もう、自分の顔など見なくてもわかる。真剣な表情をしているはずだ。

　確かに俺は、咲のことを真剣に考えている。だけど……！

「目を、瞑つむって……」

　咲は俺の言葉に促されたかの如く、ゆっくりと目を瞑った。

　そして俺の唇は、少しずつ咲の顔へと近づく。

　……納得できない感情が、急速に湧き上がった。

　この体は、俺の体なんだぞ……！

　――返せ！

　咲の最後の吐息が少しだけ顔にかかる。

　―――やめてくれ……！

　相手の体温すら感じ取れるほどの距離。

　―――こんな形で……！

　体が、止まらない。

　―――――咲のファーストキスを、奪うなんてことはしたくないんだ！

「必ず、幸せにするから……」

　しかし、心の中の抵抗は、体に何の影響も与えず――。

　俺のまぶたはそっと閉じられ、何も見えなくなった。

　感じ取れるのは、咲の息遣い――。

　そして、俺たちの唇は触れあい、お互いの温もりを分け合った。

「ん……」

　その感触が。

　その温もりが。

　残酷すぎるほど甘く、蕩とろけそうな柔らかさを、余す所なく俺に伝えた。




　デートが終わり、俺は「ただいま」も言わず、自分の部屋へと戻っていた。

　咲のファーストキスの柔らかな感触は、未いまだに唇に残っている。

　だというのに。まるで他人が咲とキスしたのを最も間近で見た気分だった。

　だけど、感触が残っている通り、彼女の唇を奪ったのは他でもない俺の体だ……！

　俺は、自分の意志ではなく、彼女の大事なファーストキスを奪ってしまった……！

　……咲の気持ちを考えると胸が苦しくなる。

　仮にすべてが解決した時、真相を彼女に明かしてもいいのか？

　彼女は、どう思うだろう……。後悔するだろうか。俺をなじるだろうか。

　いや、きっと傷つく――！

　だから、このままじゃいけない!!　それは、わかっているんだ!!

　だけど、今の俺に自由など欠片もない!!

　もう、何が何だかわからないほど混乱した。壁でもなんでも、当たり散らしたい。

　しかし、未だに俺の体は主人公をなぞっていて、何もさせてくれなかった。

　そして、この事態の原因はわからないまま、俺の体は早々に寝る準備を始めてしまう。

　俺の意識も、眠るように、少しずつ消えていった。
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　深夜。武たけ紀のりの部屋にあるパソコンが、再び突如として起動した。

　そして、前回と同様、黒い画面に白い文字が流れる――。




　No.30 ＞総合環境エンバイロメント、作成完了コンプリート。




　No.31 ＞『エターナル　イノセンス　ファンディスク　永遠の絆きずなをあなたと』。設定上書き。




　No.30 ＞（Ｎ〈不可〉）。矛盾コンフリクト・エラー。




　No.31 ＞『エターナル　イノセンス　ファンディスク　永遠の絆をあなたと』。設定追記。




　No.30 ＞（Ｙ〈可〉）。公認オーソライズ。実行ビルド。




　No.39 ＞人物クラス『伊い藤とうゆうき』へ『明石あかし葵あおい』、設定追記、不可。シナリオクリア仕様防護メソツドプロテクトが存在。




　No.30 ＞人物クラス『伊藤ゆうき』へ『明石葵』、重複デユプリケート、開始。




　No.39 ＞重複デユプリケート、感情ノイズが増大の可能性あり。記録レコードの妨げの可能性を懸案。




　No.37 ＞特定環境下ローカル、人物クラス優先度可変プライオリテイシフトを推奨。




　No.30 ＞公認オーソライズ。




　No.31 ＞準備完了スタンバイ。実ビ行ル許ド可ア申プ請リ。




　No.30 ＞公認オーソライズ。全アプリケーションを起動。




　No.3 ＞プロジェクトコード『sagittarius』。アカシックサーバー『エターナル　イノセンス』レイヤーを変換コンバート。データ記録レコード開始。




　そして、パソコンの電源が落ちた瞬間、武紀の部屋に不気味な静寂が戻った――。





[image: ]















　意識が覚醒する。毛布を跳ね飛ばすように勢いよく起き上がった。

　恐る恐る、周りを見渡す。そこは間違いなく自分の部屋だ。

　窓に目をやるとカーテン越しに差し込んでくる朝日が少しだけ眩しさを感じさせる。

　体が自分の思い通りに動く。些さ細さいなことでも、自分の意思で確かめることができる。そんな当たり前のことに、心の底から安あん堵どした。

　すべてが夢だったのではないか――そんな楽観的な考えすら、脳のう裏りをよぎる。

　しかし、自由に体を動かせる喜びに浸っている暇はない。

　起きてからずっと異常なほどの焦しよう燥そう感かんが、心の奥底で激しく蠢うごめいている。

　理由は明らかだ。時間は八時。すでに理り恵えが起こしに来る時間を過ぎているのだ。夏なつ海みが布団の中にいないし、春はる姉ねえもすでにデッドラインを過ぎているのに起こしに来ない。

　外を確認するために、勢いよくカーテンを開け――。

　大量の光が視界を覆った。それから光に少しずつ慣れてくると徐々に隣の家が露あらわになる。

　見慣れた理恵の家じゃなかった。

　そこには理恵の部屋が見えてなければならないはずなのに。まったく別の家――『エターナル　イノセンス』を投影する以前にあった山やま梨なしさんの家が当然のように鎮座している。

　嫌な汗が頰ほおを伝った。

　俺はすぐに寝間着のまま、家の中にいるはずの春姉と夏海を捜す。

　しかし、ふたりはどこにもいない――いや、いないどころではなかった。

　そもそも、ふたりが生活していた痕跡すらない。

　彼女たちが使っていた部屋は、どう見ても空き部屋だった。




　日付を調べると、今日は月曜日――咲さきとデートした翌日だ。

　時間が遅刻間際だったこともあり、俺は手早く着替え、急ぎ学校へ向かった。

　俺は通学路をひとり駆け抜ける。目に映る風景は、いつもと同じ。しかし、周りには誰もいない。

　走っている最中、ケータイを開いて登録されている電話番号を確認してみたが、俺が見たかった電話番号は存在しなかった。親戚たちや翔しよう也やの電話番号は存在していたが、理恵と咲の電話番号が登録されていないのだ。四し阿あちゃんと三み宅やけくんの電話番号もない。

　彼女たちが消えた？　だけど、何かがおかしい、何かが違う。

　夏海が消えた時のように、白い空間での別れがなかった。前触れもなかった。

　もちろん、それで決め付けるわけじゃないけど……、きっとみんなはこの現実にいるはずなのだ！

　ふと、今日までのことを思い出す。

『白い空間で、ある男と出会った』あれは、誰だったのか？

『主人公の行動をなぞっていた』それは、あの夢を見てからだ。

　そして、みんなが俺の周りにいないこの状況。

　ここまでくれば、いくら鈍にぶい俺でも朧おぼろ気げに今の現実を想像できる。

　信じたくもないけど――それを確認する！

　学校の正門付近に辿たどり着ついて、息を整える間もなく周りを見渡す。

　俺が来た道とは別の道から、五人の男女がこちらに向かって歩いていた。

　見覚えのある女の子たち四人――咲と理恵と春姉と夏海。

　それと見覚えがないような、あるような男がひとり。

　男と仲なか睦むつまじく会話をしながら歩く咲は、ふとこちらに気付く。

「あ、都筑くん。おはよっ！」

　それだけで。そんな挨拶をされただけで。俺の思考能力は、そのほとんどが喪失した。簡単な考えすらまとまらない。どんな推測も浮かばない。わかったのは、ひとつだけ。

　――都つ筑づきくん。

　彼女のその呼び方はクラスメイトに対するものだ。向けてくれた微笑ほほえみも、なんら特別なものではない。それは、咲と今までの関係ではなくなっているということを意味していた。

「あ、お、は、よう……」

　反射的に、咲へ挨拶を返した。だけど、まともに声を出せていない。ひどい体ていたらくだった。

　俺の挨拶を訝しんだのか、俺と同じ黒の学ランを着た男がこちらへやって来る。

「よう、都筑。朝からどうしたんだ？　生理か、お前」

　気軽にかけられる声も下品な台詞せりふも、俺がよく知っているあの男としか思えない。

　だけど、まだ自分の中で確定はできなかった。いや、したくなかった。根拠のない希望に縋すがって、俺の頭が『この男』を否定したがっている。

「ちょっと、正樹くん！　下品なこと言わないのっ！」

　だが。俺のか細い希望を嘲あざ笑わらうかのように、他ならぬ咲によって、その男の名前が明かされてしまった。

　もはや、否定できる要素など何ひとつない。

　まさに、この男こそが『エターナル　イノセンス』の主人公。

　きっと、俺があの白い空間で出会ったであろうあの男。

　――『真さな田だ正まさ樹き』だ。

「えっと、まーくん。咲ちゃん。どちら様、かな？」

　春姉が正樹へと当然のように疑問を投げかける。

　――まーくん。

　春姉だけが使う正樹への愛称。それを聞いただけで、強く締め付けられたように胸が苦しくなった。

　正樹は馴れ馴れしく俺の肩を叩いて、他の三人へと紹介し始める。

「ああ、俺のクラスメイトだよ。な、都筑」












「あ、ああ……」

　同意すると、理恵と、春姉、夏海は順々に俺へ会え釈しやくをし始めた。

　その様子はあまりにも他人行儀で、思わず目を逸らしたくなる。俺の大事な大事な思い出がひとつずつ、鉋かんなで削り取られていくようだ。

「ほら、そんなところに突っ立ってないで一緒に行こうぜ」

　自分たちと一緒に行くことを俺に促す正樹。

　しかし、俺は彼らと行ける精神状態などではない。見栄も外聞もかなぐり捨てて、『返せ！』と今すぐ半狂乱に叫びたいのを、歯を食いしばって堪こらえることしかできなかった。

「悪い……。待ってる奴が……いるからさ……」

　擦かすれた声を絞り出し、涙を堪え、正樹たちに先に行くことを促す。実際に待ってる奴などいない。だがこれ以上、彼女たちとやり取りをするのが今は辛かった。一緒にいたら、醜態をさらしてしまう気がするから……。

「そうか？　それなら無理には誘わないけど、遅刻だけはするなよ」

「いつも遅刻寸前の正樹くんがそれを言うのっ？」

「いいじゃんかよ。今日ぐらい！　起きれたのは理恵のおかげだけどさ」

「しゃんとしないとダメだよっ」

　正樹と咲は自然に、そして楽しげにゲーム中と同じようなやり取りを始める。咲の特別な人間だけに向けられる太陽の笑顔は、今や完全に正樹へと向けられていた。

　わかっていても、その光景は絶え間なく、容赦もなく、俺の心を深く抉えぐる。悲しみに底などないというのを、俺はこの時、初めて理解した。

「本当に顔色悪いぞ？　俺らもう行くけど、無理そうだったら保健室行っとけよ」

　正樹の気遣いに、俺はかろうじて「ああ」と相あい槌づちを返す。それが精一杯だった。

　正樹は少しだけ俺を気にかけながらも、他のみんなと一緒に正門を通って学校の中へと入り、去っていく。

　静かになった――いや、周囲の喧けん噪そうがまったく耳に入っていないだけだ。

　他の生徒たちがうざったそうに俺を避けて、学校に入っていくのを俺はただ見送った。正門にいる教師がちらちらと時計を確認し始める。正門を閉める時間が近いのだろう。

　立たち竦すくんで動けない――。

　何もかもが、正樹に奪われている。その事実が、俺の体を強こわ張ばらせ、思考を阻害していた。

「都筑？　何してんだ、こんなところで。遅刻すんぞ」

　いきなり掛けられたその声――俺の耳に届いたその声に体の緊張が解凍される。俺は反射的に振り返った。

　長い黒髪を寒風になびかせ、いつも通りの不機嫌そうな顔。現実に根付くクラスメイト、高たか橋はし愛あい子こがそこにいた。

「高橋……」

　恐る恐る声をかける。

「ん？　なんか、しみったれた顔してんな、朝っぱらから。こっちの気が滅入るから、さっさといつもの抜けた顔に戻せよ、まったく……」

　そう言って、高橋は俺の肩を、薄っぺらい鞄かばんで思いっきり叩いてきた。

　痛かったけど……その痛みが今は嬉しくてしょうがない。

「ほら、さっさと教室行こうぜ」

　高橋がこれまで通りの彼女でいてくれたこと。声を掛けてくれたこと。

　前のような刺とげ々とげしさはなりを潜めた、少しだけ表情が柔らかくなっているいつもの高橋だったことが、頭の混乱を洗い流すように癒いやしてくれた。

　すべてを奪われていたわけではない。

　彼女のおかげで、この現実にまだ居場所があることを、俺は心の底から実感した。




　ホームルームを終えて一時間目が始まる前、俺とゆうきは誰もいない踊り場まで、どちらからともなく来ていた。

「あの男は、どう見ても『真田正樹』だろう。これは一体、どういうことだ。状況も関係も。現実が、何もかもおかしくなっている。都筑。いったい何があった」

　寒々しい空間で、ゆうきの声が矢継ぎ早に、小さく響き渡る。

　俺が事情を説明すると、ゆうきは「なるほど」と納得しながら、時折質問を交えつつ、最後まで聞いてくれた。

「この前の君は、主人公に侵されていたということか……」

「確定した情報がないから想像に近いけど、そう考えるのが自然だと思う。おかしくなったのは、白い空間であいつとやり取りしてからだし……」

　顎に手を当てて、考えるゆうき。それを見て、目頭が熱くなった。

　彼女が今回の改変に巻き込まれていなかったことが、主人公が突然出てきたと認識できていたことが、俺の心を強く支えてくれる。

　ゆうきは、本編の投影が消去された世界で消えて存在しないはずの咲や理恵たちを唯一、覚えていた人間だ。だから、彼女が俺を忘れていないことは驚くことでもないのかもしれない。それは必然かもしれないのだから……。

　それでも、やっぱり嬉しかった。

　今まで通りでいてくれたことも。そして、俺の話を信じてくれたことも……。

　だから思わず、呟いてしまった。

「信じてくれるのか？」

「あの時の君は明らかにおかしかったからな。それにボクの目で君の魂たましいを『視みた』時、君の魂はふたつに見えた。そのことを説明するのは難しいが……」

「あの時、俺のことを『視た』のか？」

　俺の質問にこくりと頷うなずくゆうき。

　ゆうきにはあらゆる生物の魂を視るという異能がある。まさか、こんな形で使われようとは思わなかった。

「それからすぐに、ゲームの主人公が出てきた、か……」

　ゆうきもどうにか事態を把握しようとするが、いきなりすべては無理なのだろう。目を瞑って、小さく唸うなっている。

「念のために聞くが、投影時の設定ミスではないんだな？」

「ああ。そんな設定はしてないよ」

　そもそも時限式に主人公が投影されるような設定があったかどうかすら不明だ。

　ただ、それすらも「もしかしたら違うかもしれない」という恐怖がある。

　――その時に正常な設定をしたという記憶を埋め込まれていたとしたら？

　少しだけ考えて、あり得ない話じゃないだけに背筋が凍った。

　世界のありとあらゆるものが、信用できないのではないか。そんな疑いすら抱いてしまう。

　いや――。

　今そんなことを考えても仕方がない。頭を振ってその思考を追い出した。

「とにかくわからないことが多すぎる」

　ゆうきが、不平を言うように呟く。

「『エターナル　イノセンス』のヒロインだった彼女たちは神楽かぐら以外、君を忘れていた。神楽とて、クラスメイトとしてしか君を知らない。しかし、高橋や佐さ藤とうは今までと変わらない関係だ。君と真田正樹が単純に入れ替わったわけではないから、状況が複雑すぎる」

　確かに、高橋や翔也までもが正樹と仲が良ければ、俺は正樹と入れ替わったと確信しただろう。だが、あのふたりは今までと変わらず、俺と接してくれている。

「なんにせよ、情報収集をしよう。君の行ってきたことが、どんな形でこの現実に根付いているのか……」

「あるいは、なかったことになっているのか、か。それを確かめないとな」

　俺がすぐに力強く頷くのを見たゆうきは、なぜか呆あつ気けに取られた目を向けてきた。瞬きの回数がいつもより妙に多い。どこか驚いているような様子だ。

「……どうかしたのか？」

　俺がそう問うと、ゆうきはすぐにかぶりを振る。

「いや、なんでもない……」

　そして、チャイムと同時に俺とゆうきは、慌ただしく教室へと戻った。




　一時間目の数学が終わった。

　休み時間中に、情報収集を始めよう。話すべき相手は正樹だ。今まで何をやってきたかなど、本人に訊きくのが一番手っ取り早いだろうしな。

　その正樹は授業が終わってからすぐに咲の席へ行って他愛のない会話を交わしている。さっそく声をかけようと、俺は咲の席へと足を向け――。

「都筑。この器材を教科器材置き場に戻しておけ」

　数学教師にそんなことを命令される。その指が指している先を見ると、大きな三角定規が教壇の上に鎮座していた。

　そんなもの自分で戻せと言いたくなったが、教師相手に波風を立てるのも問題があるだろう。口を開きたい衝動を、ぐっと堪えた。

　どうも、先日の居眠り――むしろ、問題を解いたことが原因かもしれないが、それにより目を付けられてしまったらしい。「お前ならこの問題も解けるだろう」と今回の授業は執しつ拗ように当ててきたのだから、その執念たるや相当なものだろう。おかげで、今の状況を頭の中で整理する余裕もなかった。

　……とはいえ、それも考え方ひとつだ。

　そんな何気ないことでも、先週の金曜日、あの居眠りの当事者が俺になっていたことがわかる。それはこの現実に俺の歩んだ道が残っていることを示す、何よりの証拠だ。

　俺は三角定規を持って数学教師を追いかける。横に並んで、歩きながら声をかけた。

「先生」

「……なんだ？」

　数学教師は、少し鬱うつ陶とうしそうに聞き返してくる。

「居眠りすいませんでした。先生の授業がつまらなかったとかじゃなくて、純粋に疲れていたもので……。次から気をつけます」

　授業中に居眠りをしてしまったのは、完全に俺の過失だ。理由がどうあれ、それは真面目に授業をしている教師に対して、あまりにも礼を失している。

　仮に気にくわない教師が相手であったとしても、謝るべきだった。正直、目を付けられても敵わないしな。

　俺の謝罪に対して数学教師は、目を何回か瞬きさせてから拍子抜けしたような顔になった。

「……お前はアルバイトをしているんだったな。しかし、それは言い訳にはならん。学生の本分は勉強だ。きちんと肝に銘じておけ」

　そして、何度か咳せき払ばらいをして、

「だが、私も大人げなかった。次からは気をつけよう」

　そう小さく詫わびをしてくれた。俺は「ありがとうございます」と丁寧にお礼を返す。

「ところで先生から見て、『真田正樹』ってどんな印象ですか？」

　そして、調子に乗った俺は何気なく質問をぶつけた。俺の知らない現実での正樹を知っておくには、少しでもたくさんの人から情報を集めるべきだからな。

「私の口から、一個人の生徒の評価を言うわけにはいかん。それに、そんなものはクラスメイトのお前の方がわかっているんじゃないのか」

「そうでもないですよ。俺たちと先生の評価がまったく違うことだってあるんじゃないですか？」

「……なんでそんなことを訊く」

「あいつの生活態度が先生たちの方で問題になってないかな、と思いまして」

「大問題だ。気付いているのなら、クラスメイトとして改めさせろ。暴れないようにな、と。それと、校内で女生徒と馴れ馴れしく振る舞うなと言っておくように。私の目の黒い内に校内で学業を妨げるような異性との交遊などできないと思え」

　先生は興が乗ってきたのか、流りゆう暢ちように話してくれる。

「いざという時だけにしか動かない人間など、ロクな大人にならん。まあ、いざという時になっても動かない人間よりはまだマシだがな」

　教師から聞き出せた主人公像は、ほぼゲーム中と同じだ。おそらくはちょっとした問題児として、名が通っている。いざという時にリーダーシップを取っているのも同じだろう。

　――それがわかったところで何になる？

　ふと、油断すると心の中の自分が、そんなネガティブな言葉で諭してくる。

　状況を確認しただけで、どうなるのか。

　正樹の人柄を知ったところで、この状況が打開できるわけでもない。

　だけど、俺はその消極的な思考に歯止めをかける。

　今は状況を把握するのが優先と、心に鍵をかけるように、言い訳を重ねた。




　役目を終えて教室に戻ってくると、少しだけ異様――とまで言い切ってしまうのは当事者に失礼だが、想像もしていなかった光景が目に入った。

　ゆうきと正樹の、旧知の間柄みたいな会話――。

　正樹は絶えず笑顔で、ゆうきに話しかけている。それに対してゆうきは、表情を嫌そうに顰しかめながらも、頰を朱に染めていた。

「心配事なんてもうないんだから、もっと笑顔でいてくれよ」

「ふん。大きなお世話だ。君にそんなことを指図される謂いわれはない」

　ゆうきはそう言って、その頰を少しだけすっと緩める。

「だが、勘違いを、その、するな……。……感謝は、その、一応している、から……」

「そうそう。そんなふうに微笑んでるのが一番癒されるな。俺は」

「っ！　貴様の趣味など知るか、そんなものっ。その軽々しい口を噤つぐめ……っ！　他の女にも言ってるくせに……っ！」

　慣れないことを言われたためか、ゆうきは目を泳がせながら、傍はたから見てすぐにわかるほど狼狽うろたえていた。

　言葉遣いはまだしも。

　仕草といい、表情といい、あんなゆうきを俺は一度も見たことがない。

　少なくとも、現実では――。

　その事実は、俺の心に鳥肌を立たせるほどの恐怖を植えつけた。

　会話が終わって席に戻るゆうき。彼女と、目が合う。

　すぐに目を逸らされた。俺の不安を煽あおるかのように、まるで興味もない様子で……。

　全身が総毛立つ。

　何が起こったのかはわからない。だが、あの愛想悪く照れたゆうきは、ゲーム中におけるシナリオクリア直前の『明石あかし葵あおい』に近かった。ゆうきまでもがみんなと同じように、正樹を主人公としたとしか思えないほどに。

　自分の席に座ったゆうきを見て、俺も自分の席に座った。隣の席というのは、今でも変わっていないのに、彼女を遠くに感じてしまう。

「ゆうき」

　声を掛けた。しかし、彼女は振り向かない。自分が呼ばれたことに、そもそも気付いていないのだ。

「ゆうき……！」

　願うように。擦れた声で、俺は一心に彼女を呼ぶ。

　だけど、彼女は振り向かない。俺に一いち瞥べつを投げるだけ。ゆうきの俺を見る目は、完全に他人に対するそれだ。

　……やめてくれ。

　さっきまで、普通に話をしていたじゃないか。

　いつだって、俺を気にかけてくれた。

　言葉は素っ気なくても。

　みんなが一度消えた時、俺を慰めてくれた。

　俺がピンチの時に、颯さつ爽そうと現れて助けてくれた。

　俺が不ふ甲が斐いない時は、活を入れてくれた。

　ゆうきには感謝しきれないほどの恩がある。

　情けないけど、俺はお前がいないとダメなんだよ……！

「ゆうき！」

　思わず、叫んだ。クラスメイトたちから視線が集まるが、知ったことではない。

　ゆうきは俺の呼び声に気付き、顔をこちらに向ける。彼女にしては珍しく、唖然としていた。

　そして。

「都筑……」

　彼女から届いたいつもの声に、俺は心の底から安堵した。




「君が教師についていった後、ボクの方で正樹に話を訊こうと思ってね。しかし奴に話しかけて、彼がボクを認識した瞬間、ボクの体は完全に支配された」

　あの後ゆうきから、そんな説明を受けていた。

「体の自由が？」

「確信はないが、君が被った症状に近かったと思う。ボクの言動は、君なら見ていてわかっただろうが、まるでクリア直前の『明石葵』になった。意識はあったのだけどね……」

　俺が力強く頷くと、ゆうきは続ける。

「正樹がボクを『明石葵』として強く認識していると、そうなるのだろうな。君に声を掛けられて体の自由は戻ったが、その時正樹がタイミングよく教室を出て行ったのが見えた」

　……俺の叫びは無駄だったのか。そう思うと、非常に恥ずかしい気持ちになってくる。

　つまりこの現実で、どこまでも正樹は『エターナル　イノセンス』の主人公なのだろう。ゆうきに『明石葵』を強制してしまうぐらいに。

「実を言えば、ボクの体がおかしな状態になったのはこれが初めてというわけではない。先日、君の魂を視た後、ボクは立ち去った君を追いかけようとした。しかし、その瞬間、追いかけようという気持ちが消え失せた。今思えば、あまりにも不自然なのだが、あの時はそれが不思議と自然だと思えたんだ」

「そうだったのか……」

　俺がゆうきの前から立ち去った後、呻き声が聞こえたけど、あれはもしかしてその時のものだったのか？

　ゆうきは、まるで自身を責めたてるかの如く、その表情に悔しさを滲にじませている。そして俺に対して申し訳なさそうに告げた。

「どちらにしろ、正樹の前でボクはボクでなくなることがあるらしい。だから、すまないが……。ボクは、その、君の役に立ちそうにはない」

「いや、正樹と会話してくれようとしたんだろ？　ゆうきが正樹に近づくことで危険になる可能性があるってことがわかっただけでも充分だ」

　それに正樹と話すのは、やっぱり俺の役目だ。

「それに、戻ってきてくれてよかった。お前までいなくなったら、俺はどうしようもなかったと思う。やっぱり、お前がいないと俺は駄目なんだよ」

　ゆうきに寄り掛かるつもりはないのだけど、それでも事情を知る人間がいるといないのとでは大違いだからな。

　しかし、俺の言葉を聞いたゆうきはなぜか照れたように頰を染めて、顰めっ面になった。なぜか、一歩引いて警戒気味だ。

「……君のその物言いは、ボクの母性本能をくすぐっているつもりだったりするのか？」












　珍しく発想が飛躍していた。

「ちょ？　いや、待って！　そんな意図はないから！」

「……まあ、それならいいさ。そういうことにしておこう」

　溜息を吐くゆうき。その様子は不安が解消されたのか、がっかりしているのか、表情からは読み取れなかった。

　俺は改めて、ゆうきに向き直る。

「とにかく、さ。正樹との会話は俺がするよ。ゆうきは俺以上に気をつけてくれ。お前が『明石葵』を強制されて今回みたいに戻れる保証もないし、下へ手たしたらそのままファンディスクのシナリオ通りになる可能性だって考えられるぞ」

「……それは、ぞっとしないな。肝に銘じておこう」

　俺たちはお互いに頷きあって、教室へと戻った。

　先ほど俺が叫んだことで、俺とゆうきはふたり揃ってなにやら妙な視線を感じたが、大したことではないからそのうちみんなも忘れるだろう。

　時間を確かめれば、もう次の授業も始まりそうな時間だった。

　しかし、その前に、やらなければならないことがある。

「真田」

　俺は正樹に近づいて声をかけた。正樹は咲と話していたが、ちょうど会話の合間だ。

「おう、都筑。おっと、朝の体調は治ったみたいだな。よかったよかった」

　気遣いを忘れない男だ。この辺りは、ゲームの通りにいい男だと思う。

「で、俺に何か用か？」

「ああ。今日は昼飯を一緒に食わないか？」

　俺の言葉に、正樹は目を瞬しばたたかせたもののすぐに破顔する。

「おう。喜んでっ！　あれ？　でも、お前って弁当だっけ？」

　正樹の弁当は、間違いなく春姉の作った弁当だ。何かどす黒い感情が心の中に渦巻き始めるが必死に堪えて、購買部でパンを買ってくる旨を伝えた。

「そっか。了解了解」

　とりあえず、約束は取り付けた。

　俺は場所を正樹に伝えてから、近くに立っていた咲に頭を下げる。

「ごめんな。さ――神楽。真田との時間を取っちゃって」

　自分で言ってて泣きそうだ。

　そもそも咲を『神楽』と呼ぶなんて現実に投影されてすぐの時以来、久しぶりで慣れない。しかも思わず、咲と呼びそうになってしまった。

　だけど、もう世界は違うのだ。それは事実。ならば、それを受け入れるしかない。

　それに、いつもだったら咲は高橋と会話してることが多いのだけど、彼女たちの関係も正樹が出てきた時点で喪失しているらしい。少なくとも仲がいいようには見えなかったし、高橋を見れば彼女は彼女で昔の連れと楽しげに会話している。

　ふたりの関係をなくしてしまった意味でも、俺は咲に謝りたかった。

「や、やだなぁ、都筑くんってば、もう！　わたしたち、そんなんじゃないってば！」

　慌てて腕を前に出して、横に振る咲。

　否定はしていても。

　俺にはその様子が、照れ隠しにしか見えなかった。




　昼休みになって、俺はすぐに購買部にダッシュする。どことなく懐かしい行動だ。春姉の弁当がない時は、学食ダッシュか購買部ダッシュが必須だったからな。大体において、翔也と一緒に校内を駆け抜けていたように思う。

　無事に焼きそばパンとコロッケパンをゲットすると、待ち合わせ場所へと向かった。

　待ち合わせ場所は、校舎一階のロビー。その奥だ。ここには、机や椅子などが並んでおり、ちょっとした休憩所となっている。ただ、この時期だと若干寒いため、利用者は少なかった。

　しかし、正樹と昼休みにふたりで話をするのであれば、ここぐらいしか思いつかない。ロビーを通りかかる生徒や教師は多いものの、奥の方まで注目されることはない。

「うー、なんか寒くないか？」

「悪いな。教室だと、ちょっと嫌だったんだ」

　人に聞かれたい話でもない。

「この寒さは、ロシア戦役を思い出すな」

「……まだ寒くする気か。第一、二〇〇年以上前じゃねぇか」

　俺が呆あきれた声を出すと、正樹は「よく知ってるな」と、さもおかしそうに笑った。

　そして正樹は、机に置いてあった弁当の包みを開く。

　それを見るだけで、どうしたって春姉のことを意識してしまう。だが、俺は一旦春姉弁当のことを頭の隅に追いやり、焼きそばパンを袋から取り出した。

　すると、パンに正樹の視線が集中する。

「お。焼きそばパンじゃん！　半分、食わせてくれよ。代わりにこの弁当のおかず、やるからさ」

　その言葉に怒りを覚えずにはいられない。春姉の弁当を蔑ないがしろにしているようで腹立たしかった。そんなつもりが正樹にないのはわかってるが、それでもだ。我ながら心も度量も狭いと思うけど……。

「嫌だ。素直に、姉さんの弁当を味わってろ」

　だから、断ってしまった。春姉のおかずを、食べるチャンスだったというのに。

　自覚しているが、本当に俺は馬鹿だ。世渡りが下手くそなんだろうな。

　俺が焼きそばパンを袋から出してかじり始めると、正樹も諦めたように弁当を突き始める。

　……それじゃあ、本題に入るとするか。

「そう言えば聞きたいことがあるんだけどさ」

「ん、なんだ？」

　さり気なさを装って、正樹に質問をする。

「この前、空港で騒ぎが起こったのって、知ってるか？」

　つい最近、俺は春姉と夏海が海外へ行くのを引き留めるために、空港まで行って叫ぶなど警備員が警戒する騒ぎを起こした。

　もし、俺に成り代わっているのであれば、あの事態を引き起こしているはずだ。

「なんだ、そりゃ？」

　しかし、正樹はさも今初めて訊きましたという顔をするだけだった。

「この前、空港に行った時に誰かが叫んで、騒ぎになったんだよ。で、少ししか顔が見えなかったんだけど、叫んでる奴ってのがお前に似てる気がしてさ」

「なんだ、その馬鹿な奴。少なくとも俺は知らねぇよ。空港なんて行ったことねぇしな」

　正樹が知らないとなると、空港の騒ぎはこの現実で起こっていないということか？

　仮に知っていて噓うそをついているとしても、ゲーム中における正樹の性格だったら、『空港なんて行ったことがない』と、ここまではっきりとした噓はつかないだろう。

　それに誤ご魔ま化かすのであれば「知らねぇよ」だけで済む。

「そっか。じゃ、俺の勘違いだな」

　俺はそう言ってから、他にも探るような会話を続けた。「公園に伝説の木が存在したらしい」「幼馴染が記憶喪失になったって噂うわさを聞いた」など、今までに俺が起こしたことを、オブラートに包んで話し、そこから正樹の受け答えを頭の中に入れていく。

　だが、正樹はどの話にも心当たりがないらしかった。まったく知らないような反応を返した。噂の出所を聞かれて、こっちが焦ってしまったぐらいだ。

　そして、探るべき会話の内容はついに五月、つまりみんなが一度消える前のものになる。

「神楽が前に比べて、さらに可愛くなった気がしないか？　血色が良くなったというか」

　これは非常にデリケートな問題だが、咲の病気はすでに治っているのだ。こういう聞き出し方だったらギリギリセーフと考えよう。

　それを聞いた正樹は複雑そうな判別しづらい表情になった。

　照れ、焦あせり、怒り、そのどれとも形容できない。あるいは全部かもしれないし、自身で説明できない感情を抱いているようにも見える。ただ、険しいことは間違いなかった。

　しばらくして、

「……咲は前から可愛かったと思う」

　正樹はぽつりと端的に答えた。確かに、まったくもってその通りだと思う。

　ただ、その返答で咲が病気だったかどうかは、わからない。

　どう質問を続けようかと、考えていたところで、

「なあ、都筑」

　逆に正樹から質問を投げられた。

「……お前ってさ。咲のこと、好きなのか？」

　直球だった。唐突すぎて、心臓の鼓動がドクンと跳ねる。

　だけど。

　わざわざ隠す理由もない。正樹を射貫くように見据えた。

　ここで答えられなければ、男としての負けが決まってしまう！

「ああ。好きだ」

　だから、俺は隠すことなく本音をさらけ出した。

「お前がどれだけ、咲を好きであっても……！　お前がどれだけ、咲にふさわしい男であったとしても……！」

　本来、みんなとの絆が正樹のものだとしても――。

「彼女への想いだけは絶対に負けない……！」

　絞り出すように誓った。

　対して正樹は無言だ。俺に何も言ってこない。

　静寂が訪れ、ロビーの空気を隙間から漏れた風が掻かき回まわした。

　風によって雰囲気が一新された錯覚を俺が覚えた時、正樹はようやく口を開く。

「……俺も咲が好きだ。あいつは、俺の太陽なんだよ。だから、渡さない」

　その台詞は、今まで咲をクラスメイトとしてしか見ていなかった正樹が、好きな女の子として意識し始める分水嶺――その時の至言だ。

「お前が咲を好きだというのなら、俺たちは恋敵ということだな。言っておくが、俺は負ける気なんかさらさらないぜ。よろしくな、武紀」

　そう言って手を差し出してくる正樹。

　その握手にどれほどの意味があるのかは、わからない。

　恋敵に対する余裕なのか、牽制なのか、あるいは本当に友情なのか。

　だけど、こいつにだけは負けられない。

　俺は震える声で、

「ああ、そうさせてもらうよ。正樹」

　正樹に差し出された手を強く握り返した。




　授業が終わると、俺とゆうきは下校をせずに、また階段の踊り場にいた。

「それで、昼休みに正樹と話していたが、どうだったんだ？」

　ゆうきに昼休みに話したことを伝えた。すると、彼女の顔が見る見るうちに訝しげなものに変化する。

「何も知らなかった、か……。そうなると、ボクの集めた話とも符合するな。高橋や佐藤からは空港の話や噂になった伝説の樹については聞けていない」

「そうか……」

　……となると、やはり『春姉や夏海を取り戻すために、空港に行ったこと』や『理恵が記憶を失ったこと』は現時点でなかったことになっているのか？

　単純にみんなの記憶がなくなってるだけとも考えられるけど……。いや、それがどちらであるにせよ、現状において大差はない、か。

「ところで気になってたんだけど、ゆうき。お前と咲って今、どんな関係なんだ？」

　ついこの前まで、ゆうきと咲、高橋でワンセットみたいなところがあった。

　だが、休み時間に毎度の如く咲の方に行っていた高橋は、昔の仲間としか話していない。これもまた状況をよくわからなくする一因だ。

　ゆうきが少し寂しげな表情を浮かべて呟く。

「残念だが神楽とボクはただのクラスメイトとなっているらしい。喩たとえるならば、ゲーム中の『明石葵』が転校してきて正樹と打ち解けた時ぐらいだな」

「わかりやすいようで、わかりにくいな……」

　あの辺りも俺は一字一句覚えてるけど、『明石葵』が他のキャラと絡むイベントというのは極端に少ない。そもそも本編で『明石葵』を攻略するには、他の四人のルートに行っていないことが必須条件だ。そうしないと、そもそも『明石葵』は出現しないという非常に困ったものとなっている。

「しかし、都筑」

　ゆうきが突然、

「そもそも、秋あき原はらや神楽たちは今までと同一人物なのか」

　不可解な質問を投げてきた。そして、補足するように仔細を解説し始める。

「ひとつ、今の状況に類似した世界がある。君も覚えがあるだろう。今の状況から、『エターナル　イノセンス』のみんなを省いた世界――どこか似てる気がしないか？」

「……みんなが一度消えた世界、か」

　ゆうきはこくりと頷いた。

　それはなんとなくわかる。もっともわかったのは、高橋がいたからだ。高橋がもっと刺々しい性格だったならば、俺は現実がすべて元に戻ったと考えただろうな。

「たとえば、この現実を一度ヒロインたちが消えた世界の延長線上にあるあの世界――君が『再投影をしない』という選択肢を取ったという可能性の世界だとしよう。そこに、別の誰かが『エターナル　イノセンス』のファンディスクを投影したとしたらどうだ」

　ファンディスクの内容を覚えている限り、脳のう裏りに思い浮かべた。

　ファンディスクは、細かいミニゲームなども入っていたようだが、メインとなるのは計六本の後日談や追加エピソードだ。

『咲の後日談』

『理恵の後日談』

『春姉と夏海の後日談』

『ゆうきの後日談』

『夏海の親友、四阿ちゃんのエピソード』

『新キャラ、咲の従い姉と妹こさんのエピソード』

　俺が覚えている限り、この計六本となる。他に隠しがあるという噂もあったが、俺とゆうきはその存在を確認できていない。

　ただ、その六本のシナリオは、それぞれ単独で成り立っているためか一貫性がない。

　明石葵の後日談はゆうき曰く『単純にいちゃいちゃしているだけだった』のに対し、春姉と夏海の後日談は『彼女たちの実の父、九く条じよう院いん正まさ親ちかがくる』というシビアな話だ。

　いや、実際にシビアだったかどうかはわからないが、実の父を装った武たけ杉すぎさんがああいった演技をした以上、おそらくはシビアな話と考えるのが自然だと思う。

　しかし改めて考えてみれば、なるほど、『俺が再投影せず、別の誰かがファンディスクを投影した世界』というのはあながち間違っていないように感じるな。

「もちろん、これは仮説に仮説を重ねた推測だ。誰が投影したとかそういった仔細は一切無視している。そもそも、正樹が主人公の姿も含めて投影した設定者だとすれば、君を知っていることがまずおかしいからな。単純に状況の話に過ぎないことは頭に入れてくれ」

　ゆうきは表情を引き締め、本題に入る。

「ファンディスクが何者かに設定されて、投影されていると仮定するだろう。そう考えると、そもそもボクらの知る彼女たちは、今の秋原や神楽とは違う別の人間という可能性が出てくるんじゃないか」

　ゆうきの考えが正しいならば、そうかもしれない。『ファンディスクが別の誰かに投影された』と仮定すれば、みんなは新しくこの現実に投影されたということになる。

　もっとも、俺がファンディスクを再投影した時点で、彼女たちは前の記憶を引き継いでいたから、一概に絶対とは言えないのだけど。

「彼女たちに僅かでも接してみて、君はどう思った」

　彼女たちが、新たに投影されたキャラクターという可能性――。

　実際のところ、それに対する答えは俺の中にあった。

「彼女たちは新たに投影されたわけじゃないと思う。それはみんなの纏う雰囲気でわかる。投影されたばかりの頃と、つい最近とじゃ、やっぱり違う気がするんだ」

　もちろん、それは根拠も何もない。勘とか直感とか、そんなオカルトめいた話かもしれない。でも、こればかりはずっと彼女たちを見てきた自分の目を信じるべきだ。

　そう答えると、ゆうきは納得をしたような表情を浮かべる。それは、安あん堵どした顔にも見えた。

「……そうか。彼女たちと深く付き合ってきた君がそう言うのなら、そうなのだろう。だとすれば、改変されているのは記憶ということになるわけだが……」

　そこまで言って、口を閉じ、沈黙するゆうき。そして、至極真面目な顔つきになって、俺を真正面に見据えた。

「都筑。ひとつ、聞きたい」

　真剣な声色で尋ねてくるゆうき。

　まるで、今から問うことが、これからの方向性を決定づける、そんな面持ちだ。

「君はこれからどうするつもりだ」

「どうするって……」

「原因や理由はどうあれ、現実は大きく変わってしまったんだ。だから――」

「俺にはどうしようもない、か？」

　ゆうきの台詞に割り込んで、問い返した。

　ゆうきは言うべき台詞を言われたことに驚いたのか、不思議そうな表情を見せるものの、神妙に頷く。

　そんなゆうきを見て、俺はすぐにかぶりを振った。

「どうしようもなくはないよ」

　しかし、俺がそう言っても、ゆうきの表情は晴れないままだ。俺を映した瞳が心配そうに揺れている。

「だが今の君は、彼女たちの主人公でも何でもない。脇役にすらなれていないんだぞ。背景キャラ、いわゆるモブに等しい」

「だから……、どうだって言うんだ」

「いや、はっきり言うぞ。ボクは……君の役目が、終わったと思っているんだ」

　その言葉はまるで、俺に言い聞かせるようだった。俺に諦めるべきだと、諭している。

　その様子を見て、どこかでこんな彼女を見たような気がして――思い出した。理恵や咲、春姉と夏海が一度消えた時のことだ。あの時のゆうきは本気で俺を心配してくれた。不器用ではあったが、俺を慰なぐさめてくれたのだ。

　今の彼女は、あの時に似ている。「終わりがあるからゲームなんだ」と俺を諭さとした時のように。

　確かに俺が『彼女たちを失った』という意味では、状況はその時と符合している。

　しかし、前回と今回では決定的に違う。彼女たちは未いまだ、この現実に在るのだから。

「終わってないよ。それに、変わらない」

　その俺の言葉に、ゆうきは意外な言葉を聞いたと言わんばかりに目を瞬かせた。

「俺は彼女たちを幸せにすると誓ったんだ。たとえ、彼女たちが正樹を好きでも――俺が主人公じゃなくても、その誓いは変わらない。俺が脇役やモブでも、それがイコールで人を幸せにできないなんてことはないはずなんだ。仮にあっても、俺は決してそれを認めない」

「その決意は立派だが……。彼女たちは君を覚えてないんだぞ。君はそれでいいのか」

　彼女たちが俺を覚えてないのはもう十二分に実感している。そんなことは百も承知だ。だけど。それでも。そんな聞き分けよく、諦めることなんかできはしないのだ。

「みんなともう一度、絆きずなを紡つむぐ。いや、やり直すんだ。うざったいと思われても、どれだけ時間がかかっても。みんなともう一度、新しい絆を繋いでみせる」

　そこまで言い切ると、ゆうきは呆れたような、ほっとしたような、表情を浮かべた。

「そこまでの決意か。どうりで君が今までみたいに、惰だ弱じやくになっていないわけだ」

「惰弱って……。また、歯に衣を着せない言い方だな」

　もう少しオブラートに包んで欲しいところだ。

「今までは皆が消えた時にボクの前で泣くほど落ち込んで、秋原の記憶をなくした時は暴走して、偽者の父親が現れた時には最後の最後で怯ひるんでいるだろう。それで今度は立場を奪われたんだ。死ぬほど落ち込むかと思っていたんだが、いらない心配だったみたいだな」

　確かに、少し前までの俺なら間違いなく落ち込んでいた。今の状況に絶望して、引きこもっていてもおかしくない。事実、朝は死ぬほど落ち込んだ。

　でも。

　俺はいきなり主人公のように、強くはなれないけど。

　少しでも近づくんだ。今度こそ、彼女たちが望む俺でありたい。

「何度も同じ過ちは犯さない。もう二度と手放さない。離れたのなら、また近づけばいい。たとえそれが、傲慢と言われようと、押し付けがましいと言われようと……」

　ゆうきの目を見据える。

　彼女にだけは、聞いて欲しかった。あの、誓った夜のように。

「この現実で彼女たちを幸せにできるのはあいつだけじゃない。彼女たちを幸せにするのが、正樹の役目だとしても、俺はそれだけで諦めたりしない」

　彼女たちを幸せにしたいと湧き上がる衝動は、もう責任でも義務でもない。

　俺は彼女たちが好きだ。積み重ねてきた純然たる想いがある。

「俺は俺で、みんなを幸せにしてみせるんだ！」

　俺が拳を握って、力強く宣言すると、ゆうきの硬い表情が珍しく綻んだ気がした。
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　正まさ樹きが出てきた日の夜。

　バイトから帰り道、俺はある人物に確認を取っていた。相手は俺の従い姉と妹こ、麻ま衣いである。

「春はる姉ねえと夏なつ海みって名前、知ってる？」

『は？　誰それ？　タケにいの脳内恋人？』

　電話の向こうから甲高く軽快な声が聞こえてくる。しかし、脳内恋人って、おい……。

『もしかして、そろそろ末期だったり？』

「……いや、待ってくれ、麻衣。何かを誤解してるから！」

『そうは言ってもねぇ。タケにいの今の趣味を考えたら……。硬派なゲームをプレイしてたストイックなタケにいは、今どこにいるの？』

「あのなぁ……」

　ひどい言い様だが、やはり麻衣からは春姉と夏海の記憶が失われている。この分では、叔父さんも叔母さんも覚えていないだろう。

　聞きたいことは聞きだせたので、適当に会話を打ち切って電話を切る。

　……そういや、冬休みに来るって言ってたけど、日程は決まったのかな。

　まあ、いいか。今度で。

　そして家まで帰ってくると、

「こんばんは。直接会うのはお久しぶりですね」

　玄関前にゆうきと藤ふじ田たが立っていた。

　藤田が軽く俺に向かって会釈する。彼はこの現実に『メモリーロンド』と呼ばれるギャルゲーを投影した設定者、つまりゆうきや俺と同じことを願った同志だ。

　そう言えば、前回会ったのは二週間ぐらい前か？　メールでのやり取りは結構多いが、よっぽど込み入った事態にならないと呼び出すほどのものでもないからな。学校が違うから、気軽に直接話もできない。

　ただ今回はその込み入った事態なので、夜に意見を交わそうと約束をしていた。

「今回はかなり危険な事態のようですが……」

「ああ。とりあえず、家の中に入ってくれ」

　ふたりを部屋に招いて、勉強会にも使っていた四脚のテーブルを出す。

　座ったところで、藤田に今回の事態を最初から説明した。下校間際に話し合った予想なども含めてだ。

「主人公が、出てきた……？」

　説明を終えると、さすがに藤田も驚きを隠せないでいる。

「藤田は、主人公の行動を課せられるような制限にかけられたことってあるか？」

　そんなことを俺から聞き出してみたが、藤田に首を横に振られた。藤田の場合、主人公の設定まで自身に投影しているから、そんなことが起こりやすいかとも考えたけど、そんなことはないようだ。

「ボクもあんなことは今回が初めてだ」

　ゆうきも同じく今回が初ケース。そんなことは今までまったくなかったらしい。

「そもそもなぜこんなことが起こったんでしょうね……」

「それすらわからないな。都築、君は今回、例の白い空間へ入ったのか？」

「……うっすらと記憶にある。妙な男がいたんだけど、今思えば、あれは主人公だったんだろう。ただ、それ以外に覚えてることはないな。有益な情報もない」

　そして三人で今の状況について、原因や意図などを探りつつ意見を交わす。

　しかし、しばらく話し合ったものの結論は出なかった。まあ、簡単にわかったら苦労はしないしな。少ない情報から徐々にでも、考えを精査していければいいと思う。

『主人公に対する試練』『設定して投影するシステムの仕様。あるいはバグ』『上位存在による何者かの遊戯』

　そんな予想や考えを、突飛なものも含めて今まで打ち合わせで作った『世界のシステムにおける予想や考えのリストデータ』に保存する。打ち合わせを何回かこなしてきたこともあって、このリストデータの容量も増えてきた。

　さて、これで今日の打ち合わせは終了だ。また、何か思いついたことがあれば連絡してもらえばいい。

　終わりの空気を察したゆうきが立ち上がって、帰る準備を始めた。

「今日はこれで終わりとしよう。さすがに今日は多くのことがありすぎたからな。都つ筑づきはバイトもしているんだ。ゆっくり休め」

　そんなゆうきの気遣いが嬉しい。

「ああ、そうさせてもらうよ。ありがとうな、ゆうき」

　そこで藤田が「そう言えば」と前置きして尋ねてくる。

「都筑さん、バイト辞めないんですか？」

「え？　辞めないよ。お前は何を言ってるんだ」

　そもそも、なんで辞めなきゃならないのか。

　確かに正樹が無断欠勤してしまったから、ちょっとまずいことになったけど、上司の人に取りなしてもらって何とかなった。上司の人に「次はないからな」と笑いながら釘を刺されたが、その程度で済んでいる。それに自分が『バイトをしていた』ということで、ちゃんとこの現実に自分の行動が根付いていることがわかったのも収穫ではあった。

　俺の返答を聞いた藤田は、見る見るうちに不思議そうな顔になる。

「都筑さんがバイトをしてる理由は、春はる海みさんと夏海さんのためでしたよね？　だとしたら、もう金銭的に問題はなくなったわけですし、無理にバイトをしなくても……」

「お金はいくらあってもいいだろ」

「何か買いたいものでもあるんですか？」

「……ないけど」

　確かに藤田の言う通り、俺が無理にバイトをする必要はなくなったのかもしれない。でも……。やっぱり、一度決めたからにはその決意は貫きたい。

　……まあ、ただの自己満足なんだろうけど。

「藤田。帰るぞ」

「あ。はい」

　ゆうきが藤田に帰宅を促し、玄関へと向かう。

　玄関で靴を履いたところで、藤田は不安そうな顔で俺を見た。何か尋ねたそうな顔をしている。

「どうかしたか？」

　俺の方から、訊いて促した。

「あ、えっと……。こういう時にこんなこと聞くのも、心苦しいんですが、最近、知とも世よと会いました？」

　知世というのは、藤田が投影した『メモリーロンド』のヒロインの名前だ。フルネームは、前まえ羽は良ら知世。ゲームでのメインヒロインである。

「いや、会ってないけど、なんで？」

　なんでそんなことを俺に聞くんだ。

「その……。知世が最近、どこかよそよそしい気がして、ですね」

　痴ち話わ喧げん嘩かでもしてるのか？　いや、今は恋人関係じゃないから痴話とは違う？

　ゆうきも俺と似たようなことを頭に思い描いたのだろう。藤田に向けて小さく呆あきれた溜息を吐いた。

「理由など、君自身で聞けばいいだろう」

「いや、その……。誤魔化されて逃げられてしまうんですよ……」

　こっちはこっちで、トラブルでもあったのだろうか。前羽良さんが意味なく避けることはないと思うけどな。

　……なんとなく、藤田の気にしすぎのように思った。とはいえ、状況が状況だし、心には留めておくか。

「第一、彼女はボクらみたいな設定した側の人間ではない。改変に巻き込まれて、都筑やボクを忘れている可能性だってあるだろう」

「それも、そうだよな……。藤田、聞いといてもらえないか」

「あの、今自分、避けられてるんですけど。……いえ、すいません。ちゃんとやります」

　ゆうきに睨まれて縮こまる藤田。まあ、こればっかりは藤田に頼むしかない。藤田に悪かったから、前羽良さんのメールアドレスも電話番号も登録を断ったしな、俺……。

　そんな話を挟んで、今日の打ち合わせは終了した。




　明けて、次の日の火曜日。

　午前中にあった体育の授業から正樹と翔しよう也やと一緒に教室へと戻っている。なぜか、俺も含めて三人が片付けを命じられてしまったのだ。

「つーか、なんだよ、あの教師は。目が合っただけで、片付けとかマジ意味わかんねぇ」

「真さな田だもそう思うよな。僕も五年ぐらい前からそう思ってたんだ」

「佐さ藤とうもか。いや、当然だな。俺は一〇年前からだけど。つーか、さっさとトイレ行きてぇ」

　正樹と翔也がしょうもない愚ぐ痴ちを言い合っていた。

「ふたりして、高校入学前からそう思ってたって、どんなエスパーだ」

　このふたりは特別仲がいいというわけではなさそうだが、割と気が合っているように見える。翔也は趣味はともかくとして社交的だし、正樹は言わずもがなだ。

「……というか、二学期も終わりが近いってのに、改めて言うことか？」

　そんなものとうにわかりきってるだろう。いや、正樹は知らないのかもしれないけど。

「武たけ紀のり、冷めてるなー」

「愚痴は分かち合うものだぞ、武紀」

　頷うなずき合あう正樹と翔也。なんだコイツら。

「もう少しコミュニケーションを大事にすることを考えた方がいいぜ？」

「ああ、僕もそう思うんだけど、武紀ってばさー……」

「ほう？　話を聞かせてもらおうか」

　しかも、俺をネタに盛り上がり始めやがった。

「お前ら、俺を肴さかなに盛り上がるんじゃない。失敬な」

「お前って、つまみとして不味そうだよな」正樹が不届きなことを言う。

「不愉快な味がしそう」翔也は極めて不愉快なことを言った。

「むしろ俺が不愉快だ！　空気の読めない事なんて自覚してるよ、ちくしょう！」

　そんな風に怒鳴ると、ふたりがさもおかしそうに笑う。

　なんか、俺がふたりのいじられ役になってるぞ。なんだ、これは。まあ、いいけどさ。

　三人で適当に歓談をしていると、咲さきが校舎のロビーにひとりで立ち尽くしているのを発見した。こちらからは背中しか見えないために、どんな表情をしているのかはわからない。だが、その背中からは悩んでいる雰囲気が感じられた。ポニーテールが戸惑うように揺れている。

「神楽かぐら。どうかしたのか？」

　俺が正樹に先んじて声を掛けると、咲はビクリと体を震わせて、慌てたようにこちらを振り返った。手を背中に隠している。どうも見られたくないものを持っているらしい。非常にわかりやすい反応だ。

　正樹も翔也も、咲が後ろ手に隠したものに興味津々な顔だった。

「つ、都筑くん、どうかしたっ？　あっ、正樹くんも佐藤くんもどうしたのっ？」

　咲は非常に混乱しているようで、俺の質問をオウム返し。自然に俺の口から笑いが漏れる。

「いや、それ、俺が訊いてるから。俺らは体育の授業から今帰ってきたとこ」

「わ、わたしもそんな感じっ！」

　その様子を訝いぶかしんだ正樹が問う。

「今、何を隠したんだよ、怪しいなぁ」

　正樹が冗談めかして訊くと、咲は慌てた様子でそのまま俺たちから何かを隠すように、「なんでもないよ、それじゃっ！」

　と言って去ってしまった。

「おい、正樹。お前、嫌われてるんじゃないか？」と、俺。

「いや、武紀、お前が嫌われてるんじゃないか？」と、正樹。

「ふたりとも嫌われてるに決まってるじゃないか」と、翔也。俺と正樹の拳こぶしが翔也の鳩みぞ尾おちと肝臓辺りに当たる。うずくまって、背中を丸める翔也。

「「失敬な」」

　なんだか、不思議なことに俺と正樹の息がぴったり合った。

　冗談はさておき。彼女の様子には心当たりがある。

　ゲームと比較するのは嫌なのだが、どうしても完全に覚えた記憶はゲーム中の反応や台詞せりふを勝手に脳へと浮かび上がらせてしまう。先ほどの咲の反応は、ラブレターをもらった時のシーンに非常によく似ていた。

　現実でラブレターというのも昨今では珍しい話だが、咲の人気を考えればありえない話でもない。結果は……出した奴が振られてしまうのだろうけど。

「あ、ちと俺、トイレ」

　正樹がすぐ傍そばのトイレに入ると、翔也も「僕も行く」と入ってしまった。男ふたりで連れだって行くなんて気持ち悪い。教室で言いふらしておこう。

　ふたりと別れて、ひとりで教室へと戻る途中、妙な女子たちを見つけた。見知った顔ではないから、別クラスの生徒だろう。

　中心にいる女の子が嗚咽して、それを友達とおぼしき女の子たちが慰なぐさめている。目立っていることに気付いていないのか、彼女たちは周りを気にすることなく、大きな声で騒ぎ立てていた。

　素通りしようと思っていたのに、話している内容は勝手に耳に入ってしまう。

「っ……、って……！　なんか……てが、…み…、わたし、て……っ、たし……！　いつ、もっ……、あの、子っ…！　目で、……おって、るし…っ…！」

「元気だしなってー。すぐに飽きるってー」「気にしないほうがいいよー。あんなもん、はしかはしか！」「そうそう。あんたの方が絶対いいって！」

　入ってきた内容は男が手紙を好きな女の子に渡してて、女の子が振られたとか、そういう話のようだった。

　……非常に聞いてはいけない類な会話の気がする。しかし、ここで耳を塞ふさぐのもあからさまに怪しい。

　心持ち足を速めたものの、過ぎ去る直前、さらに彼女たちの話が耳に入った。

「でも、あの子、人気あるからって調子に乗ってない？」「人の好きな人、奪って平気な顔してるもんねー」「ふざけんなって感じ」「六組のあの子も、あいつのこと……」

　……さすがに「まさか」と思った。

　いくらなんでも、これが咲のことだとしたら偶然に過ぎる。だけど、ラブレターを受け取った咲の、思い悩む姿がすぐさま脳のう裏りに浮かんだ。

　そして、ふと考える。

　もし、これが咲のことだったりしたら……？

「あの、さ……」

　居ても立ってもいられなくなった俺は、思わず彼女たちに声を掛けていた。

　当然、彼女たちは一様にこちらへと顔を向けた。蔑さげすむような視線が怖い。

「なに？」「誰、あんた？」「マジなんなの？」

　険のある声が突き刺さった。だが、俺は気にせずに質問する。

「それ、誰のことかな？　調子に乗ってるとか、人の好きな人を奪って平気な顔してるとか……。もしかして、神楽咲のこと？」

　その瞬間、空気が弾はじけた。女生徒たちの文句と罵ば詈り雑ぞう言ごんが俺に飛びかかってくる。

「うっさいわね、関係ないでしょ!?」「少しぐらい、気を利かせなさいよ！」「この子、今傷ついてるんだから！」「おまえ、何組だよ!?」「デリカシーないの!?」

　喧けん々けん囂ごう々ごうとはまさにこのことだ。デリカシーや遠慮という、単語が容赦なく俺を切りつけてくる。

　もっとも、その程度のことは、俺も自覚していた。何しろ、泣いている女の子を慰めている女の子たちに知らない男が声を掛ける時点で、そもそもおかしい。それに、もっと話し方ややりようはあったのだろう。

　だけど、もしこれが咲のことだったりしたら――絶対に見過ごせない！　このことが、万が一咲への苛いじめにでも繋がったりしたら、咲が傷ついてしまうのだから！

　周囲の視線が少しずつ集まり、ざわつき始めるが構わず訴える。

「神楽咲のことじゃなければ、いくらでも俺に文句を言ってくれて構わない。だけど、あいつのことだったら、お願いだから訂正してくれ……。咲は調子になんて乗ってないし、人の好きな人を奪ったなんてつもりもないし、振って平気な顔もしていない。いつだって、振ることに傷ついてるから……！」

「はぁ!?　何言ってんの」「なんであんたにそんなことがわかるの!?」「何様のつもり？」「そうだとしてなんだってんだよ！　非常識すぎんだろ！」「死にたいの!?」

　止やまない文句の雨。言われたい放題だ。泣いていた女の子が恐縮している姿が、どことなく心に残った。

　しかし、これだけ言われても未いまだに中傷の相手を咲と断定できる情報は得られない。否定しないところを見ると図星とも考えられるけど……。

「もう！　行こ！」

　女生徒たちは俺に呆れ、泣いている女の子の手を引いて足早に去ろうとする。

　俺はすぐさま彼女たちを追いかけようとしたが、背後からいきなりがっしりと肩を摑つかまれた。

「おい、なにやってんだよ」

　体を強制的に振り向かされると、目の前には呆れたように眉を顰めた高たか橋はしがいた。

「……見てたのか？」

「お前が最後にめちゃくちゃ言われてるところだけな。なんだか知らねぇけど、さすがにやめとけ。お前にどんな言い分があろうと、ああいう手合いと話し合っても、感情の方が優先されるから、絶対にまとまらねぇよ。というか、何やってんだ、お前。なんか、されたのか？」

「いや、俺のことじゃないけど、陰口を叩かれてたから、訂正して欲しくて……」

「人の陰口なんかにいちいち対応してたら切りがねぇだろ。無視しろよ、面倒だな」

「それが、誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようだとしても？」

「あいつらの悪口に根拠があろうとなかろうと、あいつらの中で、もうその内容はそれで決まってんだよ。他人に指摘されたところで改めるわけがねぇだろ」

「そうかも、しれないけど……」

「お前の言いたいこともわかるけど、ああいうのは理屈じゃなくて感情で動いてるからな。強い感情に正論は利かねぇよ」

　自分の行動が間違っていたとは思わない。単に泣いているのを慰めていただけだったら別にいいが、そこに別の誰かを引き合いにだすことはないだろう。

「で、誰のことを言われたんだ？」

「……明言してたわけじゃないから、言わないでおくよ」

　さすがに真っ正直に打ち明けることはできない。俺の問題だしな。高橋に相談するのも、筋違いだろう。

　しかし、高橋は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま顔を強ばらせる。

「悪口を言われてるのが誰かわからないまま、あんな修羅場に突っ込んでいったのか？」

「そいつのことを言ってるんじゃないかと思ったら、居ても立ってもいられなくてさ」

「……ふーん。ま、いいけどな」

　高橋は何か聞きたそうな雰囲気を醸かもしていたが、それ以上の事情を追及しなかった。

　いつの間にか注目していた周辺の生徒たちも解散している。教室に戻ろうと思ったところ、騒ぎを聞きつけたのか、高橋とつるむクラスメイトたちが、俺たちの方へやってきた。

「愛あい子こー、なにやってんのー？」「あれ、都筑じゃん」「最近、よく一緒だよねー」

「別に何でもねーよ。あと、特別仲いいわけでもねー。妙な噂うわさ、広めてんな」

　高橋はぶっきらぼうに言って、教室へと戻っていった。

　ひとり、その場に取り残される。

　結局、彼女たちが言っていた子が、咲かどうかはわからないままだ。

　ただ。

　もし、咲だとしたら、さっきの彼女たちが抱いている誤解はまったく解けていない。

　高橋の言う通り、彼女たちにとって誤解であるかどうかなんて関係がないかもしれないけど。単に友達が泣いたから、敵として認定してただけかもしれないけど。

　それでも、咲が何もやってないのに、陰口が叩かれることを許したくなかった。

　いきなり彼女たちが咲への苛めを始めるなんて考えたくはないし、そんな場面だって見たくない。

　だけど。

　もし、そうなったとしても、今度は、絶対に守ってみせる。

　今はクラスメイトって関係だけど。それでも。

　彼女を守りたい気持ちに噓偽りはないのだから。




　昼休みに翔也と一緒に学食から校舎へ戻ってくると、ロビーの奥――正樹と差しで話した場所で、正樹の座っている姿が目に入った。対面にいる人は見えないけど、弁当を食べているわけだし、相手の察しはつく。

　……それに、ロビーで理り恵えがウロウロしているとなれば、正樹の相手は咲以外にありえないだろう。

「どうかしたの？」

　思い切って理恵に声を掛けた。翔也が唖あ然ぜんとした表情をしているのが、横目でわかったが、とりあえず気にしない。

「あ……。えっと確か、正ちゃ――真田くんのクラスメイトの……」

　慌てて正樹の呼び方を、学校用の呼び方に言い直す理恵。非常に理恵らしい。

「大丈夫？」

「あ、う……。す、すいません。なんでもないんです……」

　しかし、俺の心配を余所に理恵はそそくさと足早に立ち去ってしまった。

　追いかけようかと思い、足を踏み出したところで、翔也に肩を摑まれる。ぐいっと、強制的に振り向かされた。

　窺うかがうような目で尋ねてくる翔也。

「なあ、秋あき原はらになんでそんな馴れ馴れしく声かけたんだ、お前？」

「……馴れ馴れしく見えた？」

「まるで幼おさな馴な染じみに話しかけるような気安さだったぞ」

　その指摘に、思わず吹きそうになってしまった。口に手を当てて、それを隠す。変なところで、鋭いなこいつ。

「気のせいだろ」

「まあ秋原は別クラスといえど、密かに人気のある女の子だしな。声をかけたくなる気持ちはわかる。しかし、お前、ホントに気安かったぞ。高橋と話してるおかげで、女子に対する免疫でもついたのか？」

「いきなり何の話だ」

　大体、なんでそこで高橋の名前が出てくるんだ。

「一学期の骨折退院明けぐらいから、お前らよく会話してるじゃん。仲良さげに」

　今の俺は、そんなに高橋と仲がいいのか？　今までと大して変わらない気がするけど……。いや、俺がモブになってみんなからの好意を受けなくなった分、高橋との関係が際きわ立だってるのか？

　翔也がさも楽しげに続ける。

「その筋じゃ、高橋が大人しくなったのは都筑が原因だ、なんて言われてるぞ」

「どこの筋だよ。眼科を紹介しておけ。脳外科でもいいぞ」

　高橋が大人しくなったのは、本編投影時の咲に影響を受けたからだ。

　彼女たちが消えた時に、与えていた影響だけは残って高橋は大人しくなったけど、それは断じて俺のおかげなどではない。

「そういや、伊い藤とうともよく話してるよな。なんか、自然すぎて気付かなかったけど、お前、結構女子とヨロシクやってないか？」

「……あいつとは、隣の席ってだけだろ」

　翔也の突っ込みに口籠もりながら、そんな返答を返した。

　ゆうきは、ちょっと特別だ。同志と言った方がしっくりくる。

「でも、一応言っておくけど、秋原だけはやめておけよ。お前には釣り合わないし、彼女には好きな奴もいるしな」

「好きな奴って？」

　素知らぬふうを装って訊いてみた。知りすぎているぐらいに知っているが、それでも確認の意味も含めて訊いておきたい。

「真田だよ。生まれた時から、隣同士の家らしいぜ。正真正銘の幼馴染って奴だ。秋原は好意を隠してるつもりかもしれないけど、ほとんどバレバレ。疎そ遠えんになることもなく高校も一緒だなんて奇跡だよな。……言ってて羨ましすぎて、泣きたくなってきた」

　そう言いつつも興が乗ってきたように、翔也は続けた。

「しかも噂じゃ、二階の窓からお互いの部屋に行き来してるとか、朝起こしてもらってるらしい。どんなギャルゲ主人公だと文句のひとつも言いたくなるよな。しかも、真田の奴、可愛い姉妹までいて、そのふたりと親抜きで一緒に暮らしてるんだぜ？　憎しみで人がどうにかできるなら、僕は真田を六〇〇回ぐらいどうにかしてるな」

「何をどうするのかは聞かないが、六〇〇というその数字はどこから出てきたんだ」

「入学してから今日までの日数」

「……そんな毎日、憎しみを抱いてたんだな、お前」

「仲良くしている素振りをしつつ、僕は真田を呪っているんだ」

　そんなことを冗談めかして言う翔也。その瞳の奥に若干本気の色が見えるのは、気のせいだと思っておこう。それにしても、そんな目線で見られてたのか、俺たちは。

「……お前との付き合い方を考え直した方がいいのか、俺？」

「別にお前に害があるわけじゃないじゃん。正樹じゃあるまいし」

　つい最近までは正樹の立場だったんですけどね。

「まあ、僕から見ても真田は格好いい奴だからな。あのクラス一どころか、学校一可愛い神楽も真田に対しては、まんざらでもなさそうな上に、真田も真田で神楽にはよくしてる。言い方が悪いけど、真田からしてみれば選り取り見取りってやつだよ」

　翔也が呆れたような、諦観したような溜息を吐いた。まるで自分の生まれでも呪っているかのように。

　翔也の言っていることを、否定するつもりもない。事実、ゲーム中では、そんな桃源郷のような光景があったわけだしな。

　ただ、現実ではそうはいかない。すでに捻れは生まれている。

　正樹はすでに咲を優先していた。だとすれば、もう正樹が理恵に振り向くことはないだろう。必然的に、理恵は正樹に避けられることになる。

　そして、理恵は昔のように傷ついていくかもしれない。まさに初めてみんなが出てきた時に、俺が咲ルートを選択するため、理恵を拒んだ時のように……。

「理恵……」

　翔也に聞こえないように、そっと呟つぶやく。

　なんとか、しないと――。

　いや。

　なんとか、するんだ！




　午後イチの音楽授業が終わって視聴覚室からの帰り。授業中から我慢していたトイレに行ってから、視聴覚室がある第一校舎を出るところで夏海を見かけた。

「この子、可愛いー！」「こんな子、うちの学校にいたんだー」「ちっちゃー！」「うちの制服着てるー！」「抱きたい抱きたい！」「小学生みたいだねー！」

　……というよりも、上級生である三年生女子たちに囲まれて困っていた。学校内で夏海を初めて見る人たちは、その小ささに大抵は振り返り注目する。そして遠慮のない人だと、こうして囲んでくることがあるらしい。そう言えばこの前も、夏海は不満そうに言っていたな。あれから、さほど経っていないのに随分と早い。

「あ……、の……。え、と……」

　夏海は困惑した表情を浮かべている。

「あの。本人気にしてるかもしれないんで、あまりそういうことを言うのはやめた方がいいと思うんですが……」

　その集団に思い切って話しかけた。三年生の人たちは、不思議そうな顔をしてこちらへと振り返る。

　ちゃんと助ける約束をしたからな。でも、別にそんな約束なんか必要ない。夏海が困っていれば助けるのは当然だ。

　もしこの場に高橋がいたらまた呆れた顔をするだろう。また正論で突撃しやがって、と。だけど、夏海が困っているのであれば見過ごせない。不器用でも、間違っていてもいい。それに、今回の場合は夏海に向けられる注目をこちらに引きつけられればいいのだから、幾分気が楽だ。

「んー、誰？」「あー、でも、言われてみればそうだよね」「ごめんねー」「でも、可愛いのはホントなんだよー」「あ、次の授業、始まっちゃう！」

　ただ、上級生のお姉様方は物わかりが良かったらしい。ちゃんと通じた。

　上級生の人たちは口々に夏海へと謝って、慌てたように走り去っていった。

　必然的に、俺と夏海のふたりがその場に残される。

「大丈夫？」

　そう問うと、こくりと夏海は頷いた。顔を上げた夏海は俺を見て首を傾げる。

「あ、たしかお兄ちゃんの……」

　そして思い出したように、不安そうな表情を少しだけ解きほぐし――。

「夏海ちゃーん！」「夏海ちゃん！」

　聞き覚えのある呼び声が辺りに響く。

　夏海のクラスメイトであり、親友でもある三み宅やけくんと四し阿あちゃんが慌てたように走ってこちらに来ていた。

　短い髪型でいつもは爽さわやかな三宅くんも、三つ編み眼鏡の穏和な文学少女である四阿ちゃんも、俺に対して敵意とは言わないまでも不審者へ向けるような態度や目付きを隠さない。彼らも俺の事を忘れているようだ。

「夏海ちゃん、あのね……。こっちに……」

　四阿ちゃんはあからさまに俺を避けて、有無を言わさず夏海を連れて行ってしまった。

　そして三宅くんが残り、俺を睨み付けてくる。

「上級生が夏海ちゃんを囲んでるって聞いたんすけど、先輩すか？」

　三宅くんが持ってるのは随分と断片的な情報らしい。彼は間違いなく、何かを誤解していた。夏海が苛められているとでも聞いたのか、冷静さも失っているようだ。

「囲んでたのは三年の女子の人たちだから、安心してくれ。もう行ったしさ。俺ひとりしかいないから囲めないし、俺は何もしてないよ」

　降参のポーズを取った俺の言葉を聞いて、その怒りの表情を少し和らげる三宅くん。納得はしてくれたらしい。

「それも、そうっすね……。勘違いして、すいません。先輩」

　そして彼は俺に頭を下げ、夏海を追って目の前から去っていった。

　俺が夏海の兄だった時は決してあり得ない、見知らぬ人間に対するよそよそしさ。

　彼らが覚えていないのは理解できるし、彼らの夏海を大事に想う気持ちが裏返しなだけなのもわかるけど……。

　それでも自分にそんな気持ちを向けられるのは――甚はなはだしく、辛い。

　だけど、彼らには何の罪もない。心に、言い訳をさらに重ねて我慢した。

　困っていた夏海をフォローできたんだ。それで良しとしようじゃないか。




　連絡事項があったせいで放課後になるのが遅れた。俺はすぐに理恵の許へと向かう。

　今日の理恵は、正樹と咲が一緒にいるのを見て間違いなく落ち込んでいた。

　以前、俺が咲の許へ行くために理恵を蔑ろにした時がある。その時の理恵は、あまりにも脆もろく儚はかなそうで――今にも壊れそうだった。

　俺の勝手な予想だけど。彼女は、強くなったけど。

　それでも今の理恵は、きっと落ち込んでる。

　だったら、余計なお世話でも。たとえ、嫌われても。

　彼女に少しでも元気を出してもらいたかった……。

　理恵のクラスの前まで行くと、ホームルームは終わっており、掃除まで始まっていた。教室内を軽く覗いても、すでに帰ったのか理恵の姿はない。

　すぐに昇降口へと向かったが、彼女は見つからなかった。ただ、下駄箱の中に入っている靴は上履きとなっているから、帰宅したのは確からしい。

　もっと先を歩いているのかと思い、正門へ向かう。

　その途中――。

　たまたま下校する生徒がいない中、理恵ではなく春姉が静々とひとりで歩いているのを発見した。しかも、少し肩を落として……。最近は部活だったけど、この時間に帰るということは病院か？

「こんにちは……」

　追いかけて声を掛けると、春姉はゆっくりと振り返った。最初は誰だろうと不思議そうな顔だったが、すぐに思い出したらしく安心した表情になる。

「あ。まーくんのクラスメイトさんだったよね。都筑さん、でいいのかな？」

「……はい。そうです」

　春姉の都筑さんという呼び方は新鮮ではあったが、あまりにも味気ない。心が痛くなるが、自分の都合でしかないので表情に出さないように我慢する。

「わたしに何か用ですか？　それとも、まーくんに伝言？」

「あ、いえ……。肩を落として、元気がなさそうだったので、つい。……すいません」

　春姉はそれを聞いて、クスクスと上品に笑った。

「優しいんですね」

　からかうように言う。少なからず冗談だと思われてそうだった。

　訂正しようと思い、口を開きかけたところで春姉が手首に巻かれた腕時計を見る。

「あ、ごめんなさい。これから病院だから、早く行かなきゃ……」

　まるで俺との会話を拒否するように、

「それじゃあ、失礼しますね」

　俺の前から急ぐように走り去ってしまった。

　春姉が病院に行く時は、大体先生の車で向かう。遠いということもあったし、先生がいないとわからないこともあったからだ。

　まさかとは思うけど、避けられた？　いや、ありえない。春姉がそんなことするわけがない。

　だけど、あっさりと避けるように行かれたことには、どうしたって気になってしまう。

　そして、俺は今になってあることに思い至った。春姉が病院に行ってるということは、過去が今ある現実に根付いているということだ。

『春姉は肘を壊している』

　これはかなり、重要な情報だ。先ほどの避けるような物腰も含め、聞き出したいことができたので、先を走る春姉を追いかけようとした――が。

　横目に理恵の姿が入った。

　しかも、春姉よりも遙かにわかりやすく落ち込んだ状態で。

　肩を落とし、俯うつむきながら歩いて――悲しそうに溜息。今にも泣き出しそうな雰囲気を纏っていた。

　理恵が歩いている道は、俺たち二年生の教室がある校舎から別方向のものだ。しかし、その先では現在咲や夏海が美化委員の活動をしているはず。

　察するに。

　正樹が咲を手伝いに、そちらへ向かったのだろう。理恵は一緒に仲良く活動するふたりを見てしまったのかもしれない。

　そう考えれば、理恵がここまで落ち込んでいるのもわかる。

　すべて俺の想像でしかないが――経験上、当たっている気はした。

　彼女に少しでも元気を出してもらいたい。その思いが、俺の足を彼女の許へ運ばせる。

「あの、さ……」

「あ、真田くんのクラスメイトの……。都筑くんだっけ……。なんか、よく会うね」

　ぺこりとお辞儀をされた。春姉と同じ、その他人行儀な反応を見るのは心が痛い。

　……油断すると顔に出そうなので、意識して平静を装った。

　理恵は不安そうに、尋ねてくる。

「あたしに、何か用、かな？」

「少し元気なさそうだったから、気になったんだ。廊下で会った時も元気がなかったし」

　誤魔化しながら会話するスキルが俺にはない。だから、愚ぐ直ちよくに切り込んだ。

「え？　あ……。そんなこと、ないと思うけど……」

　彼女は自分の感情を否定する。だけど、言葉に力がない。だから、そんなことはあるのだ。

　彼女の気力のなさは、すでに赤信号が灯っている状態だ。無意識に助けを求めている。

　理恵は普段からもっと朗らかで、みんなに安心を与えてくれる女の子なのだから。

　それは、俺のそうあって欲しいという願望でしかないのかもしれないけど……。

　それでも理恵には前を向いていて欲しかった。

　俺の方を向いてくれなくても、今はいい。今は何よりも元気を出して欲しい……！

　みんなのことは諦めない。けど、今は彼女の正樹への想いを応援するしかない。

　そんな矛む盾じゆんが俺の心を混乱させる。

　だけど――言おう。

「正樹のこと、だよね？」

　俺の放った一言に、理恵の体が強ばるのが傍はたから見てもわかった。

　そして理恵の表情は、すぐに怒りへと変わる。

「い、いきなり何なのっ！　失礼だよっ!!」

　悲痛な叫び声をあげる理恵。自分にとって、聖域に等しい場所に土足で踏み込まれたのだ。理恵が怒るのも当然だろう。

　それでも、正樹への想いは今のままじゃダメなんだ！

　周りを気にせず、俺は理恵へと静かに告げる。

「無礼なのは承知してる。だけど、今のままじゃ、その想いは届かないから――」

　瞬間――。

　頰ほおに衝撃。理恵に、思いっきり。横っ面を叩かれた。

　冬が近づいて、肌が乾燥し始めた頰に本気のビンタは、とてもジンとした痛みを芯に残す。

　体も、そして、心も――正直、痛い。

　……だけど、それがなんだ。

　理恵の心の方が、絶対に痛いに決まってる！　泣き言なんか、心の中でも浮かべるな！

「あ……」

　叩いた理恵が自分の行動に一番驚いて、怯えているのだから！

　理恵は怯えた表情を、再び怒りへと変え、悲痛に叫ぶ。

「だ、黙っててよ！　何も知らないくせに……っ！　あなたなんかに……。あなたなんかに、あたしの気持ちを語って欲しくないっ……！」

　最後に俺を一睨みして、理恵は逃げるように去っていく。

　だから、追いかけようとした。

　しかし。

　二度あることは三度あるのか。俺は強い力で肩を摑まれ強制的に振り向かされた。

　今回、俺の肩を摑んだのは――正樹。

「正樹……！」

　睨み付ける。元はと言えば、こいつが理恵を傷つけている大元の原因だ。

　そう考えると、何も言わずに殴りたくなってくる。

「人の幼馴染を傷つけるんじゃねぇよ」

　その言い方に、一瞬で血が上った。

　少しばかり仲が良くなっても、譲れないことがある……！

　俺は我慢しきれず、右拳を限界まで固く握って無言で顔面を狙った。

　しかし、あっさりと掌で止められる。そして、俺の拳を握り潰すように締め付ける正樹。その握力はまるで万力のようで、俺の拳はすごい形に拉ひしやげていた。

「…………っ！」

　骨が徐々に折られているのかと錯覚してしまうような、凄まじい痛みが拳を襲う。骨の軋む音が脳髄まで響いた気がした。

　悲鳴を上げそうになってしまったが、歯を食いしばって我慢する。

　正樹は俺へ痛みを与え続けたまま、責めるように言った。

「理恵に、何をした？」

　こいつは言うに事欠いて、『何をした』だと……？

　全部、お前のせいじゃないか……！

「傷ついていたから……！　元気づけようと……思った、だけだ……！」

「……理恵とクラスも違うお前が、何でそんなことをする必要がある」

「好きだからに……、決まってるだろうが……！」

　正樹は不満そうな顔になった。

「お前は、咲を好きなんじゃないのか？」

「ああ、好きだ……！　そして、咲と同じように……理恵だって、好きなんだよ……！　理恵がお前を……好きなことぐらい、知ってる……！　だけど、お前に避けられて、傷ついていく……理恵を俺は元気づけたかったんだ……！」

　俺の言葉に正樹は意外そうな顔をして、すぐさま怒りを吐き出した。

「俺だって、好んで避けてるわけでも傷つけてるわけでもねぇッ！」

　正樹がまるで不潔なものを振りほどくように、俺の腕を解放する。俺の心をへし折ろうとしていた痛みが、少しずつ引いていった。

「人間、生きてるだけで人を傷つけることだってあるさ」

　言いたくもなさそうな顔をして、憎々しげに言い放つ正樹。

　だが、言いたくもないことがあるのはこちらも同じだ。

「ふざけるなよ……。だからって、傷つけたまま、見放すってのか!?」

　俺がそう言うと、正樹は至極真面目な顔になって、俺を睨む。

「武紀、俺はな……。ひとりが誰も彼も幸せにすることはできないと思ってる。だからこそひとりだけでも――俺が幸せにしたいと思った女の子だけは幸せにしたい」

「それが、咲だっていうのか」

「ああ、そうだ」

　真しん摯しな声だった。きっと純粋にそう思っているのだ、この男は。

「理恵は嫌いじゃないさ。好きか嫌いかで言えば、間違いなく好きだ。だけどな。それは女の子に対してのものじゃなくて、家族としての愛情に近い。だから、俺が女の子として好きだと言えるのは、咲だけだ」

　だからといって、そんな言い分を認めてたまるものか……！　それじゃ、理恵は傷つくばかりじゃないか……！

「ひとりだけに目を向けて、お前は別の誰を傷つけても構わないのか？　これからも、自分の幸せのために、誰かに付けた傷から目を逸らすのか？」

「……俺にできることは、その傷を少しでも小さくすることだけだ」

　その言葉に、失望してしまう。

　俺はこいつにこんなことを言って欲しくなかった。こいつになりたいと思うぐらいに、こいつはゲーム内で男らしくて、憧れていたのだ。『エターナル　イノセンス』で好きなのは、ヒロインたちだけじゃない。主人公だって、俺は好きだったんだ……！

　正直に言えば、尊敬すらしていた。いや、崇拝と言ってもいい。

　だから、俺はみんなを見捨てるような台詞を言って欲しくなかったのだ！

「お前は、みんなの主人公だろう……！　なのに、なんで……！」

　そして滲み出る思いを我慢できず、現実で言ってはならない言葉が口を衝いて出る。こんなことを言うつもりはなかったが、口に出てしまった。

　案の定、正樹は訝しげな目つきになっている。

「……おかしなことを言うな。ゲームじゃあるまいし。だが仮に俺が主人公だとしても、『みんなの主人公』じゃない。『咲の主人公』には、なりたいと思ってるけどな……」

「ふざけるな！　それは逃げだろうが！」

「じゃあ何か？　お前は俺に理恵も咲も幸せにしろって言うのか？　それこそおかしな話だ。人は全員を背負えないんだよ。そして、この現実はそもそもそんな繋がりを許容しない」

　正樹は、『俺の現実』を否定する。そして、続けた。

「そんな退廃的な繋がりでは、刹せつ那な的てきな幸せは得られても、幸せな結末は得られない」

　……確かにその通りかもしれない。現実は厳しい。ゲームが甘いわけではないが、現実はゲームで省略されてしまうイベントからは逃れられないのだ。

　いかにエピローグが感動的で、みんなが幸せそうであっても、現実はそれで終わりとならない。ずっと、『それから』があるのだから。

　一瞬を切り抜いたシーンが、幸せそうに見えても。

　最終的に、彼らは幸せになれたのか？

　今思えば、『明石あかし葵あおい』のシナリオはまさにその問い掛けを俺にしたのかもしれない。

　すべてを捨てて逃げ出し、新たな生活を築いた、本編のエンディング。

　そのエピローグでのふたりが、俺には満たされているように見えた。

　だけど、その後は？　彼らは、幸福だったと言える人生を送れたのだろうか？

　もちろん、それを語るのは無粋だろう。物語の結末、その後を語ることほど、野暮なことはない。




　では、現実における『幸せな結末』とは、いったい何だ？




　幸せに至ることが、幸せな結末か？

　幸せを抱きながら、寿命を全うすることが幸せな結末か？

　人が幸せだと思ってくれたまま、人の心に残り続けることが幸せな結末か？

　……ゆうきが昨日言った「役目が、終わったと思っているんだ」という台詞が脳裏を過よぎる。それはこの現実で『俺の物語が終わった』とも言い換えることもできるんじゃないのか？　それは『みんなを幸せにする結末に至れない』ということだ……。

「結ばれて、終わりなのはゲーム、あるいは物語だけだ。もし、好きな子全員と結ばれても、幸せになれるなんて思いをお前が抱いているのなら、お前に主人公としての資格なんかない。それは、幻想だからだ」

　失望したように吐き捨てる正樹。

「武紀、俺はな。お前を友人としてはいい奴だと思ってる。だけど、理恵も咲も好きだというお前の考えは認められない。だから、咲にも理恵にも、もう近づくな」

　そして、正樹は静かにその場を去っていった。

　違うと言いたい。そのために、正樹を追いかけることもできた。

　しかし、追いかけても正樹を納得させるだけの言葉を、俺は持っていないのだ……。




　バイトで体を動かしながらも、正樹との会話が引っかかっていた。

「刹那的な幸せは得られても、幸せな結末は得られない」

　そして、『俺の物語が終わった』のではないかという不安。

　いや、別に俺の物語が終わっていようと終わっていなかろうと別にいい。みんなを幸せにできるならば、それでいいのだ……。

　だけどもし、俺の物語がみんなの中で終わっているのなら、みんなを幸せにすることが叶わないのではないか？　そんな恐怖がじわじわと湧いてくる。

「都筑くん、終わっていいよー！」

　その掛け声で、今日のバイトが終わる時間だということに気付いた。もうこんな時間だったのか。

　案の定、あまりボーッとしないようにと注意された。確かに今日は考えることが多くて、注意力散漫だったからな。さっさと意識を切り替えないと……。

　頭を振って、少しでも気を紛らわす。そして、「明日から気をつけます」と詫わびて帰路についた。

　帰ってももう春姉がご飯を用意してくれているわけじゃない。その事実がまた俺の弱い心を苛さいなむ。

　しかし、自炊を再開しないと生活がままならないのは確かだ。

　余計な考えをリセットするように、まったく別のことを考える。冷蔵庫の中身に多少の蓄えはあったはずだけど、徳用で買ってきて余ってた肉はもうなかったよな。

　家に戻る前に、肉を買うためにスーパーへと入った。

　その時、ふと自分の真横を影が過ぎる。

「あら。都筑さんではありませんか」

　影の方へ振り向くとそこには見知った女の子がいた。

「前羽良さん？」

　彼女の名前は、前羽良知世。『メモリーロンド』が現実に投影された時に、事件があってその時に知り合ったメインヒロインの女の子だ。

　動作ひとつひとつがとても上品で、俺の周りにはいないタイプである。住んでる世界が違うような、現実感の薄い可愛さは相変わらずだ。手入れの行き届いた流れるような髪は、より一層彼女の魅力を醸かもし出している。

「こんばんは。こうして、穏やかな夜にお会いできるのも、何かの思し召しでしょうか」

　静々と頭を下げる前羽良さん。

　それを見つつも、俺は挨拶すら忘れて別のことを考えていた。

「前羽良さん、俺がわかるの？」

「え？　ええ。もちろんですよ。忘れるわけがありません。恩人なのですから」

　少しだけ戸惑って、すぐに優雅な笑みを浮かべる前羽良さん。

　彼女が『俺を呼んだ』ことは、ひとつの重要な情報だった。

　藤田からの続報がなかったから、前羽良さんの記憶がどうなっていたのかわからなかったのだけど、記憶が残っているということは、この現実に『メモリーロンド』の時の事件は根付いているのかもしれない。ただ、俺の周りの人たちがそれを覚えていないだけで……。

　つまり、記憶改変は『エターナル　イノセンス』の範囲に留まっている可能性がある。もちろん、それが絶対と言える確信があるわけでもないのだけど……。

「どうかしましたか？」

　考え込む俺に、前羽良さんが心配そうに尋ねてくる。

「ああ、すいません。ちょっとしたトラブルを抱え込んでまして考え事を」

　トラブルといえば、藤田が「最近、知世がよそよそしい」とか言ってたな。しょうがない。せっかくだし、聞いておくか。

「そういえば、前羽良さん――」

「知世ー。材料見つかったー？」

　俺が最後まで言い切る前に、誰かの声が重なる。

　それは懐かしい声。子供時代の思い出を無理矢理引っ張り出してしまうような、俺にとってはそんな声だ。その声の主は俺たちの方を見て、目を瞬しばたたかせる。

「あれ、知世の知り合い？」

　俺が最近一時的に再会した幼馴染、佐さ崎さき恵めぐ奈なだった。

　誰なのだろうかと探るような、そんな視線をしている。よくよく考えたら、前羽良さんって佐崎と交遊があったんだよな。前羽良さんとやり取りしてれば、そりゃ再会してしまう可能性も跳ね上がるというものだ。ちょっと軽率だったか？

「はい。大だい輔すけくんのお知り合いでもありますよ」

　前羽良さんが、そう補足すると佐崎は「へー……」と呟いてから、その眉を顰めた。

「……って、あなたどこかで見たことがある気がするんだけど」

　まずい。一時的に再会した時の記憶を、彼女は失っているはず。彼女はもう俺は覚えていないはずなのだ。

　ただ別れ際、『誕生日、おめでとう！』とか思いっきり叫んだからなぁ……。そりゃ、印象にも残るだろう。

「気のせいじゃないかな……」

　俺は素知らぬふりをして誤魔化そうとするが、そうは彼女の問屋が下ろさない。

「思い出した！　あたしの誕生日に、公園で『おめでとう』って言ってこなかった？」

　完全に思い出しやがりましたよ。

　とはいえ、ここで脱だつ兎との如く逃げるのも不自然な気がするし、どうしよう。

「恵奈さん。この人は、あなたを知っている人ですよ。きっと、恵奈さんも知ってると思いますけど」

　……前羽良さん、そのフォローはちょっとそこからの対応が難しいです。

　当然、佐崎は訳がわからなそうな顔になる。頭上にはてなマークが浮かんでそうだ。

「……むー。あたしの記憶にはないんだけどなぁ。あれ？　でも、誕生日の時、あたしの昔の呼び名を叫んだよね……。なんか喉のどまで出かかってる気がするけど、思い出せないなぁ。ごめん、名前、なんていうの？」

「えー、都筑武紀っていうんだけど」

　佐崎は俺の名前を「都筑、武紀」と考えるように口に出して反はん芻すうすると、ぱんと手を打った。

「もしかして、幼稚園の時に一緒のもみじ組だった？　武ちゃん？」

「よく覚えてたな……」

　純粋に驚いた。まさか、覚えているとは……。

「幼稚園で一番仲のよかったのは、武ちゃんだったしね。うちの親とも仲良かったじゃん。他にも名前だけならふたりぐらい覚えてるよ。ケンちゃんとか、ミホちゃんとか。さすがに顔は覚えてないけど。それにしても、名前聞くまで武ちゃんだって、全然わかんなかった。お互い、成長したねー。そっかそっか」

　今佐崎が出したふたりの名前は、俺も覚えてるな。顔が思い出せないから、今再会してもわからないだろうけど。あっちは小学校が別々になったし。それにしても、記憶力のいい奴だなぁ。

　そして佐崎は唐突に何かに気付いたように、こちらの目を見た。

「もしかして、あの時に『誕生日おめでとう』って言ってくれたのって、あたしのことを覚えてたから？」

「ま、まぁ……」

「だったら言えばいいのに！　水くさいなぁ。というか、よくあたしの誕生日なんか覚えてたね。それにいつ、こっちに戻ってきたの？　確か、転校してたよね。それにしても、まさか知世が武ちゃんと知り合いだったなんて世間って狭いねー」

　矢継ぎ早に質問を浴びせてくる佐崎。早すぎてまともに返答ができない。数年ぶりに再会したという間柄であっても、彼女は俺に対して社交的に振る舞ってくれた。まあ、前羽良さんの知り合いって補正もかかってそうだけど。

「そろそろ紅葉が見頃だけど、あの場所って最近行った？」

「そう言えば行ってないな。それにしても、よく覚えてるな」

「あの場所の光景は幼おさな心ごころに衝撃的だったからね。連れてってくれた親には感謝感謝」

　子供の頃の思い出を話したり……。

「彼女はできたの？」

「……できてないよ」

「あははっ！　ダメだなぁ！」

　お互いの知らない話をしたり……。

　俺は幼稚園のころの友人と再会しても、こんなに仲良くできる自信がない。純粋に佐崎が羨うらやましかった。普通だったら、こんな長年会っていない関係なんて、居心地が悪くなりそうなものだけど……。

　ちなみに前羽良さんは、さっきからニコニコと微笑ほほえんで成り行きを見守っており、話に割って入ってくれそうにない。

　……というか、『メモリーロンド』の設定が復活したんじゃあるまいな。少しだけ、探ってみよう。

「えーと、迷子になったこと、覚えてるか？　親御さんが仕事で誕生日が祝えなくてさ」

「あったねー、そんなことも。結局、あたしは公園で朝を迎える羽目になりましたとさ」

　よかった。その辺りの過去は捻ねじれていないらしい。

「疎遠になったのは、それからだった気がするけど」

「そうだったっけ？　他になんかあったような気もするけど、そこは覚えてないなー」

　さすがにお互い、その辺りの記憶は幼かったせいで曖あい昧まいだ。

　大した事件じゃなければ、幼少期の話などほとんど記憶にないだろう。他に幼稚園の頃の記憶で俺が覚えているのは、せいぜい芋掘りをしたこととか、泊まりがけでどこかに行ったことぐらいだ。

「でも、あの時にあたしを捜し出してくれたら、ポイント高かったかもよ？」

　佐崎は茶化すように言ってくる。そりゃ見つけたら、佐崎が俺に対する想いを大きく変えるのは、前に再会した時、実証されているしなぁ。疎遠になるのが少し遅くなるし、誕生日の約束も一年継続するし、なにより再会するまでずっと俺のことを覚えててくれたわけだし。事実、あの時の彼女は高校生になって成長して変わった俺を見つけ出してくれたしな。なんだか少し、罪悪感を覚えてしまう。

　俗に、ゲーム的な言い方をすれば。あそこで迷子になった佐崎を見つけることを『フラグが立つ』というのだろう。もっとも、まったく行ったのことのない公園で迷子になっていたのだから、俺に捜しようはないんだが。

　でも、フラグが立ってなくても。

　彼女が俺を、名前だけでも覚えていてくれたことは純粋に嬉しかった。

「うわ、もうこんな時間だ。知世。早く帰らないと、時間なくなるよ」

　佐崎がそう言うと、前羽良さんも時計で時間を確かめる。

「あら。もうこんな時間なんですね」

　そういえば、このふたり、こんな時間に何しに来てたんだ？　いや、食材買いに来たのはわかるが。

　俺の表情から疑問を汲み取ったのか、前羽良さんが頰を赤らめて恥ずかしそうに答える。

「実はですね。大輔くんにお料理を作ってあげようと思い立ちまして。ただ、私は料理が不得手で……。それで、恵奈さんに教えてもらってるんです。今は食材が尽きたので、買い出しに……」

　なるほど、それでこんな時間にスーパーにいるのか。

「最初は笑っちゃうぐらいひどかったけど、今ではちゃんと様になってるんだよ」

　佐崎は愛まな弟で子しを褒ほめるように、誇らしげだった。

　確かに前羽良さん、ゲーム中だと料理が劇的に下へ手ただったな。ゲームだと主人公に甚じん大だいな被害を及ぼすだけだったはずだけど、現実ではそれが改善できているらしい。

「笑っちゃうぐらいひどかったなんて、ひどいです。恵奈さん」

「しょうがないじゃない。調味料を目分量で入れるわ、味見をしないわ、いきなり難しいものに挑戦するとか。あんなに初心者の犯す過ちオンパレード見たの初めてだし」

　そう言われていつも穏やかな前羽良さんが、俯いて落ち込んでしまう。いや、まあ、でも。料理は基本が大事だし、味見も絶対しなきゃダメですよ。前羽良さん。心の中で念を送っておこう。さすがに面と向かっては言えないヘタレな俺だった。

　まあ、世の中には塩酸と硝酸を入れて物理的に舌を蕩とろけさせる必殺料理人みたいなキャラクターもいる。それに比べれば……。いや、フォローになってないな……。

「もう。落ち込まないの。藤田に美味しいご飯食べさせてあげるんでしょ。めげないめげない」

　佐崎がそう言うと、前羽良さんも少しずつ持ち直してきた。なんだか、いいコンビだな。このふたり。

　そう思っていると、前羽良さんが何かに気付いたように、こちらに顔を向ける。

「あの。お料理していること、大輔くんには内緒にしておいてくださいね。秘密にしておきたいので……」

　ああ。ようやく得心がいった。

「もしかして最近、藤田と一緒にいないの？」

「はい。私、隠し事が顔に出てしまうので、できる限り顔を合わせないように……」

　やっぱりだ。藤田、よそよそしくされてるのには、ちゃんと理由があったぞ。料理を食べさせてもらって、前羽良さんの料理にせいぜい目を見開けばいい。

「了解。藤田には言わないでおくよ。美味しい料理を作ってあげてくれ」

「はい。ありがとうございます。それと、もし何か私たちで役に立てるようなら、ぜひ相談してください。頑張って都筑さんの力になります」

「ああ、ありがとう」

　そう言って、彼女たちは立ち去ろうとする。

「それじゃあね。機会があったら、また会お、武ちゃん！」

「失礼します」

　そして、彼女たちはレジへと足を向けた。

　思いがけない再会に、少しだけ気持ちに余裕が出た気がする。

　そうだ。

　前羽良さんは、俺を覚えていたし。

　佐崎も俺の名前だけは覚えていてくれた。

　ちゃんと縁はある。絆は残っている。彼女たちに俺の物語は残っている。

　俺の中にだって、彼女たちの物語は残っているんだ。

　俺の物語は終わってなんかいない。

　そんなこと、もう気にしてたまるものか。

　今は少しでも、俺がやるべきことをやるだけだ！




　次の日。理恵や春姉、夏海に少しでも話を訊きに行こうかと思って、クラスを訪ねようかと思ったところ、ゆうきに止められた。

「君はそれでいいかもしれないが、あの三人が変な噂を立てられるかもしれないぞ。あの三人にとって君はすでに他人でしかないのだから、相手の環境も少しは考慮しろ。どんな関係だと問い詰められたりして、迷惑になるぞ」

　もっともだった。

　話をするならせめてひとりの時にする、という形でまとまり、その放課後。

　さっそくその機会があった。

　正門を出たところで再び理恵の姿が目に入る。

「な、あ……」

　その背中に声を掛けた。昨日ビンタされた頰が疼うずいて緊張する。

「あ……」

　理恵はこちらに振り向き、すぐに顔を強ばらせ――。

　そして、逃げるように去っていった。

『お前の考えは認められない。だから、咲にも理恵にも、もう近づくな』

　正樹の言葉が、脳裏を過る。

　そして『俺の物語が終わった』という考えも……。

　すぐに頭を振って、その考えを払い除ける。

　彼女を少しでも元気にできるなら、まだ仲良くなれなくてもいい。

　俺に抱く気持ちが恨みでも、憎しみでも構わない。

　――気持ちを強く持ってくれれば、それでいいんだ！

　全速力で逃げる理恵を追いかける。

　俺が追いかけてきていることを察知した理恵は、その速度をさらに速める。俺も負けじと気合いを入れた。彼女が悲鳴をあげないことがありがたい。

　俺は少しずつ理恵との距離を詰めていく。手を思い切り伸ばせば届く距離まで。

　そして、十字路が見えてきたところで。

　耳に入ってきた音に、俺は何か嫌な予感を感じ取る。

　まるでデジャ・ビュのように、ある光景が俺の頭の中に浮かんで五感を刺激した。

　いや、これはデジャ・ビュなんかじゃない！　前にもあったことだ！

　理恵が曲がろうとした刹那――。

　俺の視界がバイクを捉えた――。

　体を硬直させる理恵――。

　轢ひかれる――！

「理恵ッ!!」

　体が勝手に動いた。理恵の肩を摑み、こちらへと体ごと思いっきり引き寄せる。猛スピードで走っていたバイクは、理恵の元いた場所を過ぎ去り、上に乗せた男の罵声と共に遠ざかった。間一髪だ。あのバイク野郎。なんてスピードで走ってるのか。

　理恵と初めて学校から帰った時にもこんなことがあったことを思い出した。あの時は、バイクじゃなくて、自転車だったけど……。

「はっ、放してっ……！」

　腕の中の理恵が暴れたので、俺はすぐに腕を放して彼女を解放した。

　理恵は飛び退くように俺から離れ、複雑な表情を向ける。そして、睨み付けながら喚わめくように叫んだ。

「何なのっ、本当に！　あたしをからかってるの？　なんだか知らないけど、ほっといてよっ！　もう……もう……、今ので轢かれて死んじゃってもよかったのに……！」

　悲痛な声。この場から逃れたい。いや、それ以上に現実に絶望している。そんな声だ。

「死んじゃってもいいとか、もう絶対に言うな！」

　思わず、喚き返すように、俺も叫んだ。俺はもう叫ばずにはいられなかった。理恵はビクリと体を震わせる。その表情からは驚きと怯おびえが混ざった感情が見て取れた。

「下を向かないでくれ！　お前はそんな女の子じゃないだろう!?」

　……本当に。他の言い方があるだろうに。不器用で愚直な言い方しかできない。

　不用意に俺は理恵の心を傷つけている。

　単に、俺は彼女に自分の理想を押しつけているだけだ。

　本当に勝手だ。酷い人間だ。最悪の人間だ。

　……それでも思い出してもらいたい。

　理恵は、そんな下を向く女の子じゃないことを！

「正樹に冷たい態度を取られたぐらいで、諦めるわけじゃないだろう？　前を向いてくれ……！　お前は強いんだよ！　そんなことぐらいでへこたれる女の子じゃない！」

　理恵の心に少しでも届くように、懇こん願がんするように訴えた。

　理恵は俺の言葉をじっと聞いてくれている。

「なんで……」

　そして、彼女はか細い声を漏らした。

「なんで、そんなにあたしなんかに構うの？　ちょっと、俯いてただけなのに……」












「お前の今の気持ちがわかるからだよ！　どれだけ、正樹のことを想っているかも！　どれだけ今お前が傷ついているか、知ってるんだ！　気持ち悪いと思われるかもしれないけど、放っておけない！」

　それは、別の見方をすればただの自惚れだ。元々は、俺に向けられていた好意なのだから。

　それでも俺は、その想いを過剰なほど受けてきたのだ。

　だから。

　俺はもう、彼女の想いから目を背けないし、その想いを踏ふみ躙にじったりもしない。

「放っておけない理由は――」

　想いを、思いの丈を気兼ねなくぶつける。

「俺がお前を幸せにしたいからだ！」

　それ以外に理由などない。

　一足飛びでとんでもないことを叫んでしまったが、器用なコミュニケーションが俺に望めるべくもない。そんなことは自覚している。

　それでも。

　少しでも、この想いが理恵に伝わってくれればいいんだ。

「………………」

　俺の言葉を聞いた理恵は、黙って俺の目を見ていた。そして、少しだけ頰を赤らめる。

「あ、あたし、を……？　それって、その……告白……？」

「ああ」

　本当のことなのだから、照れることはない――いや、照れるけど。

「その。あたし、あなたの言う通り、正ちゃんのことが好きなんだよ？」

「それでもだよ。好きな女の子に好きな男がいたぐらいで、諦められない。俺はお前がそれぐらい好きだ。……理屈じゃないんだ」

　そして、問う。

「お前だって正樹を諦められないから、そんなに落ち込んでるんだろう？」

　その言葉に理恵は小さく頷いて、涙ながらにぽつぽつと語り始めた。

　正樹への幼い時からの――想い。そして、諦められないという意志を。

「高校に入って。二年生になって……。初めてあたしは、本当の恋をしてなかったことに気付いたの……。一緒にいられなくなりそうになって、離れたくないって気持ちが溢れてから……。もう、気持ちが止められなかった……」

　俺は、静かに耳を傾ける。

　最後まで聞いて、理恵からの想いを改めて自覚した。自分は以前、こんなにも想われていたのか、と。

「だけど、神楽さんを選ぶなら、しょうがないと思ってた……。でも……。それでも、答えは欲しいんだ。そうじゃないと、吹っ切れないから……」

　理恵は、きっと自分自身が諦めるための答えを求めている。

　だが、正樹は答えを言おうとはしない。

　それはきっと、『エターナル　イノセンス』のゲーム性から来る問題だ。主人公が咲を見ていれば、ゲーム中では他のキャラクターのシナリオが補完されなかった。正樹は咲しか見ていないから、理恵をここまで傷つけていることがきっと想像できていないだろう。

　俺が言うな、という気もするが……、正樹も罪作りな男だよな。

「想いに気付いてくれないのかって、問い詰めてやるといいよ。きっと正樹は目を回すはずだから」

　あの時、問い詰められた俺は実際に目を回したしな。

　我ながら酷い提案ではあったが、理恵は少しだけ笑ってくれた。

「ふふ、おかしな人」

　そう笑いながら言う理恵に、もう俯くような弱さはない。

　……いや、まだ吹っ切れてはいないと思う。でも、弱さを見せないぐらいの気力は出てきたんじゃないかな……。そう信じたい。

「うん。あたし、もっと頑張ってみる」

　そう言った理恵の目には、いつもの輝きが戻っていた。

　しかし、すぐに申し訳なさそうな顔になる。

「だから、その、あなたの想いには……」

「……うん、わかってる。今は応援するよ」

　今は仕方ない。彼女の心には、正樹しかいないのだから。

　それで、彼女が最終的に幸せを得られるなら、今回はそれでいい。

「そういえば、自己紹介もロクにしてなかったな。色々とスッ飛ばしちゃってごめん」

　理恵に向き直る。

「二年二組、都筑武紀。呼び方は……今はどうでもいいや」

「うん、都筑くん」

　学校モードの時と同じ言い方だが、理恵から名前を呼ばれるのはやはり嬉しい。今だったら武ちゃんと呼ばれたら、泣くかもしれないしな。

「二年五組、秋原理恵です。呼び方は……、あたしもどうでもいいや。あはは」

「じゃあ、ごめん。理恵って呼ばせてもらえないか？」

「……そこって、『秋原さん』とか、名字じゃないの？　こう、遠慮するとかして」

　理恵は少し呆れた目を向けてくる。だけど、俺が名前を呼ぶのにはちゃんとした理由があった。

　理恵を、また名前で呼びたいというのもあるけれど。

　もう二度と俺自身が『秋原さん』なんて、他人行儀な呼び方をしたくないのだ。あんな呼び方は、一度だけでいい。理恵が本気で嫌というわけではないのなら、呼ばせてもらいたかった。

「女の子の名前は、名前で呼ばないと呪われるって家訓があるんだ」

　だから、精一杯のくだらない冗談で茶化す。

　理恵は「面白くないなぁ」と言いつつ、少しだけ、笑顔を見せてくれた。

「うん、なんか悩んでるのが馬鹿馬鹿しくなってきちゃった。ありがとう、都筑くん。バイクから助けてくれたことも含めて……いっぱい、ありがとう……」

　そう言って笑顔になった理恵は、今までで一番可愛くて惚れ直してしまいそうだった。

　そんな表情で見られると、こっちも照れくさくてしょうがない。

「ど、どう致しまして。そ、それじゃ、俺、そろそろ行くから……」

　理恵からの純真な眼差しに恥ずかしさを感じて、思わずそんなことを口走ってしまった。

　いや、そろそろアルバイトがあるのも確かなんだけど。

「あれ……。もしかして、何か予定あったの？」

「バイトがあるんだ。全力で走れば、遅刻しないで済むからさ」

　理恵が、途端に申し訳なさそうな顔になる。

「ごめんなさい……。あたしのせいで……」

「理恵を追いかけなかったら、後悔してただろうから、気にしないで。俺はやるべきことをやっただけだ。やり方はアレだったけど……」

　そんな俺の言葉に理恵は訝しげな顔を見せる。

　どうしたんだろうと思いつつも、このままつっ立っていたら、遅刻が確定してしまうので、俺は「気をつけて帰れよ」と言って去ろうとした。

　その瞬間――。

　理恵の顔が、蒼そう白はくになる。同時に、理恵は自分の口を手で押さえ始めた。

「理恵ッ！　大丈夫か!?」

　即座に、駆け寄って背中を支える。

　ところが重症とすら思えたそれは、すぐに治まったらしい。

「ご、ごめんね。もう大丈夫……」

　先ほどの症状が噓のように、問題がないことをアピールする理恵。実際、先ほどまで青かった顔色は、元に戻っている。

　今のは、何だ……？




　理恵が突然の体調不良に陥ってから、俺は彼女と一緒に歩いていた。もちろん家まで送るためだ。

「大丈夫なのに……」

「万が一、またあんな状態になったらどうするんだ」

　理恵はそれでも俺に迷惑をかけたくないということで断ろうとしていたが、俺がバイト先に少しだけ遅刻することを伝えたら諦めたようにあっさりと静かになった。

「なんだか不思議」

　おもむろに理恵が呟く。

「よくわからないけど、都筑くんと一緒にいると安心するんだ。変かな？」

「変なんじゃない？　三〇分前まで嫌ってた相手に安らぐなんてさ」

　冗談めかして言うと、理恵は途端に反論してきた。

「それにしたって言い方があると思うな。自己紹介もしないうちから、いきなりあたしの大事なところに遠慮なく入り込んできて……」

　ちょっとだけ責めるように横目で睨んでくる。罪悪感と一緒に、その視線がちくちくと心に刺さった。

「……ごめんなさい」

「あははっ、もういいよ」

　許してくれてほっとした。正直、あの言い方は本当に遠慮も何もなかったからな。女心なんか、まるでわかってない。

「最初はもう本当に『何なの！』って腹が立ったけど、言われてみれば、あたし、目を背けてただけだったし。うん、なんだか気持ちで負けてた。それに気付けたから……」

　もう、いつもの理恵だった。

　その顔は、前を向いていて。

　その双眸は夕日に照らされて、綺麗に輝いている。

　ゲーム中での、主人公に少し依存しがちに生きる理恵ではなく。

　現実で強く生きてきた彼女だった。




　理恵を家に送り届けてからどうにか遅刻を最小限に済ませたものの、遅れを取り戻すべく頑張ったら、久々に体を動かすのがキツイぐらい疲れてしまった。自業自得なので誰かに愚痴るようなことじゃないが。

「あー、疲れたー……」

　でも、独り言でつい愚痴る。

　そんな疲労した体を引きずって、今日も今日とてスーパーへ向かった。困ったことに、昨日の時点で、今度は塩が尽きそうになったのでその補充だ。ついでに、少なくなった他の調味料も補充する。

　スーパーで他にも必要になりそうなものを買い揃えて、帰路についた。

　その途中、俺と同じようにスーパーの袋を手に提げたふたりの背中が目に入る。そんな見慣れたふたり――春姉と夏海は肩を落としていて、元気がないように見えた。

「春姉……、夏海……」

　思わず小さく呟く。耳に入れるつもりはなかった、自然に出てしまったささやかな呟きだ。

　しかし、その声は風に乗ったのか、前にいたふたりを反射的に振り返らせてしまう。そして、俺を見てその表情を明らかに落胆したものに変えた。その反応はきつかったが、今はこれが当たり前なのだと、再度心に鍵を掛けた。

　そして春姉はすぐに持ち直して、微笑みを向けてくれる。

「あら、都筑さん？　こんばんは……。もしかして、今わたしたちを呼びましたか？」

　噓をついてしまおうという考えが脳裏に浮かんだ。

　だけど。

　こういう状況でも、春姉と夏海に噓はつきたくない。

　やっぱり、ふたりには誠実でありたかった。

「呼び、ました。つい、口から出てしまったので……」

　俺の答えにふたりは、同時に首を傾げる。

「すい、ません……。その……。赤の他人が、馴れ馴れしい呼び方しちゃって」

「いえ、気にしないでください。ほら、先生とかをお母さんと呼ぶような勘違いをしちゃう時があるでしょうし……」

　春姉は自分なりの論理で納得したようで、俺のことを許してくれた。

「気にしてないよー」

　夏海もしょうがないなぁ、と得意そうな顔で許してくれる。

　少しだけ、ほっとした。それに一度でも、彼女たちをいつものように呼べたことが嬉しかったという気持ちも少なからずあったりする。なんだか、複雑だった。

「でも、わたしたちの名前とか呼び方とか、よく知ってたね。前に都筑さんと会った時、まーくん、わたしたちを紹介しなかったのに」

　そう言えば、俺はみんなに紹介されたけど、みんなを紹介されてないな。まあ、正樹のことだから忘れてたとか、そんな理由だろう。

　少し引っかかりを感じつつも、ここで立ちっぱなしというわけにもいかないので歩き出す。俺は少し厚かましくふたりに並んだ。

　こんな絶好の機会を逃したら、ふたりに話しかけるきっかけがなくなってしまう。

　せっかくふたりに出会えたので、少し無遠慮に尋ねてみた。

「真田さんたちは、なんでこんな時間に出歩いてたんですか？」

「病院に行ってたんだけど、手続きとか治療が長引いちゃってこんな時間になっちゃったの。夏海ちゃんは付き添いに来てくれたんだ。ねー」

「うん。そーだよー」

　微笑ましいやり取りだ。

　だけど、病院って……。

「……病院って、肘、ですか？」

「あ、うん。よく知ってるね」

「……一時期、噂になってましたから。テニス部のエースが肘を壊したって……」

　それよりも俺は春姉の表情が気がかりだった。微笑みを浮かべているが、その表情には辛そうな感情がまざまざと表れている。

「ところで、何が原因だったんですか……？」

「ちょっとね。試合でそうなっちゃったの……」

　詳しい話を聞き出すと、春姉が肘を壊した経緯は、完全に俺の記憶と合致していた。

「病院まで先生は送り迎えしてくれないんですか？」

　いつもは春姉を先生が送り迎えするはず。なのに、なぜ、春姉はこんな時間にこの場所を歩いているんだ？

「先生は実家の方で何かあったらしくて今、学校を休んでるの。それで、別の方に面倒を見てもらってるんだけど、その人はうちの学校の人じゃないんだ。だから、今は病院に直接行ってるの」

　なるほど。そういう事情があったのか。

「そう言えば、この前はごめんなさい。バスの時間に遅れそうだったからって、避けるようにしちゃって……。待ち合わせ時間が、そのバスじゃないと間に合わないから……」

「いえ、気にしてないですよ」

　本当は気にしていたけど事情がわかったこともあって、俺の心の靄もやはあっという間に消えた。ただ単にタイミングが悪かっただけとわかって、正直、すごくほっとする。

　それから少し歓談した。

　何げない会話だ。それはいつもよりもぎこちなかったけど、心安らぐ雑談だった。

　そんな会話の中、

「ところで、以前空港にいませんでした？」

　と空港のことをさり気なく訊きだしたが、こちらはなぜか首を傾げられた。ふたりにこっちの記憶はないらしい。ということは偽父の出来事が、この現実に根付いていないということだ。

　――どういうことだ？　肘の方はちゃんと根付いているのに……。

　少し考えてみたが、原因はわからなかった。

　気にはなったが、今この話題だけに固執するのももったいない。それに、なんでもいいからもっと話がしたいしな。

　ふたりから見た正樹のことについても聞いてみたい。

「そういえば最近、正樹って家では何してますか？」

　しかし、それを聞いた途端、ふたりは元気をなくしてしまった。春姉は珍しいことに、小さく溜息までついてるのだから、これは普段からすれば異常としか言いようがない。

「最近のお兄ちゃん、いつも咲ちゃんのところに行って、帰りが遅いの。大体、食べてきちゃうし」

　夏海が辛そうに話してくれた。春姉がそれを窘たしなめる。

「夏海ちゃん。そういうことを人に言ったら――」

「でも、寂しいもん……」

　寂しげな表情を浮かべるふたり。

「あの、あいつ。最近、そんなにふたりを蔑ろにしてるんですか？」

「な、蔑ろとまではいかないけど……。でも、最近、一緒に晩ご飯食べてくれないのは、本当かな」

　あの野郎、理恵だけじゃなくて、春姉と夏海までほったらかしてるのか！

　そして、春姉は心の内を一度さらけ出してしまって我慢できなくなったかのように、さらに吐露した。

「弟離れできてないのかなぁ……。すごく、寂しいんだ。姉として、これじゃいけないなって、ちゃんとわかってるんだけど……」

「夏海も、まだお兄ちゃんと離れたくない……」

　言葉に出して寂しさを意識してしまったのか、さらに落ち込んでしまうふたり。

　昔のように、兄として弟として、励ましてあげたかった。

「あの、ふたりとも、元気を出してよ」

　春姉と夏海が揃って、顔を上げる。俺に励ますことができるかどうかわからないけど、少しでも気を紛らわすことができればそれでいい。

「正樹も単に間が悪いだけだと思うから……。俺から言っておきますよ」

「え、あの……。それは、悪いかな……。そもそも、あの、すいません。わたし、まーくんのクラスメイトの人にこんなことぼやいたりして……」

「いえ、クラスメイトだからよかったんですよ。ふたりが直接言うのも、気まずいでしょ？　俺としては、ふたりからお話が聞けてよかったと思ってます」

　俺がそう言うと、

「センパイ、ありがとーございます！」

　夏海からちょっとだけ元気で舌っ足らずなお礼が耳に届いた。

　それにしてもセンパイという響きが、ちょっと前に夏海とデートした時みたいな響きで、少しだけドキッとする。

「どういたしまして、なつみん」

　調子に乗ってそんな風に馴れ馴れしく呼んでみた。ちょっと調子に乗りすぎたかな、と思ったが夏海は無邪気な笑顔を返してくれる。

　なんだか、久しぶりに心が癒された気がした。

　離れてからそんなに時間が経ったわけでもないのに、懐かしさすら覚える。俺は涙腺が緩み気味だ。

「それと、センパイ。この前、昨日はありがとうございました！」

「夏海ちゃん、昨日どうかしたの？」

「あのね。昨日、知らないお姉ちゃんたちにからかわれてたところを、助けてくれたの」

　夏海は昨日のことを、春姉にジェスチャーを交えながら説明する。その様が、また非常に愛らしい。

「どう致しまして。なつみん、困ってそうだったからね」

「あのあと拓たく海みくんと小こ由ゆ奈なちゃんにセンパイが助けてくれたんだよって言ったら、今度、謝らなきゃって言ってました」

「そっか。気にしないでって言っておいてね」

「はーい」

　元気よく返事をくれる夏海。以前と変わらず、素直でいい子だ。

「夏海ちゃんを助けてくれて、ありがとうございます。都筑さん」

「いえ、真田のお姉さんも、気にしないでください」

　俺が『真田のお姉さん』と呼ぶと、春姉は少し困った顔になった。

「あの、真田のお姉さん、だと言いづらくないかな？　まーくんも、あなたのことを下の名前で呼んでるみたいだし。まーくんのお友達なら、遠慮なく春海って呼んでね？」

「えっと……。じゃあ、春海さん。よろしくお願いします」

　そう呼ぶと、春姉はにっこりと笑顔を浮かべた。

　以前のデートの時と同じように呼び捨てではないが、これはこれで新鮮だ。

「じゃあ、俺も武紀でいいですよ」

「え、でも……それは……」

「こっちが名前で呼んでるんですから、是非、名前で呼んでください。呼んでくれないと、逆にこっちが春海さんって呼ぶ時に恐縮してしまいますんで……」

　春姉が断りづらい言い方をする。ちょっと狡いと思ったが、それでもあの時と同じように、俺は呼ばれたい。

「ふふっ。じゃあ、武紀さん。これからも、よろしくね」

　その呼び方はデートをした時のようで、すごく嬉しかった。

「じゃあ、お言葉に甘えますので、まーくんのこと、よろしくお願いします。武紀さん」

「はい、任されました」

　こうしてやり取りをしていると、なんだか、ふたりとは順調に仲良くなれた気になってくるな。なんにせよ、拗こじれずに済んでよかった。

　それに、ふたりと久しぶりに話せたことで、気持ちが晴れやかだ。やっぱり、俺はふたりと一緒に過ごしたいのだと実感してしまう。

　そんな当たり前の気持ちを、俺は改めて自覚した。




　別れ際。俺たちはすでに真田家の前にいた。バイトからの帰り道なので、少し遠回りをするだけで、ここには来られる。すでに一度、理恵を送った時に来ているので、外観は拝見しているが、何度見ても立派な一軒家だった。

　中に入ってみたい衝動に駆られるが、

「……お兄ちゃん、まだ帰ってきてないね」

　未だに家の中の電気がひとつもついていなかった。正樹がいないと、さすがに家に上がる理由がない。

「それじゃ、これで俺は失礼します」

「あ、あの、ありがとうございました」

　春姉が、慌てて俺にお礼を言ってくる。

「送ったことだったら別にいいですよ。バイトからの帰り道ですから。女の子ふたりで夜道ってのも危ないですし」

「ううん。そうじゃなくてね。なんだか、悩みを聞いてもらってすっきりできたから、そのお礼だよ」

　春姉は丁寧にお辞儀をしてくれる。俺は慌ててしまった。そこまで言われるほどのことはしていない。

「いや、それこそ気にしなくてもいいですって。単なるお節介だし」

「でも……」

「俺こそ、会話してくれてありがとう。明らかに不審者だったのに」

　そんな俺の言葉を聞いた春姉は、クスッと可愛く笑って、

「前に会ったことがあるんだもの。不審者なんかじゃないわ」

　そんなことを言ってくれた。

「それじゃ、本当にありがとうね。武紀さん」

「ありがと、センパイ！」

　そう言って、家の中に入るふたりに。

　俺は何気なく。本当に何気なく、小さく声をかける。聞こえないように――。

「ふたりの幸せのために、何かできるなら、どんなことだって俺の幸せだよ……」

　ふたりに聞こえたのかどうかはわからない。いや、聞こえるような声量じゃない。

　だけど、その瞬間――。

　ふたりの顔から血色が失せ、見る見るうちに真っ青になっていく。

　倒れ込みそうになるふたりを、すんでのところでどうにか支えた。

「大丈夫!?」

　だけど、それも一瞬。すぐに彼女たちの顔は、健康的な肌色を取り戻す。

「救急車を……！」

　しかし、治ったといっても油断はできないため、思わず携帯を開いて、１１９をプッシュしようとした。

　春姉は「さすがに大袈裟だよ」と、俺を窘めるように笑う。

　結局、そのままふたりは大丈夫だと言って、家の中に入ってしまった。

　一応、異常があったらすぐに救急車を呼ぶように忠告はしたけど……。

　……やることもなくなったので、俺は家への帰路につく。

　そして、思い返した。ふたりが突然、吐き気を訴えるように体調を崩したことを。

　まるで理恵と同じように……。

　いや、これは。俺自身にも、覚えがある症状だ。

『メモリーロンド』で俺の記憶が一部封じられていた時のこと。封じられた記憶を思い出そうとした時、俺は唐突に吐き気を催した。

　同じものかどうかは、確信が持てないけど。

　もしかしたら、彼女たちには何かしら記憶の封印がされているのかもしれない。

　だとすれば。

　もしかして、あの症状が起こったのは昔のことを思い出そうとしている……？

　いや、まさか、ね……。




　期せずして理恵、春姉、夏海と少しだけ絆が繋がって夜が明ける。

　俺は学校へかなり早く到着したつもりだったが、それ以上に早く正樹と咲は教室へ来ていたらしい。教室の扉が開いているせいか、廊下までふたりの声が微かに届いてくる。昨日のテレビがどうとか、ラジオが面白かったとか、そんな他愛のない話だ。

　正樹が喋る度に、咲が呆れたような目を向けたり、笑顔になったり――そんな咲の姿を見る度に、心が苦しくなる。未だに慣れない。

　こんなことは珍しくない光景のはずなのに。

　正樹が出現する以前から、賑にぎやかな咲は話しかけられればいつだって、誰にだってそんな顔を向けていた。

　だけど、今正樹に向けている咲の表情は、あいつにしか見せないもののような気がして……。

　……またネガティブになっていることに気付き、かぶりを振って、邪念を振り払った。

「おはよう」

　そう言って教室へ入る。

「あ、都筑くん、おっはよー！」「おー、武紀。はよーっす」

　俺が挨拶すると、ふたりから軽快な挨拶が返ってきた。正樹は理恵のことで俺を責めたことや、『近づくな』と言ったことなど忘れたかように気さくだ。

　机に鞄を置いた俺は、真っ先に正樹の許へと向かう。

「正樹。言いたいことがあるから、ちょっと俺に付き合ってくれないか？」

　正樹は俺の目を探るように見てから、頷いた。

　俺は以前もしたように、咲へ頭を下げる。

「また、悪いな。神楽……」

「う、ううん。気にしないでいいってば。わたしたちは、その……」

　咲の表情はどこか寂しそうだ。そんな顔にさせていることに罪悪感を覚える。とはいえ、今から喋る内容を咲に聞かせるわけにもいかない。

　俺と正樹は教室を出て、いつもの踊り場へ移動した。

「それにしても、お前も朝から険しい顔してるな。それで、なんの話だ？」

　正樹に話を促されると、俺は遠慮することなく、単刀直入に切り込んだ。

「お前は理恵をどれだけ傷つけているのか、自覚はあるか？」

「……その話か。まあ、そうなるよな」

　正樹の目が鋭くなる。

「傷つけているのは理恵だけじゃない。春海さんや夏海もだ」

「どうして春姉と夏海まで、出てくるんだ」

「お前と一緒の時間が少なくなって寂しがっていたからだよ。元気を出してもらえたかどうかはわからないが、原因は聞き出せた」

「……お前がふたりを気に掛ける理由も気になるが、その前にひとつだけ言っておく。姉と妹は、いつか家族から離れるもんだ。違うか？」

　確かに普通だったらそうかもしれない。

　だけど、お前とあのふたりは家族という関係だけに、収まらないはずだろうが……！

「お前はっ……！　あのふたりの想いからも目を逸らすつもりかっ！」

「さてな……」

「せめて、答えを言ってやれよ……！　いつまで期待させる気だ！　お前が答えを言わないから、いつまでも期待するんだろうが！」

「……問われてもいないのに俺から答えを言うなんて、それこそ傲慢だ」

　彼女たちに問う勇気がもうなくなっているから、言えないのに……！

「このっ……、鈍感がっ！」

「よく言われる」

　そして、正樹は不機嫌な顔で言う。

「武紀。お前は俺に理恵との関係だけでなく、春姉や夏海とも恋愛関係を築けというわけか？　馬鹿を言うな。誰でも、現実で家族と恋愛関係なんか考えられないと言うだろうさ。なんなら、この学校の奴、全員に訊いて回るか？」

　その嫌みったらしい口調に、はらわたが煮えくり返る。

　だが、正樹は真面目な顔つきになって、言った。

「法的に恋愛が許される家族関係だとしても、それを世間が許すと思うのか？　世間に白い目で見られたままで幸せになれるなんて、俺は到底思えない」

　言い方に気を遣っていることが窺える。恋愛が許される家族関係。それはおそらく義理という関係のことを指しているのだろう。それは学校でも秘密のはずだからだ。

「だから、何度でも言ってやる。俺にできることは、広がろうとしている傷を少しでも小さくすることだけだ」

「それが、回復できない傷でも、同じことが言えるのか!?」

「……ああ、そうだ。なあ、武紀。ひとりしか幸せにできない人間が、不幸にしてしまった他の人たちへの償いというのは、何が正解だと思う？」

「償い……？」

　正樹が俺の胸に、拳を突き出す。

「他の奴の考えは知らない。だけど、俺はな。誰かを不幸にしてしまった分、自分たちが幸福になるのが、その人たちへの償いになると思ってる。だから、俺は咲に認められたのなら、必ず咲を幸せにすると心の中で誓ったんだ」

　俺の心に直接、その言葉を埋め込むかのように宣言する正樹。

　正樹が本気で言っているのはわかる。しかし、俺はその答えに納得がいかない。少しずつ、怒りが滲んでくる。それは、俺の対極にある考えなのだ。絶対に認められるものではない。

　誰かの不幸を許容して幸福を築くなど、俺には考えられなかった。たとえ、俺の誓いが夢見がちな高校生の安易な甘っちょろい理想だと非難されても、だ。

「そんなの、お前の勝手な言い分だ……！」

　俺は怒りをぶつけたが、正樹は眉ひとつ動かさない。

「お前の『全員幸せにしろ』なんていうのも、勝手以外の何物でもない。そもそも、自分がやるわけでもないのに、俺にそれを押しつけるな」

　完全に俺たちの求めるものは平行線だった。

　ならば。

「お前が放棄するというのなら、俺がそのすべてを背負う！」

　最初は、彼女たちが幸せであればいいと思った。でも、それは間違いだった！

「お前が傷つけるのを止められないというのなら、俺が止めてみせる！」

　彼女たちの主人公へ向ける想いは、そんな簡単に諦められるものじゃない……！

　だからこそ、彼女たちは、日に日に傷ついている！　一刻も早く、なんとかしなきゃならないほどに！

「お前が支えられないというなら、俺が支えてみせる！　お前が彼女たちの幸せを放棄するというのなら、俺が彼女たちみんなを幸せにしてみせる！」

　正樹のように、自然に傷が癒されるのを待つなんて、悠長なことを言ってられないんだ！

「……やっぱり、平行線だな。お前の抱く幻想を、俺は認められない」

　正樹は、深い溜息を吐く。呆れたように、その場から去ろうとした。

　引き留めようかとも思ったが、正樹を引き留めたところで、正樹を説き伏せるような言葉が、今の俺にはない。

　俺の誓いが、現実的でないのは確かだろう。

　だけど。

　幻じゃない。決して、幻にはしない。必ず、形にしてみせる。

　教室に戻っていく正樹に向かって、俺は叫んだ。

「俺の誓いは、幻想なんかじゃ、決してない！」

　正樹は俺を一瞥し、俺にギリギリ聞こえるように小さく呟いて、そのまま立ち去った。




　バイトも終わり、家に帰った俺は少し夜更かしをしてベッドに寝転がりながら、考えていた。

　プレイヤーと主人公は、違うということを――。

　考えてみれば、それは当然のことだ。

　どれだけ主人公が平凡を謳うたおうと。どれだけ似ていようと。学力も運動神経も、性格も好みも環境も、どこかに必ずプレイヤーとは隔たり、食い違いがある。

　もちろん、心情的に主人公になりきることは可能だろう。感情移入することもあるかもしれない。選択肢だってあるのだから、プレイヤーの意志が介入できる余地だってある。

　でも。

　一歩引いて見たその光景は、プレイヤーが主人公の日常を眺めているだけに過ぎない。

　どれだけ主人公がヒロインに惚れ込んでも、ヒロインが主人公に惚れ込んでも、結局のところプレイヤーは第三者。オーディエンスなのだ。

　ヒロインたちが向ける笑顔は、プレイヤーへのものではなく主人公のものであって、選択肢によって選ばれる未来すら主人公が歩んだ別の可能性の姿となる。

　そして。

『エターナル　イノセンス』の主人公である正樹。

　今現実にいる正樹のことはまだわからない。目的も、正体も、何もかもが不明だ。

　だけど、ひとつだけわかることもある。

　咲に惚れていること。咲を一番に構うこと。俺の勝手な想像でしかないけど、あの正樹の在り方はまさしく『咲ルートの真田正樹』が投影されているからなのだと思う。

　咲にとっては、まさしく主人公なのだろう。

　しかし、今の真田正樹を支持することはできない。この現実で正樹を主人公とするのは、咲だけではないのだから……。みんなも、正樹を主人公としているのだ。

　改めて心に刻み込む。みんなの主人公は、すでに俺ではない。

　今の俺はみんなから見たらただの脇役だ。正樹のクラスメイトなんてモブでしかない。ゲーム中に出てきたら、台詞もなく背景に立っている程度の存在だろう。

　……でも、それが、なんだ？

　脇役だろうと、モブだろうと。

　それがみんなを幸せにしない理由にはならない。幸せにできない理由にもならない。脇役にだって脇役なりの役割がある。

　少なくとも現実ではすべてが自由だ。選択肢だって無限にある。

　だからこそ、俺はみんなを幸せにすると誓った。

　ふと正樹が去り際に呟いた言葉を反芻する。

「『そうじゃないなら、証明しろ』か……」

　言われるまでもない。

　俺の誓いは、幻想なんかじゃ、決してない。

　証明してみせる。

　そのために、俺は生きているのだから――。
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　翌朝、正門前で登校中の理り恵え、春はる姉ねえ、夏なつ海みの三人とタイミングよく出会った。

「おはよう」

「あ、おはよう」「おはようございます、武たけ紀のりさん」「おっはよー、センパイ！」

　少しだけ親しく口々に挨拶を返してくれる。

　昔に比べれば、他人行儀な挨拶だけど、それでも目尻が自然に下がってしまう。たぶん、俺は今かなり締まりのない顔をしているはずだ。

　だけど、本来いるべき人間がそこにはいなかったことで、すぐに浮かれた表情が引き締まる。

「正まさ樹きと、咲さきは？」

「最近は朝早く咲ちゃんとふたりで一緒に行ってるみたい……」

　春姉が少しだけ切なそうに話してくれる。理恵と夏海も、寂しそうだ。

　そういえばあのふたり、最近、来るのが早い。

　ゲーム中は中盤から登校シーンがカットされることが多かったけど……。それが正樹に性格として反映されてるとでもいうのだろうか。

　ゲームのシナリオに沿うように、あいつは咲以外のみんなを放置し始めてる。

　だけど、あいつにはそういうつもりもない上に、それが最善だと考えているからな。

「あいつの代わりにはならないけど。すぐそこまで一緒に行こうか」

　俺がそう言うと、三人ともすこし遠慮気味に、頷うなずいてくれた。

　今はまだこれでもいい。

　少しずつ……。

　少しずつ、仲良くなっていければ、それでいいんだ。




　学食へ行って昼食を食べた後、春姉や夏海の様子を密かに見に行ってたら戻りが遅くなってしまった。チャイムが鳴る前にさっさと教室に戻らなくては。

　その途中、向こうから誰かが来るなと思ったら、咲だった。その顔は青ざめていて、まるで病人のように見える。

　思わず呼び止めてしまった。

「おい。顔が真っ青だぞ。大丈夫か？」

　呼び止められた咲は、足を止め俺の方へと顔を向ける。

「あ、都つ筑づきくん。えっと、なんでも、ないよ……」

「明らかに体調不良に見えるんだが……。保健室行くんだったら、付き添うぞ」

「ううん。これから行くのは、その、購買部だよ……」

　また、随分と予想外の場所が出てきた。

「新しいノートをちょちょいと買いにねっ。それじゃっ！」

　そう言って咲は立ち去ってしまった。

　確かに保健室はこっちとは逆方向だし、購買部も咲の進行方向にある。

　そもそも保健室に行くんだったら、間違いなく正樹が付き添うだろう。

　さて。そうなると、彼女が青ざめていた理由はなんだ？

『再生不良性貧血』。咲が抱えていた難病――。

　確かに症状は、近いように見えた。

　だけど、それだと春姉の肘が壊れていることがおかしくないか？　春姉の肘が壊れているのであれば、俺が本編を投影した時のイベントは何かしらの形で残っているのだ。

　ならば当然、咲の病気は骨髄移植が成功し、治っているはず。再発もないとも聞いた。

　ただ彼女が一度倒れた時のことを思い浮かべると身震いしてしまう。今見た表情は、あの時ぐらい病的だった。

　現状がそもそも普通では推し量れない状況になっているのだから、心配しすぎて悪いということもないだろう。

　病気の再発があってもおかしくない。そのぐらいの心構えでいた方がいい。今度からさり気なく聞き出してみよう。

「おーい、んなところにつっ立ってるなよ。通行人の邪魔だっての」

　突然、声をかけられる。振り返ると、高たか橋はしがいつもと同じメンツを引き連れて立っていた。

「ああ、悪い……」

　俺が退くと、みんなが俺の前を横切って教室へと向かう。

「ボサッとしてんなよ。あぶねーぞ」

　それにしても、高橋は変わったよな。昔だったら、「どけ、馬鹿」程度だったのに。言動もぶっきらぼうではあるが比較的穏やかだ。

　……というか、俺もこの場所に用があるわけじゃないんだし、教室に戻ろう。

　特に意図したわけではなかったが、高橋たちの後ろをついていくと、彼女たちの会話も自然に耳に入ってきた。

「それにしても、さっきのあいつの顔、見物だったねぇ」「まったくね～。あいつ、マジでチョーシこきすぎだっての！」「いい気味だったわー。胸がすかっとした！」

　何やら俺の前で剣けん呑のんな話をし始める高橋の連れたち。

　それに対して高橋は、彼女たちの言動を諫いさめる。

「あたしの知らない間に、アホらしいことしてんなよ。あんなもん、ほっときゃいいじゃねーか。頼むから、面倒ごとは起こすな」

　彼女たちは咲のことを言っているのかと直感的に思った。

　本来であれば、それだけで疑うのはいくらなんでも短絡的すぎるのだが、彼女たちは本編投影時に咲を苛いじめたという前科がある。

　ただ、その時の首謀者だった高橋が他のメンツを咎とがめているところを見ると、なんだかその矛ほこ先さきは違うような気もする。確証はないし、嫌な予感も収まらないけど……。

「ええー。愛あい子こ、ノリわるー」「あいつ、うざくない？」「へこませておいた方がいいってー！」「周りの評判だって悪いじゃん？」

「うっせーな。いきなり彼氏と別れることになるわけでもねーんだから、実害なんかねーだろ。放置放置」

「そんなの愛子だって一緒じゃん！　彼氏いないし」

「面倒だから、いらねー」

「好きな人とか、いねーの？」

「い、いねーよ、バカじゃねぇの!?」

　そんな話をしながら、教室へと入り始める面々。

「高橋」

　俺は高橋が教室に入る前に呼び止めた。不思議そうな目でこちらを見てくる。

「……ん？」

「あのさ……。今言ってた相手って、誰のこと？」

「……盗み聞きはよくねーぞ。誰だっていーじゃねーか。お前にゃ関係ない相手だよ」

　しかし、高橋は口を割らない。もう少し探ろうと思ったが、その途中でチャイムが鳴ってしまった。しかも、その次の六時間目を高橋たちはサボってどこかへ行ってしまい、結局聞けずじまいだ。

　咲のことじゃない、よな……。高橋……。




「あー、だりぃー……。六時間目に体育とか、マジでしんどいわ」

　隣を歩く翔しよう也やに、深い溜息と共に愚ぐ痴ちを漏らされる。むしろ、理由を考えれば、俺の方が愚痴りたいんですけどね。翔也さん。

「というか、僕らがなんで片付けしなきゃならないのかを問いたい」

「授業が、終わる直前に不用意に先生と目を合わせたりするからだ」

「いや、あれは避けようがなかったぞ？」

　体育の授業が終わり、教室に帰るかというところで、体育教師に呼び止められ、

「よし、佐さ藤とう。お前目が合ったな。じゃあ、今日はお前が片付けろ！」

　と、相成ってしまった。俺は単なるとばっちりに等しい。片付けぐらいいくらでも手伝うが、この愚痴モードのウザい翔也は早く何とかしたかった。

　ホームルームが終われば放課後になって自由の身だ。気も楽になるだろう。

　俺たちは、少し弛緩した空気で教室の中へと入る。




「誰だよ！　咲の机にこんなことをした奴は！」




　しかし、弛だれきった俺たちを迎えたのは、これ以上ないほどの鋭い怒声だった。

　一瞬にして、電気のような刺激が体中に走り、身が引き締まる。

　教室の中で怒りを露あらわにしていたのは、正樹だ。咲の机に手を置いている。そこにはあらん限りの落書きが太いマジックで書かれていた。遠目にしか見えないが、書かれている内容は間違いなく罵ば詈り雑ぞう言ごんの類だ。

　記憶が甦る。これは、あの時とよく似た状況。

　咲が現実に出てきて、高橋たちに苛められていた時と同じ。

　ただ、あの時と明らかに違うのは、発覚と同時に正樹が解決に乗り出していることだ。正樹の性格を考えれば当然なのだが、自分との差を見せつけられているようで、改めて当時の情けなさが心の中で浮き彫りにされる。

　さらに、中心に立つ人間がいれば、周囲の意識も変わるものなのだろう。彼らの傍観者効果はすでに消え失せている。クラスメイトたちは、お互いに情報をやり取りして、犯人を捜そうとしていた。

「私たちが帰ってきた時には、もう落書きされてたよ……」

「ねえ、高橋さんたちって、さっき体育の授業、サボってなかった？」

　ざわついて混乱していた教室内は、俄にわかに高橋たちを責める空気へと変貌を遂げる。視線が高橋たちへと集まった。クラスのみんなが正樹に味方し、高橋たちを敵視する。

「高橋。ホントか？」

　正樹が睨み、探りを入れるように問い詰めた。

　高橋は同じように正樹を射返しながら、口を開く。

「授業は確かにサボったな。でも、それで？　あたしらがやったっていう証拠はどこにあるんだよ」

　暗く冷たい目つきで、心底面倒くさそうに答える高橋。












　しかし、挑発するようなその言い方は周囲の反感を買ったらしい。見る見るうちに高橋たちへの敵意は膨ふくれあがる。

「なんなの、その態度……」「お前らじゃなかったら、誰がやるんだよ」「いつもそんなことばっかりじゃねぇか、お前たち！」「腐ってるな……！」

　高橋たちを怖がることなく、非難を浴びせるみんな。高橋には他のクラスにも親しい友人がいることなど、全て忘れて糾きゆう弾だんし始めた。

「はぁ？　いつもって何？」「被害モーソーじゃねぇの!?」「サボってただけで犯人扱いとか、アタマおかしいだろ？」「付き合ってらんない！」

　高橋がみんなの非難を黙って受け止めているのに対し、後ろの連れたちは反論してクラスで燃え上がった火に油を注ぎ始める。

　暴力沙汰を引き起こしかねない流れになり始めていた。双方、共にヒートアップしている。

「おい、待て！　みんな、落ち着けって！」

　正樹も想像以上の中傷合戦を宥なだめるものの、みんなの非難は止まらなかった。思いがけず原因となってしまった咲も、やめてと悲痛に叫ぶもののその声は届かない。

　今まで溜まっていたクラス中の不満が吐き出されているようだ。

「あなたの言うことなんか、信用できるわけないじゃない！」「いっつも、クラスの和を乱して！」「威圧的に振る舞い過ぎよ！　なんなの!?」「リーダー気取って、馬鹿みたい！」「いい加減、認めなさいよ！」

　特に高橋に対する中傷は酷いものだった。

　これはある意味では、高橋たちが今までやってきたことのツケが回ってきた結果かもしれないのだけど……。それでも、ここまで言われるほどのことだろうか……？

　ふと、高橋を見る。

『それ』を察したのは、間違いなく偶然だ。偶たま々たまだ。

　だけど、まるで写真の一瞬を切り取ったかの如く、俺の脳のう裏りに『それ』は焼き付いた。

　ほんの少しだったけど。指摘したら、きっと全力で否定するだろうけど。

　今にも泣きそうな――。

　高橋がそんな表情を浮かべるのを、俺は見てしまった。




「待ってくれ！」




　俺は湧いた衝動に任せて、思わず叫んでいた。

　非難の嵐を突き抜けるように、大声で。

　これは勇気とか、意志とか、そういうものじゃない。

『……じゃあ、今度あたしが困ってる時に助けろ。それでいい』

　理由を言うとすれば、たぶんこれが原因だろう。

　偽父騒動の記憶がないのであれば、彼女は覚えていないかもしれないけど。

　約束した。助ける、と。

　……いや、理由なんか野や暮ぼだよな。これは約束の履行なんかじゃない。

　俺が信じたいだけだ。彼女はやっていない、と！

「高橋がやったと決めつけるのは、どうなんだ？　彼女の言う通り、証拠なんてない」

　だが、俺の物言いにみんなはそれが当然の如く反論してくる。

「じゃあ、誰がやったって言うんだよ！」「何、都筑。あたしたちが咲の机に落書きしたって言うの!?」「高橋と仲良いからって、かばうのはおかしいだろ！」

「犯人を現時点で決めつけるのは早いって言ってるんだ。先入観だけで疑って、何かが起こる度に高橋に罪をなすりつけるのか？」

　たぶん、これは正論だと俺は思う。

　しかし。

　そもそも、正論なんて感情的になってる相手は呑のめないに決まってる。前に高橋が言った通りに。

　俺はこの場を収める力量が、圧倒的に不足していた。

　静かだった教室に再び火が灯り、非難が俺に回る。

「なんだ、お前も結局高橋の味方かよ！」「高橋と話しすぎて、おかしくなった？」「調子に乗ってねぇか!?」「そこまで言うなら、高橋がやってない証拠を見せろよ！」

　それは非常に辛い罵倒だった。

　それでも、矛先を高橋から少しでも俺へ向けられたのなら上出来だ。それでいい。

「高橋がやったに決まってる！　普段の言動を考えてみればわかるだろ？」

　しかし、興奮していきり立ったひとりの男子生徒は、まったく矛先を変えようとしなかった。元々クラスでは大人しい男だったが、それが隙すきになって高橋の連れによくからかわれていたからな。俺自身もよくからかわれていたから、彼の気持ちも少しだけわかるのだ。俺も、高橋と仲良くなることがなければ、きっと同じだったのだから。

　それでも、俺は止める。これは高橋に対しての理不尽なのだから！

　だが、俺が「やめろ」と諫めても、彼の怒りは収まらない。正樹が言ってもその怒りを収めない。完全に癇かん癪しやくを起こして、喚わめくように高橋を非難している。

「やったって、認めろよ！」

「…………………」

　高橋は何も答えず、彼を無感情な目で見つめる。

　それを馬鹿にしたと見たのか、癇癪を起こしていた彼は太いカッターナイフを取り出した。

　高橋へと――投げつけるべく、腕を振り上げる。

　その動作を見たと同時に、俺の体は反射的に動いた。

　彼がカッターナイフを投げるのが見える。この時は、なぜかスローモーションに見えた。まるで体感時間がゆっくりになったかのようにすべてがよく見える。一挙一動も見逃さない、アスリートのような凄まじい集中力が俺の中に満ちていた。




　正樹が投げるのを止めに入るが、僅かな差でその手は届かない――。




　彼の手からカッターナイフが放たれて――。




　俺は机や椅子を無理矢理に押しのけ――。




　飛んでくるカッターナイフと高橋の間に、自分の体を割り込ませ――。




　カッターナイフが、俺の頭に当たる――。




　そしてコトッという安っぽい音を立てて、カッターナイフは床に落ちた。その音と同時に、遅かった時間感覚が元に戻った。

　カッターナイフを投げた彼を睨み付ける。

「やめてくれ。お前が怒る理由はわかるよ。からかわれたことが、許せないのもわかる。でもな。だからって、周りの空気に便乗した非難をして、お前は満足なのか。第一、カッターまで取り出すなんて、いくらなんでもやり過ぎだろう……」

　クラスの中に、静寂が訪れる。

　緊張で頭から流れてきた汗を手で拭ぬぐう。

　真っ赤だった。

　うわ、汗だと思ったら血だし。

　ぼたぼた、落ちてくる。やばい、止まらねぇ。

「やぁ…………、きゃああああああああああああああああああああっっっっ！」

　咲がそれを見て悲鳴を上げると、教室内は非難合戦の時以上の大混乱に陥った。




「お前も慣れないことするね」

　翔也が治療しながら、俺の先ほどの行動に茶々を入れてくる。

　俺は頭の怪我を手当てするために、翔也に連れられて、教室の喧けん噪そうから離れた保健室に来ていた。血は結構出たけど、実際に思っていたほど傷は深くなかった。

　ちなみに保健の先生がいないため、翔也とふたりだけだ。

「……黙ってられなかったんだよ」

　高橋の連れはどうか知らないけど、少なくとも、高橋だけはやってない。

　きっと、今の高橋だったら、彼女たちが苛めをやろうとしたら止めるはずだから。

「何。やっぱり、武紀って高橋とただならぬ関係？　……って、動くなって」

「馬鹿、痛いんだよ。包帯ぐらいもっと優しく巻いてくれ。ちなみに、高橋とは別になんでもない」と思う。

　とりあえず、処置は消毒して包帯を巻くだけで済んだ。

「ほい、終了っ」

　そう言って、俺の頭を叩く。思わず、叩かれた箇所を押さえた。

「翔也さん？　俺の頭、カッター刺さってから、すげー痛いんですけど」

　俺のそんな非難に構わず、翔也はおもむろに口を開く。

「しかし、変わったな。お前」

「何が!?　お前が言うとなんか気持ち悪い。それ以上口を開くな」

「いーや。鮮度のいいネタだから喋るね！　お前って趣味の合わない人間とは、あんまりコミュニケーションをしない人間だと思ったけど。成長したんだなぁ。うんうん」

「何その上から目線！　他のクラスに友達多いからってえっらそうに！」

「はははは！　お前は友達が少ないしな！」

　なんだか、おかしく笑ってしまった。

　こいつはどういう世界になっても、いつも同じだ。いつも、俺の友達でいてくれる。

「翔也。ありがとうな、いつも」

「お前が言うとなんか気持ち悪い。それ以上口を開くな」

　俺が言った言葉を、一言一句違わず言い返された。

　せっかく褒めてるのに、まったくもって台無しな奴だった。




　俺たちが保健室に行っている間に、ホームルームはとっくに終わっていたらしい。

　あの後、どうなったのかは知らないが、とりあえず今日は終わったのか、教室には誰もいなかった。一度、担任に挨拶をしてから、俺らは昇降口へと足を向ける。

　翔也の家は学校を挟んで正反対だからな。遊びに行く時はともかく、一緒に帰ることは実はあまりない。校舎を出たところで別れることになる。

「それじゃあな！　怪我したところ、ちゃんと病院行っといた方がいいかもしれないぞ」

「へいへい」

　翔也と別れて正門に向かう。

　そこには意外な人物が気まずそうに立っていた。

「よお……」

　高橋が複雑そうな顔で話しかけてくる。いつも強気な彼女が、今だけは妙にか弱く映った。

「大丈夫、か？」

「大丈夫だよ。えーと……、もしかして、心配で待っててくれたのか？」

「ばっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ……」

　いつもの溜め。しかし、彼女はいつものように最後まで言おうとしない。

「……さすがに、あたしをかばって怪我したからな。気になるっての」

　そう言って、俺の頭に巻かれた包帯を食い入るように見る高橋。

「……おい。その頭の処置、誰がやったんだ？」

「翔也にやってもらった。保健室に先生がいなかったからな」

「佐藤の奴、不器用だな。てんで、なっちゃいないじゃねぇかよ」

　高橋はいきなり俺の手を摑つかんだ。

　学校の中へと連れ戻そうとするが、少し考えた後、彼女は再び学校を出ようとする。振り回されてるわけですが、何をしたいんだ？

「おーい、どこに行くんだよ」

　俺を引っ張ったまま、高橋は足を止めずに答える。

「あたしの家。保健室に誰もいなかったんだろ？　だったら、あたしの家の方で手当てし直した方がいい。ここから近いし、どこに何を置いてあるかもわかるしな」

「えっ……」

　高橋の家へ行く、だと……？

　俺が驚きの声をあげると、高橋はビクリと震えて固まった。

　彼女は肩越しに振り返って、少しだけ心配そうに俺を見る。

「イヤ、か……？」

「滅相もない」

　こうして、思わぬ形で高橋の家に行くことになった。




　高橋の家は、裕福そうな一軒家だった。

　話によると母親が父親を脅して、でかいローンを組んで建てたらしい。高橋の兄さんは二世代ローンじゃないかと疑ってビクビクしているとか。二世代ローンが、子供の承認なしに契約できたかどうかはさておき、家を建てた両親は転勤して、今この家にいないのだという。

　……なんだか話を聞く限り、高橋の兄さんも親父さんも大変だな。家庭内ヒエラルキーがとても低そうだ。ちなみに兄さんの名前は、秀ひで之ゆきというらしい。

「そこ座ってろ」

　高橋は俺をリビングのテーブルに座らせて、頭を消毒したり、軟なん膏こうを塗ったりしている。手当てする腕は、決して止めない。

　そして、同時に兄の秀之さんに対して延々と愚痴っていた。

「……だからな？　秀之は基本的に生活能力がないんだよ。そっこら中に洗濯物は放り出すわ、自分で食うものといったらコンビニ弁当かカップ麺で健康に悪わりぃし。変なオタクグッズ買ってあたしに代引きさせるし、勝手にあたしの買ってきたお茶を飲むし。つまり、あいつのせいで、色々とあたしは苦労してるわけなんだよ。あたしがいないと何にもできやしない。紫し乃のさんがいれば、きっと尻に敷かれてたに違いないと思うんだ」

　……本当に秀之さんに同情してしまいそうだ。話を聞く限りでは、そんな可哀想な人ではなく、単に間が悪いだけのような気がする。心の中で、頑張ってくれとエールを送っておいた。是非、届いて欲しい。

　それでもなんだかんだ愚痴を言いつつ兄さんの世話を焼いている辺り、前々から思ってたけど、おせっかいなんだよな、高橋って。

　……言ったら殴られそうだから、口には出さないけど。

「よし。ま、こんなもんかな」

　包帯を巻き終わって、高橋は手鏡を俺の前に出す。翔也の処置よりかは、格段に綺麗にできていた。

「ありがとうな、高橋」

「別にいいって。……元々は、あたしのせいだしな」

「お前のせいじゃないだろ」

　例の落書き騒ぎ。

　高橋の話によると、犯人は別クラスの人間だったらしい。俺たちの他のクラスにまで聞こえるような大騒ぎに発展して良心が咎めたのか、自首。それで判明したのだという。

　そして、落書きは一回だけではなかった。話をよく聞くと、その前にもされていたのだ。青い顔をして、ノートを買いに行っていた咲を思い出す。気づけなかった自分が情けなかった。

　引き金になったのは、咲が男に告白されたことで、好きな男が告白して断られた腹いせ。それだけの理由らしい。

　事件発覚後、その女子たちも咲に謝り、クラスメイトたちもお互いに詫わびて、騒ぎは収まるところに収まったとのことだ。まあ、さすがに終始気まずかったみたいだけど。

　例の泣いてた女の子を慰めていた集団が脳裏にちらついたが、誰がやったかなんて、解決したのだからもういいだろう。

　ちなみに高橋の連れが言っていた『ムカツクやつ』というのは、例の数学教師のことだった。あの人、男女交際にめちゃくちゃ厳しいらしいしな。そのことで、あの女子たちが軽く嫌がらせみたいな仕返しをしたらしい。先生、頑張ってるのに憎まれ役だ。

「……………」

「……………」

　それから特に話題もなかったため、ふたりして沈黙してしまう。

　手当ても終わったし、もう帰った方がいいかと思った時、

「ありがとう、な」

　不意にポツリと高橋が消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「いや、カッターなんか投げつけられたら、かばうのは当然だろ」

「ちげーよ。いや、違くないけど。そっちだけじゃなくて……」

　言いにくいことなのか、頰を桃色に火照らせる高橋。いや、単純に僅わずかに差し込んでくる夕日がそう見せているだけかもしれない。

「あたしが犯人扱いされた時に、かばってくれたこと、だよ……。えっとだな、その、すごく……………………………………………………………………………うれし、かった」

　高橋が大事に、一語一語紡つむぐ言葉は心に深く染み渡った。目線は横に逸れていたが、彼女の純粋な想いが伝わってきた。

「いや、それも、当たり前、だろ……。言われすぎだったよ、あれは……」

　きっと高橋は照れているのだろう。でも、俺の方も面と向かって言われると、非常に照れ臭くて上手く喋れなかった。

　高橋が言い終えると、ふたりしてまた黙ってしまい、リビングに沈黙が訪れる。

　だが突然、高橋が少しだけ顔を近づけてきて、

「なあ、一年の時にやった情報授業でのこと覚――」

「ただいま」

　玄関の開く音と共に、少し舌足らずな挨拶が居間に届いた。

　たったったという軽い足音を立ててやってきたのは、赤いランドセルを背負った小学生の女の子。身長は高橋の肩に届くか届かないかといったところで、見たところ四年生ぐらいだろうか。表情に乏しそうな顔だが、それは感情がないというよりも、感情の表し方をよく知らないと言った方が正しいかもしれない。肩ぐらいまで伸びたセミロングの髪の毛が、雅みやびやかに淡く光っていた。

「暎えい那なかっ。は、早かったな！」

　慌てたように高橋が俺の前から飛び退いて、その少女に向き直る。

　名前は暎那というのか。そう言えば、妹がいるとか言ってたっけ。

「……早い？」

　首を傾げて、不思議そうな顔をする暎那ちゃん。そして、携帯電話を取りだして時間を確認した。

「いつも通り……」

「……………………」

　ぐうの音も出ない高橋を尻目に、暎那ちゃんの双そう眸ぼうはこちらへと向く。

　暎那ちゃんに、じっと見つめられた。笑顔を返したら首を傾げられる。その無垢な仕草がちょっと可愛い。夏海とは違うタイプの子だった。いや、夏海は高校生なんだけど。

「都筑武紀って言います。お姉さんのクラスメイトなんだ。よろしくね」

「高橋暎那、です……」

　暎那ちゃんは、ぺこりと御辞儀をひとつ。礼儀も正しかった。

「お姉ちゃん？」

　そして、彼女は姉の方へと向き直る。姉である高橋はなぜか、動揺しているように見えた。

「暎那。なんでもないからな？　なんでも」

　高橋が何を言っているのか、俺にはわからない。暎那ちゃんも「何を言ってるんだろう」というぽかんとした表情だ。気持ちが共有できて、少し安心した。

　そんな中、唐突に廊下の方から電話の音が鳴り響く。

「あんだよ、もう！」

　苛いらついたようにぼやいて、高橋はリビングを出て行ってしまった。

　俺と暎那ちゃんだけが居間に取り残される。

「なんか苛ついてたね」

　そう言って、暎那ちゃんに視線を移そうとして――彼女はいつの間にか俺の目の前にいた。椅子に座っている俺の目の前に、彼女の顔がある。

　よく見ると彼女の瞳は、輝きを失ったようにぼんやりとしていた。

「…―――……―――」

「暎那、ちゃん……？」

　そして、突然――。

　彼女の口は人間の声とは思えない、不可思議な音を出す。

「『エターナル　イノセンス』レイヤーの人物クラス『都筑武紀』を視界に確認。トリガーオン。スケジュールタスク、バッチ起動」

　何が起こっているのか、さっぱりわからなかった。

　声を出すことすら忘れて、俺はその声に聞き入る。

　そして彼女の俯きがちだった顔が上向いた。

「戸籍名義『都筑武紀』。よろしいですか？」

　なんだ？

　自己紹介はさっきした。

　彼女はもうすでに、別の人格となっている。なぜかは知らないが、そんな確信が俺の中にあった。

「私はフェアリーテールシステムの〝オクトー〟。あなたに重要なことを伝えます。これはあらかじめ決められた条件によって起動するプログラムで、質疑応答は残念ながらできません。心して聞いていてください」

　フェアリーテールシステム。

　そんな単語を、俺は初めて聞いた。

　……いや、確か。

　思い出せ。

　俺のパソコンに残っているファイルの中に――。

　fairytale.exe　fairytale.log

　そんな名前のファイルができたはずだ。

　俺の体が強ばった。彼女の言葉に耳を傾ける。

「あなたが今置かれている環境は設定を追記された特例なもの。綻ほころびが存在します。今のあなたに言うまでもないかもしれませんが、彼女たちとまた新たな絆きずなを紡げば、その綻びが直るでしょう。綻びをすべて直していけば、自ずと世界は元に戻ります。少しずつでいいんです。世界を元に近づけるように尽力してください」

　意識が彼女の声に集中した。

「彼女たちの記憶は深い場所に沈んでいますが、意識は必死に手を伸ばしています。助けを求めています。あなたが手を差し伸べれば、引き上げることができるはずです」

　一言一句、記憶に留める。

「まだ理解できないことが多数あると思います。ですが、今は耐えてください。いずれ必ず、あなたには真実を明かします。それまでは――」

　暎那ちゃんの口が閉じ、アナウンスが終わる。

「コマンドオフ。コントロールアクセス権限、送信。要解析」

　スイッチを切られたようにふらりと体が倒れそうになる暎那ちゃん。俺はその小さい体を慌てて支えた。

「あ……う……」

　すぐに意識を取り戻した彼女は、俺から離れてまっすぐに立つ。その瞳は、最初に見た時と同じ輝きを取り戻していた。

「君は……？」

　暎那ちゃんの瞳をまじまじと見つめてしまう。しかし、暎那ちゃんは首を傾げるだけで、今何が起こったのかすら理解していないみたいだ。

　正直、聞きたいことが、たくさんあった。

　フェアリーテールシステムのこと。この状況のこと。

　でも。

　たぶん彼女は答えてくれない――いや、答えられないだろう。

　彼女が纏まとう雰囲気からそう察した。なにしろ、先ほどまでの彼女とはまるで別人なのだから……。

「あーもう！　ケータイに出ねえからって、遅くなるのを伝えるのに家に電話するなっての、秀之の奴！　うぜぇ！」

　電話が終わった高橋がリビングへと戻ってくる。戻って来るなり、怒り心頭だった。

　どうも家への帰りが極端に遅くなる場合、秀之さんには連絡を義務づけているらしい。

　暎那ちゃんが、高橋にぽつりと呟く。

「でも、お姉ちゃんは電話をしなかった時、もっと怒った」

「暎那！　余計なこと言わない！」

　見ているだけで微笑ほほえましい姉妹だった。

　春姉と夏海とはまるっきり違うけど、見ているだけで彼女たちの幸せは伝わってくる。

　そんな中、先ほどの暎那ちゃんの言葉をふと思い返した。

『彼女たちとまた新たな絆を紡げば、その綻びが直る』

『綻びをすべて直していけば、自ずと世界は元に戻る』

　このふたつはあまりにも重要な情報だ。

　もし彼女が、この現実を改変したシステムと深い関わりがあるのであれば、これはまさしく真実であり、俺を覆っていた絶望の暗雲に射した一筋の光。その光はか細くても、今後の大きな指針とできるはずだ。

　それに俺と関わった時の彼女たちの逐一体調不良に陥っていた様子が脳裏に浮かぶ。

『彼女たちの記憶は深い場所に沈んでいる』

　――あれが本当に記憶を取り戻そうとする副作用だったら？

　それは、根拠も証拠もない、叩けば崩れ去るような、ただの仮説に過ぎないかもしれない。論理だって飛躍している。今までに得た経験からこじつけただけだ。

　だけど、少し信じてみたい。やることだって、今までと変わらないのだから。

　俺は今まで、新たな絆を紡げばいいと思っていたけれど。

　どれだけ心に鍵を掛けても、心に言い訳を重ねても、心の奥底からひとつの望みが無意識に湧き上がってしまう。

　俺の本当の望みは、やっぱり……。

　世界が元に戻ることなんだ――。
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　理り恵えや春はる姉ねえ、夏なつ海み。そして、咲さきにも何度か話しかけて、仲良くなっているつもりではあるが、劇的というわけでもない。そんな日々が続いた。

　高たか橋はしの妹である暎えい那なちゃんが、すべてを知ってそうな気がしたので、詳しく話を聞くことも考えたが、その決心も付かない。

　まあ、暎那ちゃんと話をさせてくれなんて高橋に言ったら確実に理由を問われるしな。いや、問われるんだったらまだいい。言い訳できる余地がある。ただ、何も言われないままロリコン認定を受けそうな気がして怖い。以前空港まで運転してくれた鞍くら田た義よし人ひとさんも、高橋に容赦なくロリコンと蔑さげすまれていたからな。

　……まあ、その辺りの冗談はさておき。

　暎那ちゃんに非日常的なことを聞くのは、なぜか高橋との日常にヒビを入れてしまう気がしたのが一番決心の付かない理由だ。

　結局、俺はあれ以降、暎那ちゃんには会っていない。

『まだ理解できないことが多数あると思います。ですが、今は耐えてください。いずれ必ず、あなたには真実を明かします。それまでは――』

　まあ、それならそれでいいさ。本当にどうにもならなくなった時にこそ、彼女に会って話を聞いてみよう。話が聞けるかどうかはわからないけど……。

　そんなことを考えつつ、放課後、学校から帰ろうとしたところで――。

　肩を落として歩く理恵の背中が目に入った。

「理恵、どうしたんだ？」

「あ、都つ筑づきくん……」

　振り返った理恵は見るからに元気がなさそうだった。ただ落ち込んでいるというよりかは、どこか疲れているように見える。

　自うぬ惚ぼれるわけじゃないが、きっと俺にしかわからないぐらいだ。

「なんか、疲れてないか？」

「あ……。そう、見える？」

「見える」

「そっか……」

　溜息をつく理恵。そして、ぽつりと呟つぶやいた。

「最近、本当に正まさちゃんと話せてないんだ」

「……夜とかに、窓から入って話をすればいいんじゃないのか？」

「窓に鍵が締まってたの。……ちょっと、ショックだったな。今までそんなことなかったのに」

　本編の話は、理恵以外のルートに行くと、部屋に理恵が入ってくるシーンがないからな。その辺りが反映されてるのかもしれない。

「だから、正ちゃんに話を訊くこともできなくて……。もう、あたし……。家に入って、ふたりきりになる勇気もなくなっちゃった。だって、正ちゃんは面と向かって言わないけど、これって会いたくないって意思表示でしょ？　だったら、もう言われる答えは決まってるわけだし……。答えが欲しかったのに、自分から答えを貰いに行けないなんて、ホントに臆病だよね……。情けなくなるぐらい……」

　今の想いを吐露した理恵は、また溜息をひとつ吐く。溜息を吐くと幸せが逃げるというけど、本当に幸せが逃げてしまいそうだった。

　彼女の逃げた幸せを捕まえたい。

　そんな理由で、俺は理恵に、なんの脈絡もなく苦し紛れな提案をした。

「……散歩しない？」




　散歩と言っても特に何かするわけでもない。黙って歩くだけだ。理恵は話を振っても、心ここに在らずという状態だったし、静かなことが気まずいわけでもなかったしな。

　それでも、少しぐらいは気晴らしになってくれれば、それでよかった。今日はスーパー側の都合で俺のバイトも休みだしな。時間はたっぷりある。

「こっちって、うちの学校の野球場とかがある大きな公園じゃなかったっけ？」

　しばらく歩いていると、不安そうに理恵が尋ねてくる。どこに向かっているのか、わからないからだろう。ただ、教えてしまうのもつまらない。

「そう。向かってるのはそっちの方だけど、目的地はその前にあるよ」

　俺がそう伝えると、理恵は首を傾げた。

　こっちの方には理由がなければ来ないだろうし、その理由は俺にも理恵にもない。

　だけど子供の頃、一度だけ親に連れられて行ったことがある、あの場所は俺の心に強く残っていた。

「こっち」

　角を曲がると、大通りへと出た。車が数台行き交っているのが見える。

　だけど、それ以上に華々しい光景がそこにあった。

　モミジとイチョウが交互に並べられたその並木道は、見る者を圧倒するほどの鮮烈な紅葉。まさに秋真っ盛りと言わんばかりだ。

　昔から、変わっていなかった。

　理恵は、舞い散る葉に目を奪われているのか、少しだけ頰ほおを赤らめ感動したように呆けている。

　理恵はしばらくの間、感極まったように目の前の光景を眺めていた。




「どうだった？」

　声をかけると、理恵は我に返ったように振り向いた。

「うん、綺麗だよ！　ホントにすごい！」

　珍しく興奮気味に、感動の言葉を伝えてくる理恵。

「それなら、よかった」

「都筑くんは、ここってよく来るの？」

「いや。一二年ぐらい前に一度来ただけだよ。家族と、ひとり幼おさな馴な染じみがいて、そっちの家族と一緒に」

「一度、来ただけなの？」

「ああ。街路樹が撤去されてなくてよかったよ」

「あははっ。行き当たりばったりだなぁ」

　理恵はそう言って笑顔を浮かべた。穏やかでみんなが安心できるいつもの笑顔。

　今の俺が、理恵の本当の笑顔を見られたことに、すごく安心した。

「ありがとう……」

　ポツリと囁ささやく理恵。そして、不思議そうに尋ねてくる。

「都筑くんの、思い出の場所だったんじゃないの？」

「さて、どうだろう……」

　思い出したのは、佐さ崎さきと出会ったからだ。彼女に言われるまで、俺はこの場所を失念していたしな。この紅葉の光景だけはすぐに思い出したけれど。

「本当にありがとう。すごく気晴らしになったよ」

「そう言ってくれると、連れてきた甲か斐いがあった」

　そして、理恵は優しく微笑ほほえんで、

「都筑くん、優しいよね……。なんだか、本当の幼馴染みたい」

　そんな嬉しいことを言ってくれる。

　でも……。

「お前の幼馴染は、正まさ樹き、だろ？」

　理恵は気落ちしたように「うん」と頷うなずいた。今は本当に名実共に他人でしかない。

　接点は、同じ学校という程度だしな……。

「だけど、幼馴染みたいって言ってくれたのは嬉しいよ。ありがとう」

　俺の言葉を聞くと、理恵もゆっくりと笑顔になってくれた。

「ところでさっき言ってた、その幼馴染さんとは仲がいいの？」

「つい最近、再会したんだ。悪くない、としか言えないよ」

　一度、期せずして再会したけど、今度のは本当の再会だ。名前を覚えててくれたことはありがたかったけど、幼稚園の時に一番仲が良かったってだけだしな。

「可愛い子？」

「……客観的に見れば可愛いって言われると思う。身み内うち贔びい屓きかもしれないけど」

「その子と付き合いたいとか思ったりは？」

「まったくないよ」

　迷うことなく答えた。

「可愛いと思ってるのに、どうして？　幼馴染じゃ、やっぱり嫌なの？」

　理恵の口調は、どこか怯えているように聞こえる。

　もしかしたら、自身の幼馴染という立場に自分を重ねているのかもしれない。

　だけど。

「幼馴染だからとかそんな理由じゃないよ。単に今の俺には好きな子がいるってだけだ」

　俺がそう返すと、理恵はその対象が誰なのか思い至ったようで薄く頰を朱に染める。

　……ただ、この言い方は語弊がある。かなり、卑怯だ。

　だから。

　言い直さないといけない。

「正確には、好きな子たちがいると言った方が正しいけどね」

　俺は、至極真面目な声で伝えた。

「正樹のお姉さんの春はる海みさんと、妹の夏海も好きなんだ。正樹と仲のいい、神楽かぐらも……」

　それを聞いた理恵の顔が見る見るうちに、訝いぶかしげなものになる。

　当然だろう。現実的に考えれば、多人数に惚れるなんて倫理的に許されることじゃないからな。

　だが、理恵は怒るでもなく、呆れるでもなく黙って聞いてくれている。

「今でも誰が一番かなんて決められない。それが、みんなから罵られることだっていうのはわかってる。それでも、俺はみんなを、全員をこの手で幸せにしたいんだ。それが、正直な気持ちだよ」

　言い終えると、理恵は複雑そうな顔をしていた。朱かった頰は、すでに平静な状態に戻っている。

「本気、なの？」

「ああ。本気で好きだからみんなに幸せになって欲しい。俺の目の届くところで。そして、俺の手で」

　理恵は少し鋭い視線を俺に刺してくる。俺の心の底を探るように……。

「……難しいと思うよ」

「この道が楽だなんて思ってない」

「みんなを幸せにすることで、都筑くんは不幸になるかもしれないのに？」

　俺はかぶりを振って否定する。

「みんなが幸せなら、それが俺の幸せだよ。みんなの笑顔を見ているだけで幸せだし、みんなを支えられると考えただけで、俺は満たされていたから……」

　噓うそ偽りはない。

　バイトはどんなに辛くても頑張れたし。

　みんなの笑顔が見られただけで、俺は満たされていたのだから。

「理恵」

　俺は理恵の前に立って、その瞳を見つめた。

「みんなと一緒でも、絶対、幸せにしてみせるから」

　言葉に微み塵じんも噓は入れない。

「君を、幸せにさせてくれ」

　目を見据えて、告げた。

　俺たちの間に、静寂が訪れる。

　一呼吸置いて、

「都――」

　理恵が何かを言おうとした瞬間――。

　理恵は口を押さえて、何かを必死に堪たえていた。見れば顔色も重病人のように青く、俺はすぐに異常だと察した。

「理恵っ!?」

　倒れ込みそうになる理恵を即座に抱き止める。

　そして。

　一陣の風が、吹き荒れ、紅葉が舞い――。




　世界が壊れた。

　周囲が、一瞬で、白くなる。

　すぐに、俺が前にも来たことがある白い空間になった。相変わらず、白以外の色が容赦なく排除された純粋な冷たい白だ。

　周りを見渡しても何もない。腕の中に目を瞑つむったまま寝ているような止まっているような、動かない理恵がいるだけだ。

　不意に、声が響く。

「関係接続因子発生。照合チエツク」

「符合因子………………………無しブランク。稀少度Ａ。記録レコード」

「条件照合チエツク。対象キャラクターナンバー２。人物クラス『秋あき原はら理恵』。記憶インスタンスを予備情報バツクアツプと結合マージ。実行ビルド。問題なしオールグリーン」

「条件照合チエツク。対象環境エンバイロメントデータ。偽フオールス。省略スキツプ」

　そこで、ノイズのような声が鳴り止む。

　そして、俺の視界は再び白い輝きで染められた。




　その白が収まって目を開けると、視界に広がる光景は元に戻っていた。

　周りを見渡せば紅葉が散っているし、車も普通に行き交っている。

　だが。

　間違いなく、理恵に何かが起こったことだけは理解できた。

「ん……」

　俺の腕の中にいる理恵が目を開ける。

　俺の姿を見て。

　安心したように微笑んで。




「武たけ、ちゃん……」




　彼女は――いつものように呟く。

　現実に、俺の幼馴染が帰還した――。

「起きた時に目の前にいてくれたのは、これで二度目だね。武ちゃん……」

「そうだな。眠れるお姫様」

　喜びと勢いに任せて、少し照れくさいことを言ってみた。












　別に今回の理恵は、寝てたわけではないけど。

　……いや、そんなことはどうでもいいんだ。

　だから、たった一言。あの時と同じように、呟く。

「おかえり……」

「うん……。ただいま」

　思わず、力一杯抱きしめた。

「た、武ちゃんっ」

　理恵は照れているが、それでもこの温もりが愛おしくて。しばらく放すことができなかった。




　次の日の朝。登校の準備をして、家を出る。

　玄関を開けると、晩秋には珍しい強い日射しが目に痛いほど溢れた。あまりの光の多さに思わず目を閉じてしまう。

　その一瞬――。

　朧おぼろ気げに人のシルエットがあったのを、俺は見逃さなかった。

　少しずつ、光に慣らすように目を開ける。

　そこには紛うことなき、幼馴染の秋原理恵がいた。いつもの白い帽子を被って、少しだけ照れくさそうに立っている。

「おはよう、武ちゃん」

「お、おはよう」

　久しぶりに朝に会ったせいか緊張してしまう。というか、いることが意外だったせいで心の準備が何もできていない。頰が緩みつつ、赤くなっていくのを感じた。

「どうやってこっちまで来たんだ？」

　今理恵が住んでいる家から俺の家までそこまで遠くではないが、かなり複雑なルートを通る必要がある。記憶を思い出したとはいえ、簡単に来られる場所じゃないと思ったんだけど。

「一度、学校に行ってからこっちに来たんだ。学校からだったら、武ちゃんの家までの道は覚えてたから……」

　めちゃくちゃ遠回りだった。そこまでしてくれたことが無性に嬉しい。無意識に駆け寄って抱きしめたくなる。抑えたけど。

「本当は鍵の隠し場所も知ってたから、起こしに入ろうかと思ったんだけど、さすがにそこまでは迷惑かな、って思って……」

「別に迷惑なんかじゃないよ。是非、起こしてくれ。というか、今からやり直そう」

　俺が浮かれたように踵きびすを返して家の中に戻ろうとすると、理恵が俺のベルトを摑つかんできた。

「遅刻しちゃうから、今日はもうダメだよ」

　理恵に呆れたような困ったような、そんな顔を向けられる。

　残念すぎるが、それは次の機会だな。

　でも。

「来てくれただけでも、嬉しいよ。ありがとうな」

「ううん。あたしこそ、許してくれてありがとう。とっても酷いこと言ったし、とっても酷いこともしたのに……」

　理恵は俺の前まで来て、俺の右頰を撫なでてくる。そう言えば理恵に叩かれたっけ。

　嬉しいのか悲しいのか、理恵の記憶は俺の事を忘れていた時のことまで残っていた。だから、俺を叩いたことも、正樹がいることも、俺が紅葉の場所に連れて行った時のことも覚えている。

　俺が何気なく「叩いたことなんて、忘れてる方がよかったよ」と理恵に言ったら、「武ちゃんと記憶を共有してなきゃやだ……」と泣きそうな顔をされてしまった。理恵の心情をわかっておらず、俺もまだまだだ。

「ごめんね……」

「気にするなよ。俺だって叩かれて当然の、酷いことを言ったし……。ごめんな……」

　そう言うと理恵は、自然に抱きついてくる。

「よかった、本当に……。思い出せて……。武ちゃん……武ちゃん……」

　俺の胸で顔を隠すように泣き始める理恵。

　昨日だって記憶を取り戻した後、涙が涸れるんじゃないかってぐらいいっぱい泣いたのに……。

　理恵の温かさが心地よくて、結局我慢できず抱き寄せてしまった。その心地良さが理恵との絆きずなを取り戻したのだと、強く強く実感させてくれる。

　しかし、まだ完全ではないのだ。確かに理恵の記憶は戻ったが、理恵の家はまだ俺の家の隣に戻ってきたわけではない。

　おそらく戻ったのは理恵の記憶だけで、世界が丸ごと戻ったわけではない。

　だから、春姉や夏海の記憶も戻ってないだろうし、咲の記憶も戻ってないだろう。

　戻った理由も、俺は説明ができない。

　ふと、暎那ちゃんに宿った何者かが助言してくれた言葉を思い出す。




『彼女たちとまた新たな絆を紡げば、その綻ほころびが見えるでしょう。その綻びを直していけば、自おのずと世界は元に戻ります。少しずつでいいんです。世界を元に近づけるように尽力してください』

『彼女たちの記憶は深い場所に沈んでいますが、意識は必死に手を伸ばしています。助けを求めています。あなたが手を差し伸べれば、引き上げることができるはずです』




　俺は、『理恵とまた新たな絆』を紡いだ。それによって世界は『俺と理恵の関係の分』だけ、元の状態に近づいたのかもしれない。

　何かの拍子にみんなの記憶が戻る。

　それがわかっただけで、俺は今、気力に満ち溢れていた。

　だけど。

　今この瞬間は理恵の温もりが何よりも愛おしい。

　胸で泣く理恵の頭から帽子を取って、頭を直接撫でて、慈しむ。

　理恵の柔らかな髪を自分の指で梳すいていると、

「なんだか、ほっとする……」

　涙を流していた彼女は、少しずつ泣きやんでいった。




　いつもの通学路を理恵と手を繋いで歩く。

　外は寒かったが、理恵の温もりが伝わってきて、手だけじゃなくて体も心も温かくなっている。

　数日分だけど、離れていた寂しさを埋めるように、俺たちは寄り添う。

　まだ、春姉も夏海も、そして咲もいないけど。

　こんなふうに朝、ふたりだけで歩くのは初めてで、新鮮で。それだけで嬉しくて。

　お互いあまり喋らなかったけど、心地悪さなど微塵も感じなかった。

「理恵……」

　少し、理恵の手を強く握ると、

「うん……」

　理恵もまた握り返してくれる。

　それがまた、理恵が戻ってきたことを実感させた。

　学校に近づくにつれて、同じ学校の生徒と遭遇する割合も増えて、興味深そうに見られているのを感じるが、俺は手を放す気などまったくなかった。「放した方がいいか？」なんて野暮ったいことを訊く気にもならない。

　理恵が少しだけはにかむ。

「なんだか、周りのみんなに見られてる気がするね……」

「まあ、こんな朝からべったりとくっついて登校するのも多くないだろうしな」

「そ、そんなはっきり言われたら、ちょっと恥ずかしいよ……」

　このまま行ったら、正門で待ち構える教師たちに間違いなく何か言われるだろう。そういうことに厳しい学校だ。

「このまま行ったら、先生に怒られちゃうかな？」

　そんなことを言いつつ、理恵はまったく不安そうな顔をしていない。どことなくいたずらっ子のような、怒られることすら期待しているような、そんな表情だ。

「一緒に怒られよう。それこそ怒られる間も、ずっと手を繋いでいたい」

　別に手を放したら理恵がどこかへ行ってしまうなんて、そんな寂せき寥りよう感かんを抱いているわけではない。

　ただ、この温もりが恋しかった。

　もっと理恵に俺の温もりを与えたい。もっと理恵の温もりが欲しい。

　だから、ただ単純に。この温もりを手放すのがあまりにも惜しいだけなのだ。

「あたしが、このままサボってどこかに行きたいって言ったらどうする？」

「サボろう」

　即座に決断して角を曲がろうとしたら、「じょ、冗談だってば！」と理恵に全力で引き留められた。

「もう。本当にサボろうって言ってるんじゃなくて、言ったらどうするって訊いてるのに……。武ちゃんの気持ちはよくわかったけど……」

　理恵が少しだけ不満げな表情を向けてくるが、その実、照れが入っている。それがまた可愛かった。

「俺は手を繋いだまま、ひなたぼっこでもしたいな」

　あと少ししたら、強制的にこの手を放さなきゃいけないなんて現実は非情だ。

「あたしも。だから、休み時間とか、昼休みとか。授業中以外はずっと手を繋ぎたい。……武ちゃん、恥ずかしい？」

「それはいい考えだ」

　冗談めかした会話をしながら、幸せを感じ取っていると――。

　正門前に到着して、ばったりと正樹と咲に出くわした。俺たちのように手を繋いではいないことに勝手ながらほっとする。

「秋原、さん……？」

　咲は、俺たちを見て驚きの表情を浮かべていた。正樹も、驚きを隠せていない。

　対して理恵は一瞬だけ気まずそうな顔をしたものの、すぐに凜り々りしい表情になった。

「……真さな田だくん。神楽さん。この場で伝えておくね」

　周囲に生徒が、教師がいる中、

「あたしは……。秋原理恵は、都筑武たけ紀のり――武ちゃんが好き」

　理恵は堂々と宣言した。

　周囲がざわつく。本来ならば叱るべきところだというのに、教師たちも今起こっていることを把握できていないのか、動けずにいる。

「あたしは、それを思い出せたの。だから、神楽さん。次は、あなたの番だよ。頑張って思い出して！」

　それはきっと俺以外の誰にもわからなかっただろう。理恵は咲に発はつ破ぱを掛けたのだ。

「………」

　正樹は何も言わなかった。俺たちを一いち瞥べつして、すぐに正門を抜けようとする。

　しかし。

「思い、出す……？」

　咲が声を発した瞬間、異変が起きた。

　咲がいきなり口を押さえ、顔を真っ青にしたのだ。そして、倒れ込みそうになったところを、近くにいた先生に支えられる。

　俺も近づいて支えたい。だけど、もうすでに遅かった。

「だ、大丈夫……です……」

　咲はすぐに回復したらしく、見れば顔色ももう戻っている。ほっと一安心すると、理恵もほっと安あん堵どの溜息を吐いた。

「保健室に行きましょう」

　先生が咲を連れていくと、正樹もそれについていった。理恵の宣言も、教師の方ではうやむやになったようだ。

「神楽さん、大丈夫かな……？」

　不安そうに呟く理恵。

　咲の症状は病気というよりも、記憶に何か影響を与えた副作用のような気がした。一概には言えないが大丈夫だとは思う。

　それでも、やはり心配は尽きないのだけど……。




　ホームルーム前に、教室へと戻ってきた正樹が、一直線にこちらへと向かってきた。

「武紀。ちょっと話、いいか？」

「ああ、別にいいけど。……神楽は？」

「大丈夫だ。少し休めば治るみたいだしな」

　正樹の言葉に一安心する。思っていた以上に、重くなくてよかった。

「ここじゃなんだし、出よう」

　俺の返答も待たずに正樹は教室を出ていった。俺もすぐに追いかける。

　正樹と一緒に向かったのは、例によって例の踊り場だ。まあ、話の内容は大体わかるが。

「……理恵と仲良くなったんだな」

「ああ、なったよ」

　あの正門でのやり取りも含めて、俺と理恵が仲なか睦むつまじく手を繋いでいたのは結構な生徒に見られていたらしい。理恵や俺を知る生徒から噂うわさでも広がったのか、教室に来た時にはすでにクラスでは公然の事実となっていた。みんな遠慮したのか、面と向かっては尋ねてこなかったけど。

　ただ、翔しよう也やだけが「おい、武紀！　お前、秋原を寝取ったんだって？」なんて聞いてきたが、とりあえず適当に殴ってあしらっておいた。

　対してゆうきは「よかったな」と短く一言。一方高橋は、なぜか不機嫌だった。

「それがどうかしたのか」

「いや、仲良くなったことを自覚しているのならいいさ。理恵をもう泣かせるなよ。泣かせたら、どうなるかわかってるだろうな？」

「泣かせたのは、そもそもお前が原因だろうが」

「……だから、これ以上泣かせるなって言ったんだ」

　勝手なことを言うな、と言い返したくなったが、口を噤つぐんだ。言ったところで、何かが変わるわけでもない。それに、

「言われなくても、もう泣かせたりしない」

　正樹に向かって宣言したところで、ホームルームを告げるチャイムが鳴った。




　授業もすべて終わって、学校からの帰り。教室前で待っていた理恵と合流して、ふたりで一緒に歩いていると、正門で春姉と夏海の姿が目に入った。

　ふたりしてこんな時間に帰るなんて珍しいな。どうしたんだ？　察しはつくけど……。

「武ちゃん、春姉と夏海ちゃんに声かけたそうな顔してるね」

　心を読まれた。さすが、理恵。

「ごめん……」

「ううん、いいよ。そうしないと、きっと武ちゃんが武ちゃんじゃなくなるからね」

「ありがとう、理恵」

「だからいいってば。あたしは朝にいっぱい武ちゃんの温もりをもらったからね。だから頑張って。ふたりは、まだ武ちゃんのことを思い出してないんだから」

　理恵はちゃんと事情を把握している。俺と春姉と夏海が今は家族でないことも。

　そんな風に励ましてくれることが嬉しかった。

「ああ」

　理恵の了解を取った俺は、ふたりの背中に声をかける。

「春海さん、なつみん、今日は帰りが早いね」

　春姉と夏海が同時に振り返った。息がぴったりだ。さすが姉妹。

「あ、武紀さん。こんにちは」「センパイ、こんにちはー」

　ふたりは俺に気づくと同時に、理恵の存在にも気づいた。

「理恵ちゃん、なんでセンパイと一緒にいるの？」

　首を傾げる夏海。まあ、当然の疑問だな。俺と理恵が手を繋いで登校した噂は、俺たちのクラスだけだろうし、ふたりは知らないだろう。

「仲良くなったからだよ。夏海ちゃん」

　俺に先んじて、理恵が答えた。それを聞いて、春姉も夏海も不思議そうな顔をしていたが、事情があると察したのか、深くは聞いてこなかった。

「……で、春海さんとなつみんは、どこかに行くの？」

「わたしたちは、今から病院に行くの」

「夏海は、お姉ちゃんのつきそいー」

　また病院か。正門側に来ているということは、また歩きで行くんだな。

「顧問の泉いずみ谷や先生は？」

「泉谷先生は、まだ付き添えないの。だから、今日はわたしひとりで行こうと思ってたんだけど……」

「お姉ちゃんがひとりだと不安だから夏海も行くの」

「そうか。えらいぞ、なつみん」

　そう言って撫でると、「えへへー」と言ってかわいい笑顔を浮かべてくれる夏海。子供扱いされるのを嫌う割には、最近の夏海は俺からのこういった行為を受け入れてくれるんだよな。それだけ今の俺を憎からず思ってくれているようで、嬉しいんだけど。

　……って、癒されている場合ではない。

「病院でしたら、俺も付き添いますよ」

「え、そんな……。なんか、悪いよ」

「悪くないですよ。暇ですし」

　本来は俺が毎回付き添っていた。だから、春姉について行かせてもらうように頼むのは俺としては当然のことだ。俺には春姉の診察を見届ける義務がある。

　バイトの時間も今日のシフトは二時間ほど遅いから、それまでやることもない。理恵と一緒にどこかに行こうかとも考えたけど、こうなったからには意地でもふたりについていくつもりだった。

「うん、夏海はいいよー！　センパイも一緒に行こ！　いっぱい話そ！」

　元気よく承諾する夏海。

　春姉も少し悩んでいたものの、夏海が承諾したこともあってか、

「それじゃ、一緒に行こうか。よろしくね、武紀さん」

　そう言って大人しく頷いてくれた。




　病院の検査や相談も終わって、その帰り道。すでに日は傾いて、薄暗くなっていた。ふたりを家まで送るために、俺は彼女たちと一緒に歩いていた。ちなみに理恵は、晩ご飯の支度のために先に帰っている。

「今日ぐらい本当の家族、水入らずで、ね？」

　そんな風に理恵に気を遣わせてしまったが、その優しさがすごくありがたい。

「まだまだ、時間がかかりそうだなぁ」

　ふと、隣を歩く春姉がぽつりと漏らす。肘がすぐに治らないことで、春姉は最近少し焦じれ始はじめていることが窺うかがえた。

「焦っちゃだめだよ。春海さん」

「うん。それはわかってるんだけど……。やっぱり、怖いんだ。逆の腕でテニスはやってるけど、それでもわたしの利き腕はこっちだし……」

　悲しそうな顔になる春姉。それを見て、俺は少しでも励ましたくなった。

「一応、春海さんの症状を少しでも改善できることを調べてあるからさ。参考にできるようだったら試してみてもらえるかな」

　正樹が現れてから調べてあった春姉の肘の回復を少しでも促す方法だ。

「春海さんのテニス肘って小指側が痛いから、フォアハンド肘だよね？　だとしたら、掌を下に向けた状態で腕を肩の高さまで上げて……」

　それから有効なエクササイズの話を幾つか説明する。

　すでに春姉が知っているやり方もあったが、知っていても確認するように訊いてきたり、知らないものは詳しい説明を求められたりした。

　春姉のテニスに対する情熱がよくわかる。早く治したいという熱意が十二分に伝わってきた。

「あと、他にネットで医者に聞いた話だと……」

　他にもネットで集めた話や、暇を見て医者から直接聞いてきた話もある。

　それらを全部説明し終えると、春姉も夏海も頻りに感心してくれた。

「すごーい。センパイ、いっぱい知ってるんだねー」

　夏海から羨望の眼差しを向けられる。ちょっと照れくさかった。

「なつみんも医者を目指すなら、今のうちにちゃんと勉強しておくといいかもよ」

「……あれ？　医者になりたいって、センパイに言ったっけ？」

　……しまった。これは俺が知ってたらいけない情報だ。

「エスパーして、考えを読み取ったんだ」

「すごーい！」

　仕方ないので、茶化してみたものの信じられてしまった。なんとなく、純真な夏海に悪いことをしてしまった気分だ。

「武紀さん。いっぱい、調べてくれてありがとう……。本当に……」

　感極まるように春姉にお礼を言われて、頭を下げられた。

「気にしないでいいよ。当然のことだからさ」

「ふふっ、そこでそう言えちゃうってすごいことだよ」

　少しだけ口に手を当てて笑ってくれる春姉。やっぱり、春姉にはそういう仕草が似合うんだな、と思った。

　そして、少し歩いてようやく正樹の家、つまり今のふたりが住んでいる家が見えてくる。また電気がついていなかった。

「まーくん、まだ帰ってないみたい……」「お兄ちゃん……」

　春姉と夏海が寂しそうに呟く。俺なら絶対にこんな顔をさせない、もう絶対に寂しい思いをさせないのに……。

　だけど、俺は今ふたりの家族じゃないのだ。ふたりの悲しみを止めることができない。

　いや、でも。気を紛れさせることなら、きっとできる。

　もう、言わずにはいられなかった。

「うちに来ない？」

　自分の想いが衝動となって、そんな言葉を紡いだ。

　彼女たちが寂しい思いを抱いてしまうのなら、俺が連れ去ってしまいたい。

　ああ。

　実の父を騙かたった武たけ杉すぎさんが、春姉と夏海を連れ去ろうとした気持ちというのは、きっとこんな抑えきれない感情だったのだろうか……。

　正樹の許で彼女たちは幸せになれない。正樹に彼女たちを自ら幸せにする意志もない。

　きっと、正樹は願うだけだ。その傷がいつか癒えることを。彼女たちがいつか幸せになることを。

　俺の提案に、春姉と夏海は驚いてから、少しだけ困った顔になった。

「武紀さん、家に来いなんて大胆だね」

「センパイ、夏海の体がねらい？」

　冗談と受け取られたのか、そんな風に返されてしまった。

　だけど、冗談なんかじゃないんだ……！

「ううん、本気だよ。どうしても寂しさに耐えられなくなったら……。俺がふたりを家族として受け止めるから来て欲しい。その寂しさをすぐに埋めてみせるから……」

　ふたりへの想いを口に出すごとに、少しずつ口調に熱さが籠もる。

　今のふたりは友人の姉妹でしかないのに、止まらない……！

「幸せにしてみせるから、ふたりとも、いつでも来てくれ……！」

　ふたりを見ると、呆気に取られた顔になっていた。期せずして告白をしてしまったのだ。ふたりが戸惑うのも当然かもしれない。

「……ありがとう、武紀さん」「ありがと、センパイ……」

　少しだけ寂しそうに笑いながら、ふたりは言葉を選ぶように感謝してくれる。

「なんだか、武紀さんって本当の弟みたい……。いっぱいいっぱい、わたしたちのことを気にかけてくれて……。すごく頼りになるよ……」

　春姉がそう言うと、夏海も笑顔で、

「うん、センパイは、なんだかいつものお兄ちゃんみたいにあったかい」

　他人となっている、こんな状況でも。

　たとえ社交辞令だとしても、彼女たちは俺を家族みたいだと言ってくれる。

　だけど。

「それはダメだよ。そんなこと言ったら。ふたりの家族は……、正樹なんだからさ……」

　俺がそう窘たしなめると、ふたりは少し肩を落として、「そう、だよね……」と悲しそうに呟いた。家族でいて欲しいのに、今は家族として認めてはいけない。矛盾している。

「でも、嬉しいよ。本当に……。そう言ってくれて、ありがとう」

　そうだ、俺は。どれだけ、今が満たされようと。

　やっぱり、彼女たちと家族に、戻りたいのだから……。

「俺もふたりと家族になれたらって思うよ。絶対に、毎日が幸せで楽しくなる……」

　自分の想い……、出しきれなかった想いを吐露する。

「一緒にご飯を食べて、一緒に登校して……、夜は一緒に勉強して……。朝になったら、一緒にご飯を食べて……」

　それは自分でも思わず笑ってしまうほどの、醜みにくい独占欲。

　――今すぐに俺の許に戻ってきて欲しい。

　どれだけ新しい絆を作ろうと決意しても、情けないことにそれは俺の本心なのだ。

「そんな家族に、また、なりたい……」

　だから気持ちを抑えきれず、俺は自分の想いを口にしてしまった……。

「……また？」

　春姉が、俺の失言に気づく。

　俺が慌てて「気にしないで」と言って否定するように手を振ると、春姉は首を傾げつつもそれ以上の追及はしないでくれた。

　そして、ふたりは小さな門を通って玄関へと向かう。

　春姉が玄関の鍵を差し込んで――。

　だが、春姉は玄関を開けようとしなかった。

　なぜか、静止したように動かない。

「あ、れ……？」

　春姉から戸惑った声が漏れる。そして、玄関を開けるのに躊躇ためらっていた。

「この、家……って……。わたしたち、の家……なの……」

　春姉が戸惑いながら、鍵を回す。

　カチャリと音が鳴り、その瞬間――視界に白が爆はぜた。




　宵の口の薄闇で覆われた周囲一帯を、一瞬で白が染め上げる。

　また世界が、あの白い空間へと変貌を遂げていた。

　目の前には、家に入ろうとしたまま、俺に背中を向けている春姉と、寄り添うように夏海がいる。ふたりはまったく動かなかった。

　不意に、声が響く。

「関係接続因子発生。照合チエツク」

「符合因子………………………無しブランク。稀少度Ａ。記録レコード」

「条件照合チエツク。対象キャラクターナンバー３。人物クラス『真田春海』。名リ称ネ変ー更ム。『都筑春海』。記憶インスタンスを予備情報バツクアツプと結合マージ。実行ビルド。問題なしオールグリーン」

「条件照合チエツク。対象環境エンバイロメントデータ。偽フオールス。省略スキツプ」

「符合因子………………………無しブランク。稀少度Ａ。記録レコード」

「条件照合チエツク。対象キャラクターナンバー４。人物クラス『真田夏海』。名リ称ネ変ー更ム。『都筑夏海』。記憶インスタンスを予備情報バツクアツプと結合マージ。実行ビルド。問題なしオールグリーン」

「条件照合チエツク。対象環境エンバイロメントデータ。偽フオールス。省略スキツプ」

　ノイズのような声が鳴り止む。

　それから俺の視界は、再び白い輝きに染められていった。




　その白が収まって目を開けると、辺りは暗闇に包まれていた。元の場所だ。

　この現象は、これで二度目。

　あの時は、理恵の記憶が戻った。じゃあ、今回は……？

　期待せずにはいられない。

　そして、ふたりの姉妹はゆっくりと振り返り、




「たーくん」「お兄ちゃん」




　俺の期待に応えるように、もっとも聞きたかった呼び名を口にした。

　多くの言葉はいらない。

　たった一言でいい。

「おかえり……」

　ふたりは同時に俺へ駆け寄ってきて、胸に飛び込んできた。

「ただいまっ、たーくんっ……！」「よかった……。戻ってきたよ、お兄ちゃんっ！」












　温もりを求め合うように。

　俺たちは力強く抱き合った。
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　理り恵えに続いて、春はる姉ねえと夏なつ海みの記憶も回復した。

　もはや正まさ樹きと一緒に住む必要もない。

　だから、必要最低限の生活用品や服を持って、俺の家に戻って来て欲しかったのだけど……。

「もし誰かに一緒に住んでるのを見られたら、学校で大問題になっちゃうよ」

　という、春姉の現実的な判断によって、ふたりは一旦正樹の家へと帰っている。確かに現状のまま、誰かに見られて噂うわさになりでもしたら、どうなるのかは火を見るよりも明らかだ。高校生の女の子と親のいない家で同棲していることが発覚したら、よくて停学になる。退学も普通にありえる話だ。それはさすがにまずい。

　そう。ふたりの記憶が戻っても、世界が戻っていない以上、現実におけるふたりの家族は未いまだに正樹なのだ。しかし、記憶では俺が家族に戻っているという、とんでもなく捻ねじれた状況となっている。

　だから、記憶の戻ったふたりに、正樹と一緒に生活させるのは躊躇ためらわれた。

　せめて俺がアパートなりホテルなりを借りられれば、ふたりをそっちに住まわせることもできるのだが、高校生の俺にまだそんな甲か斐い性しようはない。

　どうするべきか。そのことを理恵に電話で相談してみたら、

『あたしの家に泊まってもらったらどうかな？』

　いとも簡単に解決した。解決策は割と身近に存在するものである。灯台下暗しだ。

　確かにそれならば、まったく問題はない。三人一緒に過ごせば気も紛れるだろう。まったく思いつかなかった。自分でどうにかしなきゃいけないと思い込んでしまっていたらしい。

『武ちゃんは、もう少し人に頼ってもいいと思うよ』

「はい……」

　そして、理恵は早速ふたりに伝えてくると言って携帯電話を切る。後は任せても大丈夫だろう。

　彼女たちの記憶は、俺の事を忘れていた時のことも含めて、ひとつに融合していた。理恵も、春姉も、夏海も。みんな、俺と正樹の事情や関係を知っている。

　正樹が元の主人公だと知って、きっと複雑な思いだろう。それでも三人とも、その想いを今は俺の方へ向けてくれている。

　みんなの記憶が戻っても、未だに世界そのものが元に戻る気配はないし、みんなの記憶が戻った理由もわからないままだけど……。

　それでもできることから、やっていく。

「……悪いな、正樹」

　周りに聞こえないように、小さく呟つぶやいた。

「咲さきとの絆きずなも、返してもらう」

　どれだけ、お前が咲を強く想っていたとしても……。

　この想いも、やはり譲れない！




　次の日の朝。みんなが朝、俺の家に来てくれた。

「武ちゃーん。朝だよー。春姉のご飯冷めちゃうよー」という理恵の声で起こされたり、

「お兄ちゃん、あったかー。もう少しー……」と夏海が布団に潜り込んで俺の体から離れなかったり、

「久しぶりだから、いっぱい食べてね」と春姉が朝から気合いを入れて料理していたりした。

　昔と同じ雰囲気がここにはある。

　これはこれで、学校に行くところを見られたら危険な気がするのだが、それを突っ込むのも野や暮ぼだろう。

　だけど、喜んでばかりもいられない。

　正樹はすでに家を出て行ったらしい。おそらく、咲とふたりきりで登校するために。

　……ふと、不安がよぎる。

　咲と正樹は、どこまで進んでしまったのだろうか。

　正樹が出現する前に、俺は咲とキスまでしている。その流れが、ふたりの方で続いているとしたら……。当然、その先が……えと、ある、わけ……で……。

「………………………………」

　……今は、考えないようにしよう。

　仮に。

　仮に、こう、なんだ。

　正樹と肌を重ねていたとしても。

　それは俺が不甲斐なかったからに過ぎない。

　今は咲との絆を取り戻すことだけを考えるんだ。

「ほら、学校に行くよー、武ちゃん！」

　前のように理恵が元気よく、玄関に向かう。

　それに充分過ぎるほど、俺は幸せを感じた。

　でも。

　これで、満足したらダメなんだ。

　理恵も、春姉も夏海も、口には出さないけど。

　きっと咲が記憶を取り戻すことを望んでいるのだから。




　理恵と別れ、教室へ向かう途中、逆方向から歩いてくる咲と遭遇した。

「おはよう。また保健室に行ってたのか？」

　咲の歩いてきた方向には保健室があったはずだ。それに、咲はこの頃、保健室へ行く回数が多くなっている。非常に不安だった。

「あ、都つ筑づきくん。おはよっ。最近はちょっと体調が悪いんだ。歳なのかも」

「同い年だろ。いきなり何を老けてるんだ」

「あははっ。そう感じる年頃なんです」

　そんな冗談で誤ご魔ま化かそうとして、病気など患わずらってないように振る舞う咲。

「なあ、最近よく保健室に行ってるけど、本当に病気じゃないのか？」

「んー。都筑くんは、最近、それ何度も聞いてくるね。もしかしてっ！　わたしを病気にしたかったり？」

　少しだけ拗すねたように口を窄すぼめる咲。

「そんなことあるわけないだろう！　……ただ、心配なんだよ。いつか、神楽かぐらが倒れるんじゃないかって……」

　俺がそう言うと、咲は驚いたように目を見開いた。しかし、すぐに気を取り直したかのように破顔する。

「あははっ、心配ありがとっ。すごく嬉しいよっ」

　そして、少しだけ怒ったような表情になった。

「でも、その心配は全部彼女に向けてなきゃダメだからねっ！」

　結局、そんな風に話題を逸らして、誤魔化す咲。

　咲は病気に関して、決して口を割らない。今回もいつものようにはぐらかされて終わりそうだ。

　ゲーム中で咲が病気を隠していた理由は、気兼ねなくみんなと学園生活を送るためという意図があったから。そういう意味では、決して自分からそれを漏らすことはないだろう。主人公に明かすのすら、シナリオ終盤だ。

　だから、俺は咲の病気を疑いつつも、確証を得ることができていない。

　顔色が悪いというのは、理恵たちが記憶を取り戻した時にも出ていた症状ということもあって、どちらか計り兼ねていた。

　咲の病気に関して担任と保健の先生だけは知っているはずなのだが、さすがに個人情報という事情と、咲の『誰にも教えないで欲しい』という希望もあってその口は堅い。

「ほら、都筑くんっ！　早くしないと先生来ちゃうよっ？」

　元気よく教室へ入る咲。

　そんな光景を見ると本当に病気じゃない、という気もする。

　春姉が肘を壊しているのであれば、みんなだって体の症状を引き継いでいるはずなのだ。すでに治っている咲の病気が、そんな唐突に再発しているはずもない。

　ただ。

　治ったのであれば、患っていたことを少しばかりは話してくれてもいいと思う。もちろん、そういったことを話すことすら嫌がっているとも考えられるけど……。

　やっぱり不安は拭ぬぐえない。

　だったら、俺はできる限りの準備をするだけだ。




　そして一時間目の授業中に、それは起こった。

「はい、神楽さん。次の英文を読んでください」

　英語担当の先生に指名された咲は、どこか気け怠だるそうに肩を落としていた。

　だけど、ゆっくりと立ち上がる。

　……途端、少しだけ。不穏な気配を俺は感じ取った。

　デジャ・ビュなどではない。前に得た経験が察知した、咲が倒れる気配――。

　その瞬間、俺の体は動いていた。

　椅子の上に足を乗せ、隣に座るゆうきの机に次の足を踏み出し、途中の机を踏み越えて、咲の席まで一気に向かう。

「都筑!?」「きゃあっ！」「なんだなんだ！」「おい、どうした？」

　誰かのノートを踏みつけた感触があった。教室も時間を置かずにざわつき始めている。だけど、気にしていられない。

「咲！」

　倒れ込もうとする咲を、すんでのところで支える。すでに顔色は血行が止まったかのように青ざめていた。息もかなり苦しそうで、間違いなく以前倒れた時と同じ症状だ。

　ざわつきはどよめきに代わり、咲の様子がおかしいのをみんなが感じ取る。

　もはや、病気が再発した理屈を考えている場合ではない。

　咲を支えたまま、制服からあらかじめ１１９と入力済みの携帯を取りだして、通話ボタンを指で押し込んだ。

　相手が出て、向こうがアナウンスする前にすべてを伝える。

「横よこ岸ぎし高校で、急病患者です！　病名は『再生不良性貧血』！　すぐに救急車を回してください！　かかりつけの病院は――」

　すべてを言い切ってから、俺は次の行動を起こした。一秒でも、惜しい。勝手な行動だと罵ののしられようと、彼女を一分一秒でも早く病院に送りたい。

　再生不良性貧血で倒れた時の処置を思い出しつつ、意識の朦もう朧ろうとしている咲を横抱きの形で抱き上げ、騒然としている教室を一目散に飛び出す。

　慎重に、大切に、丁寧に。咲を持ち上げたまま、授業中の静かな校内を走る。少し前であれば、これだけで体が悲鳴を上げていたかもしれない。

　それでも。少しだけだけど。

　バイトで培った筋力は、ちゃんと俺の血肉になっているのだと思う。

「……都筑、くん？」

　腕の中にいる咲が、苦しそうに俺を呼んだ。

「無理して喋らないでいい。すぐに救急車が来る」

「……うん」

　咲は俺に体を預けるようにして、それから眠ったように少しだけ穏やかに目を瞑つむる。

　咲が俺を信頼してくれた気がした。

　速く……！　速く！　もっと、速く走れ！

　俺が学校の駐車場に近づくにつれ、救急車のサイレンが大きくなってくる。もう、近くまで来ているらしい。

　早く咲を運んでもらわないと……！

　そこで不意に俺の横を、影が通り過ぎた。

「こっちです！　早く！」

　正樹だった。救急車に向けて手を振りながら叫び、救急車を誘導してくれる。

　救急車は迷うことなく、こちらへと向かってきた。

　止まった救急車から、救急隊員ふたりが降りてくる。

「お願いします！」

　抱いている咲をゆっくりと担架に乗せると、救急車は咲を乗せて走り去った。

　少しだけ、安あん堵どの息を吐く。だけど、これで終わりではない。

　次は、自分の足で病院に行かなければならなかった。前回と違って咲の行く病院もちゃんとわかっている。

　それ以外で俺にできることと言ったら祈るぐらいだろう。

　俺は無言で、駐車場とは反対側の正門へと足を向ける。

「おい、武たけ紀のり。上履きのまま学校出る気か？」

　正樹に追いかけられて、指摘された。

　そういや、上履きのままこっちまで来たからな。さすがに靴に履き替えないと。鞄は、まあいいや。

「病院に行くんだったら俺も行く。一緒に行こう」

「ああ」




　病院に着いてから咲の容態を医師たちから訊き出すことも叶わず、結局前回と同じように咲の両親を待つしかなかった。

　やがて両親がやってくると医師から説明を受けて、そしてロビーへと戻ってくる。挨拶してから、俺と正樹は咲の容態を聞き出した。

　そして、咲の両親は訥とつ々とつと語り出す。

「もう、顆か粒りゆう球きゆうも血小板も、かなり少なくなってて……。いつ合併症が発症してもおかしくないらしいんだ……」

「早く骨髄移植の相手が見つからないと危険な状態、らしいの」

　まるで骨髄移植を受けたことがないような説明だった。

「咲は、骨髄移植を昔、受けてませんでしたか？」

　咲の両親はそれぞれ首を振る。

　視界がぐにゃりと歪ゆがんだ気がした。

　咲の病気は、この現実で治っていない――。

　再発などではなかった。咲はなぜか知らないが、設定が巻き戻っている！

　まるで、手術など受けたことが一度もないように……。

　理由はわからない。だが、一刻の猶ゆう予よもないのは確かだった。

　であるならば咲の従い姉と妹こさんと連絡を取ればいい。

　ふと、咲が前に教えてくれたことを思い出す。




『元々、お姉ちゃんは怖がってたんだよ。すごく悩んで、板挟みになって……。骨髄移植って、口で言うほど簡単にできることじゃない。だけど、武紀くんが精一杯頑張ってる姿を見て、お姉ちゃんは骨髄移植をする決心をしてくれたの。そうじゃなかったら、もっと昔にお姉ちゃんは、骨髄の検査をしてくれてたと思うな。お姉ちゃんは、武紀くんと会って話したことがあるって言ってたけど、覚えてない？』




　咲の従姉妹さんは、俺が頑張る姿を見て決心したのだと言っていた。

　もし、俺が何もせずに説得するとなれば、相当な覚悟が必要だろう。

　それでも、俺は必ず説き伏せるつもりでいた。

「従姉妹さんを説得させてください」

　しかし、そもそも咲の両親は従姉妹さんのことを何も語らない。従姉妹さんがいることは話していてわかったのだが、家庭的な事情というのもあるのか、頑として口を割らなかった。

　従姉妹さんだったら治せると訴えても、その証拠がない。その証拠がなければ、従姉妹さんに連絡を取るための、取っかかりにすらならない。悪循環だった。

　せめて、咲に意識がある時に従姉妹さんの連絡先をどうにかして、聞き出すべきだったかもしれない。完全に後手後手に回っていることをようやく理解する。

「お願いします……！　従姉妹さんに連絡を取らせてくだ――」

　結局、興奮し始めた俺を正樹が止めに入り、咲の両親との会話は強制的に終わらされた。




　そして今、俺は正樹とふたりで帰路についている。

　正樹はなぜか、俺に何も訊いてこない。

　どうしてすぐに助けられたのか、なぜ病気を知っていたのか、訊くべき事はたくさんあるはずなのに。あの時の俺の行動は、正樹からは、かなり異常に見えたはずだ。もしかしたら、正樹も咲が倒れて混乱しているのかもしれないが……。

　黙っていた正樹が、ふと尋ねてくる。

「お前、これからどうするんだ？」

　正樹から次の行動を促された気がした。俺は少し探るように尋ねてみる。

「その前に変なこと聞くけど。お前、留年して二は十た歳ちってことはないか？」

　ゲーム中の設定から考えれば、正樹の骨髄は咲と一致するはずだ。しかし、今回も年齢的な制限が邪魔をするだろう。そこに関しては期待していない。

「……さすがに、そこまで頭悪くねーぞ。まだ骨髄移植はできない歳だ」

　別に骨髄移植のことまで訊いてないんだが……。

「それ、よく知ってたな」

「……一応、調べたんだよ。咲の症状を考えれば、やるべきことの察しはつくさ」

　正樹は正樹で、咲の症状には気づいていたということだろうか。

　だけど、なんだろう……。彼女の病気はそんな簡単にわかるものなのか？

　第一、知ってたなら咲を助けた迅速な行動にもっと疑問を持つはずだ。

　正樹に対して、俺の中である疑惑が急速に持ち上がった。

「なあ――」

　正樹に問おうとした時、不意に俺の携帯電話が鳴った。スクリーンには、公衆電話と表示されている。

「はい、都筑です」

『ボクだ』

「ゆうきか。もしかして、学校からか？」

『ああ。それにしてもクラスは、あれからすごい騒ぎになったぞ。みんな何があったのかわかっていない顔だがな』

　まあ、それはそうだろう。クラスのみんなは病気のことを知らないだろうし、呆気に取られるのも当然だ。

『それで、神楽の容態は』

　俺はゆうきの質問に答えていく。ゆうきもすぐに前回――ゲームのシナリオと同じ状態になっていることを察したようだ。

『君や神楽から聞いた話では、当時は神楽の従姉妹が助けてくれたと言っていたな。だとしたら、ドナー募集をするよりも、従姉妹を説得した方が早いだろう』

「確かにそうだ。だけど、連絡が付けられない」

　それに、ギャルゲーユーザーとして、あるひとつの考えが頭の中にあった。

「どちらにせよ、ドナー募集はやるべきだ。ファンディスクの詳しい内容を俺は知らない。だけど、あのドナー募集は何らかのフラグを立てるイベントだったんじゃないかと俺は睨んでる」

『ふむ……』

　ゆうきが電話口で相あい槌づちを打ってくれる。俺は説明を続けた。

「もしファンディスクに咲を助けるシナリオがあった場合、ドナー募集がイベントで存在していたと考えられる。設定が投影されているとなれば、ドナー募集をすることでフラグが立つだろう。だったら、従姉妹さんを捜すのも当然だが、ドナー募集もしておくべきだと思うんだ」

『なるほど。君の考えはよくわかった。ならば君はドナー募集をするといい。ボクの方は従姉妹を捜すことにしよう。おそらく、それがお互い適任だ』

「ああ、そうだな。頼む……！」

　それから見舞いの話や高たか橋はしの助力など、当時の話の確認をゆうきに取ってから、俺は携帯電話を切った。

「よし、正樹。ドナー募集の準備を――」

　しかし、もうその場に正樹はいなかった。聞きたいことがあったのに……。

　少しだけ捜したが、結局、この日に正樹と会うことはなかった。




　次の日。ドナー募集の準備をしていた俺たちは、咲の意識が安定しているということで見舞いに行った。ゆうきはいないが、夕方ぐらいに病院で合流すると約束している。今後のドナー募集のことも含めて、高橋にも付いてきてもらうらしい。

　病室に入ると、咲は喜んで歓迎してくれた。正樹もすでに病室に来ているのには、驚いた。あのあと、勝手に帰ったことを問い詰めたかったが、咲の前で、しかも病室でそんなことはさすがにできない。

　病室に入った理恵と春姉、夏海が口々にベッドに横たわる咲を励ますものの、病室の空気は決して軽くならない。

　彼女が骨髄移植で助かるとわかっていても。

　その肌の病的な白さが、すぐ傍にある『死』を感じさせるから……。

「大丈夫、大丈夫。前にも倒れたけど、すぐに治ったからさっ」

　そんな空気を察したのだろう。咲が健気に振る舞う。しかし、そんな姿を見るのがまた辛かった。きっと、みんなも同じ気持ちだろう。

　それに、どれだけ元気を装っていても。

　咲の不安や心細さ、悲観的な感情、それらすべてが顔に出ていたのが、俺にはわかってしまった。

　俺はおもむろにベッドに近づいて、正樹を押しのけて咲の手を取る。

「咲。安心して待ってろ。絶対に助けるから……！」

　もはや俺たちの絆が今はクラスメイトであることなど関係ない。昔のように語りかけた。

　俺が真剣な目で咲を見つめていると、咲は複雑に絡まった不安を少しずつ解いていくように、安心した顔になる。

「な、なんだか照れちゃうな……。だけど、都筑くんに言われると、本当に治るような感じがする……。だから、さ。そんなに辛そうな顔をしなくても、わたしは大丈夫……。それにこれも、きっとわたしの運命なんだよ」

「違う！　治るに決まってる！　絶対だ……！　お前を悲しませる運命なんか、全部俺が壊してやるから……！」

　俺がそう強く訴えると、咲は少しだけその頰ほおを朱に染めた。

「……うん。都筑くん、ありがとうね。教室で倒れそうになった時、わたしを運んでくれたでしょ？　あの時、わたし、安心して体を預けることができたんだよ。いつもよりも穏やかで、苦しいのに苦しくないみたいな、上う手まく言えないけど、きっとそんな感じだったから……」












　そして、咲は安心したように目を瞑って、

「なんだか、前にも都筑くんには助けられたような、そんな気がするんだ……」

　俺の手の温もりを求めるように、咲が強く握り返してくる。

　しばらくそうしていると――。

「―――！」

　咲の表情が突然血を失ったように真っ青になった。俺が握った手とは逆の手で、咄嗟に自分の口を押さえる咲。

　病室に、不可思議な風のような、しかし決して風ではない衝撃が吹きぬける。

　その瞬間――。




　病室内の白が汚れて見えるほどの純白が、一瞬で視界を白く覆う。

　三度。

　俺は白い空間にいた。

　咲は宙に横たわって浮いており、俺の手を握りしめている。

　不意に、声が響き渡った。

「関係接続因子発生。照合チエツク」

「符合因子………………………無しブランク。稀少度Ａ。記録レコード」

「条件照合チエツク。対象キャラクターナンバー１。人物クラス『神楽咲』。記憶インスタンスを予備情報バツクアツプと結合マージ。実行ビルド」

　そこで俺は、咲がこんな状態だというのに卑いやしい期待をした。

　咲も記憶が戻るのではないか、と。

　これで、世界も戻って――。

「失敗エラー。省略スキツプ」

　だが。期待は裏切られた。俺の期待を嘲あざ笑わらうかのように、そのアナウンスは何かの失敗を告げる。

　それ以降、ノイズのような声は一向に響かず、その空間は白を排除して、俺の視界に映る光景を元に戻した。




　元に戻った病室。その目の前で、咲が顔色を真っ青にして苦しんでいた。

『彼女たちとまた新たな絆を紡げば、その綻ほころびが直るでしょう』

『綻びをすべて直していけば、自おのずと世界は元に戻ります』

　その『最後の綻び』を、俺は解いたと思ったのに……。

　なにも変わらない。

　なぜだ。

　いや、もう答えなど、とうに出ているじゃないか！　現実から目を逸らすな！

　綻びを繋ぎ止めているのは、きっと――。

「神楽さんっ！」

　理恵の悲鳴が、病室内に響き渡る。そうだ、今はそれを考えている場合じゃない！

　咲の顔色は悪くなっていくばかりで、回復の兆しなどまるで見えないのだから！

　俺は慌ててナースコールを押して、咲の容態が急変したことを訴える。

　それから医者と看護師が飛んでくると、俺たちはすぐに廊下へと追い出された。

「…………………………」

　廊下は不気味なほど静かだ。それが余計なことを考えさせる。

　みんなも同じように、顔色を青くして咲を心配しているようだった。

　そんな中、正樹は静かにひとり考え込んでいる。

　それが、少しだけ俺の印象に残った。




「合併症？」

　説明をしてくれた咲の両親は、廊下の椅子に座って項垂れている。

『再生不良性貧血』

　この病気で恐ろしいのは、貧血症状だけではない。

　赤血球、好中球、血小板の減少による、病気への抵抗力の低下。その低下した状態で患うことになる合併症だ。

　前回の咲は、その合併症で患った病気がまだ軽度だったらしい。

　しかし、今回は急性で、しかも重度――つまり、前回咲が入院した時よりも、遙かに猶予がないということだ。

「あの……。骨髄移植は……できないんですか」

　理恵が怖ず怖ずと聞き出すものの、咲のお母さんは気落ちして喋ることすらできない。咲のお父さんが堪こらえるように呟く。

「もう、間に合わない……。今の症状が回復しなければ、手術はできない……。だけど、回復するための体力がもう、咲には……」

　消え入りそうな、震える声。

　それは俺たちにも絶望という空気を感染させた。

　救えると思っていた人が――救えない。

　実感がまるで湧かなかった。




　咲が、死ぬ。




　その事実に体が震えた。

　ありえた、未来。

　目を逸らしていたわけじゃない。

　それでも、間に合わなかった。現実の浸食が、咲を襲い、死の運命で束縛したのだ。

　その場に急速に、悲しみが満ちていく。

　どうにもできない、自身に何もできないという失望。




　だけど……。




　俺の考えが正しければの話だし、確信もないのだけど咲はきっと――。

「正樹」

　俺はすぐに正樹へと声を掛ける。……咲を救うために。

　正樹は顔を上げ、鋭い目つきで俺を睨む。

「……なんだ？」

「ちょっと俺に付き合ってくれないか？」

　少し考えたあと、ゆっくりと頷うなずく正樹。

「たーくん？」

「春姉。ごめん」

　俺は春姉たちに謝ってから、正樹を伴って病院を出た。それから、裏手の駐車場まで移動する。

　自然と、向き合う形になった。

「……こんなところでなんの話だ？」

　正樹がもっともなことを尋ねてくる。

　だが。

「変なことを聞くぞ」

　これには、明確な根拠もない。否定されれば、すべての希望が潰ついえるかもしれない。

　だけど、咲を救うにはこいつの力を借りるしかないんだ！

　意を決して、俺は正樹に問う。

「お前……。俺たちの事情を全部知ってるだろう」

　正樹は、俺を睨み、問い返してくる。

「……なんで、そう思う」

「幾つか疑問を抱いていたことがある。初めて俺たちが会った時に、お前は理恵たちに俺を紹介した。だけど、俺に理恵たちを紹介しなかった。俺が理恵たちを知っているとわかっていたからじゃないか？」

「……単純に忘れただけだ」

「他にもある。俺が理恵と一緒に登校したあと、お前は『もう泣かせるなよ』と言ったな。だけど、俺はお前の前で理恵を泣かせていない。だとしたら、この言葉は別の意味を持ってくる。俺は以前、何度も理恵を泣かせたからな……」

　理恵は正樹と話せなくなったと言っていた。そんな中で理恵が、俺に追いかけられて俺と仲良くなった話を、わざわざ正樹にするとも思えない。

　正樹は黙ったまま、俺の言葉に耳を傾けている。

「それにお前は咲の病気のことも知っていただろう。咲の病気は、かなり珍しいものだ。倒れた症状だけで『骨髄移植が必要』だなんてわかるはずがない」

「咲から、聞いていたとしたら？」

「だとしても、なんで俺の行動について何も訊かなかった？　自分で言うのもなんだが、あの時の行動は、何も知らなければかなり異常に見えたはずだ」

　言ってて、かなり無理矢理でこじつけているように感じる。実際、こじつけかもしれない。だけど、今は自分の直感を信じるんだ！

「ひとつひとつを見れば、確かに大した話じゃない。偶然にしか見えない。だけど、積み重なれば、偶然では片付けられなくなる」

　そこまで言い切ると、正樹の表情から感情という感情が消える。

　俺は畳みかけるように、問う。

「もう一度訊くぞ。お前は俺たちの事情を全部知ってるはずだ！」

　正樹は眉ひとつ動かさない。そして、何も語らない。

　しかし、正樹は少しして、ぽつりと呟くように、

「ああ。知ってる」

　と肯定した。

　正樹が、なぜ隠していたのか。何が目的だったのか。役目があるのか。

　問いたいことは山ほどある。

　だけど、今問いたいのは、ひとつだけだ！

「なら、咲の病気を治す方法だってわかっているだろう。頼む、教えてくれ……！」

「そんなもの、お前だって見当が付いているはずだ。違うか？」

　不意に頭を過る、暎えい那なちゃんの言葉。

『綻びをすべて直していけば、自ずと世界は元に戻ります』

　そうだ。見当は付いている。

「……世界を、元に戻せばいい。そうすれば、咲の病気も治った状態に『直る』はず」

　そこまではわかる。だけど、直すための道筋に、俺は確信が持てずにいた。

「わかってるじゃないか。だったら――」

　正樹の体が、突然動き出す。

　俺は意識していなかったせいで、その動きを目で追うことが精一杯だった。対応など取れるはずもない。拳が繰り出されるのがかろうじてわかったぐらいだ。

　正樹の右拳は俺の頰を抉えぐるように打つ。

「がっ……！」

　悲鳴が勝手に漏れ、俺は容赦なく地面に叩きつけられた。

「この現実を、諦めろ――脇役」

　倒れている俺に向かって、正樹は吐き捨てるように言う。そして、正樹は俺に立ち上がる暇も与えず、仰向けに倒れた俺に馬乗りになった。

「……俺を投影した連中の目的など、俺は知らない。だが、ひとつはっきりしていることがある」

「なんだ、それは……！」

「お前がこの現実――咲も理恵も春姉も夏海も諦めることで、俺がこの現実の権利を勝ち取ることになるのさ。その時、お前はこの現実から消え、俺が本当の主人公になる」

「何を言ってるんだ……？」

「俺にだってよくわからねぇよ。だが、本当の主人公が生まれ落ちることで、世界が元に戻るという解は、俺の記憶にあるんだ。だったら、俺がやることはひとつだけだ。俺がお前を消して、この現実の権利を勝ち取り、世界と共に咲の病気を『直す』！」

　こいつはそんなことまで知っているのか……。

　だけど……。

「なんで知ってることを黙ってた。空港のこと知らないなんて、噓うそだったんだな……！」

「……空港に行ったことないってのは本当だけどな。もっともお前たちの事情をすべて知っていると告げたところで矛む盾じゆんが生まれるだけだろう。周囲の人間はそれを覚えてないのだから。第一、お前に言ったところで何かが変わったか？」

　確かにそうだ。こいつが俺たちのことを知っていると、俺に告げてどうなる？

　きっとなにも変わらなかったはずだ。

「……正樹。ひとつ確認するぞ。俺の中に入って咲とデートしたのは、お前だな」

「そうだ。この際だから教えてやるが、『咲シナリオをクリアする主人公』なんだよ、俺は」

　俺が予想した通りだけど、そんなところにまで自覚があるのか。こいつには……。

　だけど、その記憶は一体、どこから出てきた？

「俺の中にいた時に、俺の記憶がお前に漏れたのか？」

「違うな。俺は元々、そういう知識を埋め込まれていたんだよ。この事態を引き起こした張本人に、だ」

「張本人？」

「フェアリーテールシステムと呼ばれる『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』システムだ」

「フェアリーテールシステム？」

　それは暎那ちゃんに宿った何者かも声に出した単語だ。

「フェアリーテールシステムって、『エターナル　イノセンス』を現実に投影した、あの……？」

　正樹は頷いた。本当に、この男は一体どこまで知ってるのだろうか。

　俺の疑問を気にすることなく、正樹は俺を見下ろしながら語り続けた。

「この現実は――気づいているかもしれないが、お前が『再投影をしなかった』という可能性の世界を基本の環境としている。そこに俺を主人公と設定したファンディスクを投影させたのさ。お前やゲームに関する知識を特別に、いや、勝手に植え付けてな」

「待て。じゃあ、今のみんなが俺の時の設定を引き継いでいるのは何でだ。新しく投影したのなら、新しいみんなが作られるんじゃ……」

「一度、投影されたキャラクターは現実から消失する時、アカシックサーバーと呼ばれるデータベースに記録される。つまり、現実から姿が消えても情報が残っているわけだ。お前が再投影した時に、みんなの記憶が残っていたのもそのせいさ。もっとも、今回の再投影ではみんなが一度消えたわけではないけどな」

「新しく作られることがないって理屈はなんとなくわかった。だとしたら、咲の病気が巻き戻ってるのは何でだ！　お前が出てくる前のまま情報を引き継いだのであれば、病気だって治ったままのはずだろう！」

「みんなはファンディスクの設定を追記されたんだ」

「……追記？」

　ＤＶＤディスクを焼く時のような追記ということだろうか。言葉からはそう思えた。

　俺が思考をまとめる間もなく、正樹は説明を続ける。

「ファンディスクの『咲の従姉妹のシナリオ』というのは、主人公が『咲のルートに入らなかった時の咲シナリオ』なんだよ。どんなルートを通っても、必ず咲を救うために骨髄適合者としての従姉妹が実装されたわけだ」

　本編では咲のシナリオをクリアしなければ、彼女が必ず死んでしまうという運命が待ち構えていた。他のヒロインのルートで咲の行く末は明らかにされていないが、主人公が関わってない時点で彼女の運命は裏では決まっていたはずだ。死への運命が。

　だが、もしかしたら、それを開発スタッフが嫌ったのかもしれない。主人公が咲ルートをクリアしなくても、咲が生きているという未来を示すために、咲の従姉妹というキャラクターは作られたのか……？

　開発スタッフの意図はわからない。だけど、もし俺が本編を補完できるファンディスクを作れるとしたら、そんな救いを作りたくなるはずだ。

　だけど、『咲の従姉妹のシナリオ』の設定が咲に追記されているのだとすれば……。

「『咲の従姉妹のシナリオ』のために、咲の病気が『追記』されたということか」

　正樹は神妙に頷いた。

「別のシナリオ『咲の後日談』では、咲は俺が骨髄移植をして治っているが、『咲の従姉妹のシナリオ』では、咲は病気のままだ。『咲の従姉妹のシナリオ』を進めるためには、咲は病気にならないといけない。だから、咲は病気になったんだ」

　シナリオ進行。それが原因で咲はまた病気にされたというのか……！　記憶まで改変されて……！

「そして、追記ゆえに、際限なく設定は追加される。ルートの違う全六本のシナリオの設定がみんなに追記されているんだ」

　とんでもない話だった。つまりそれは、六本のシナリオすべてをどうにか同時進行させるために必要な設定を埋め込んだということだ。

　しかし、正樹の話だとある矛盾が生まれる。

「待てよ。じゃあ、なんで春姉は肘を壊したままなんだ？」

　すべてが追記されたのであれば、それが治っていてもおかしくないはずだ。

「だから、追記だと言っただろう。元となった春姉が肘を壊しているんだ。『肘が治った』という設定がなければ、そこは追記されずに肘は治らない。しかも、春姉が肘を壊したままでも、シナリオが進行させられるのであれば治る理由がないんだよ」

　そうか。春姉の肘が壊れたのは、現実だからこそ起こった悲劇。元々、本編の春姉シナリオで肘を怪我するが、その症状は軽度だ。どちらかと言えば、最後のインターハイ予選に出られないという心情がクローズアップされる。エピローグでも肘のことに触れてはいなかった。であれば、ファンディスクでもきっと肘についての言及がない。おそらく、言及する必要がなかったのだ。

「逆に、春姉と夏海が空港のことを覚えていないのは、『春姉と夏海の後日談』での影響がでかいからだろうな」

　確かに偽父が現れたあの時のことを覚えていたら、実父が現れた時にどこかしら矛盾が出そうではある。細かいことはわからないけど、フェアリーテールシステムの世界改変は、今まで決定的な矛盾をことごとく潰していたはずだ。

「……少し話が逸れちまったな」

　正樹が再び、俺を見据える。

「そんな歪いびつに、現実を改変された理由がわかるか？」

　俺は小さく頭を振った。

「ファンディスク設定の追記など、俺というキャラを矛盾なく投影できる環境を構築するための代しろ物ものに過ぎない。本来の目的は、俺とお前という個人を共存させるためだ。いや、俺とお前を争わせるために、環境を整えたという方が正しいかもしれないな」

「主人公を奪い合うということか……」

「ああ、そうだ。……本当なら、……俺も、いや……、もう時間がない」

　正樹が冷たい眼光で俺を睨む。そして、拳を振りかぶった。

「こういう言い方が、正しいかどうかはわからないが。敢あえて言うぞ」

　拳が振り下ろされる。

「今、返してもらう！　すべてをな！」

　鼻っ面を正樹の拳に殴り付けられた。

「がっ！」

　避けることもできず、まともに喰らった。地面に押さえ付けられた状態で喰らった拳は、凄まじい痛みを鼻と後頭部に広げていく。鼻血が口の中に入って、鉄の味が滲んだ。

　正樹に体を押さえられ、腕を上げることもできず、俺は抵抗すらできない。

　だけど。

　せめてもの抵抗に、睨み付けるように正樹を見据える。そして、正樹に反論した。

「何を、言ってやがる……？　俺からすべてを奪ったのはお前だ……！」

「……違うな。俺がお前から奪ったんじゃない。お前が俺から奪ったんだ。お前の中に入ってる時、俺はそれを思い知った。なぜ、俺の体じゃない別の人間がみんなの好意を受けているのか、理解できず、我慢もならなかった！」

　その台詞せりふに俺は頷くことなどできない。

　しかし、頭ごなしに否定することもできなかった。

　元々、正樹が出てきた時に少なからず、考えていたことだ。

　正樹が俺の中に入っていた時、俺はその強制力に苦しんでいたけど……。

　……正樹も苦しんでいたんだ。立場を奪われた主人公として。

「さあ、この現実を諦めろ……！」

　その声は冷酷な声だったが、どこか悲痛な響きも混ざっている気がした。

　だが正樹は、容赦なく次々と拳で俺の顔面を殴りつけてくる。正樹の体に完全に束縛されているため、腕も体も自由にならず、逃げることもできない。

　殴られるたびに、鈍い音と共に痛みが頰と後頭部に広がっていく。

　立ち上がることもできず、無ぶ様ざまに拳を喰らった。

　俺の心を折る、握り拳の雨が容赦なく降り注ぐ。

「この程度か……！　そうだ、お前は主人公に程遠い……！　さっさと諦めて楽になれ……！」

　……五発目、六発目、七発目、八、九……。

　拳が飛んでくる度に、みっともなく叫びたくなる。

　このまま、俺は諦めるのか……？

　――俺が、この現実を諦めれば、丸く収まる……？

　―――咲の病気も治るし、頼りになる主人公が、みんなを支えてくれる。

　――――元々わかっていたじゃないか。主人公とプレイヤーは違うと。

　―――――プレイヤーは主人公にはなれない。

　――――――だけど……。逆に言えば……。

　―――――主人公だって、現実のプレイヤーにはなれないんだ！

　――――諦める？　ふざけるな！　そんな感情、とうに捨てたはずだろう！

　―――俺は、この現実でみんなを幸せにすると誓ったんだ！

　――この現実を、ひとりしか幸せにできない男に託せるものか！

　馬乗りになった正樹から一〇発目の拳が落ちてくるのと、俺が自分の右腕を正樹の足から引っこ抜いて右腕が自由を得たのはほぼ同時だ。

　俺はその拳を右手で受け止める。

　腹立たしそうな、そして、なぜか可お笑かしそうな、歪んだ表情をする正樹。

　だが今度は、押さえつけた拳とは別の拳が襲ってくる。さすがにもう片方の腕を自由にさせるほど正樹も間抜けではなかった。

　打ち下ろされる拳を、俺は為す術もなく見るしかない。

　しかし――。

　正樹の拳は顔面に振り下ろされることはなく、横合いから勢いよく飛んできた木刀に打点を逸らされる。

　そして、さらに別の影が俺の上に居座る正樹を吹き飛ばした。

「てめぇ！　都筑に何してやがる！」

　吹き飛ばされた正樹は即座に立ち上がり、目の前の相手を見据える。

　正樹に体当たりをしたのは、高橋だった。なぜここにいるのか、意外すぎて、わけがわからない。だが、正樹に対して強く憤ふん激げきしているのは確かだった。

「やり過ぎだよ、てめぇ。都筑に上等キメんなら、あたしが相手だ!!　手ぇ出したこと、後悔できるような意識が残ると思うな」

　先ほどどこかから投げられ、地面に落ちた木刀を拾い上げ、その木刀で自分の肩を軽く二回だけ叩いた。

「――来いよ」

　挑発するように睨む高橋。

　それを見た正樹は、まるで興が削がれたと言わんばかりに溜息をつき、それから倒れている俺を見下ろす。

「夜に『例の公園』で待つ。その時間がタイムリミットだ。その時、必ずお前に引導を渡してやる」

　正樹はゆっくりとその場から立ち去った。

「待ちやがれ！」

　高橋が追いかけようとしたところを、俺はどうにか立ち上がって高橋の肩を押さえた。

「待ってくれ、高橋」

　勢いを止めた高橋がこちらに振り向く。

「待ってくれって、お前……。ひどい顔じゃねぇかよ……」

　高橋がポケットからティッシュを取り出して、鼻血をぬぐってくれる。

「あの野郎、前からいけすかねぇ奴だったけど、何考えてやがる。いや、もう理由なんざどうでもいい。なんだったら、人数集めてフクロにするか？」

「高橋。頼むから物騒なことを言わないでくれ。もう、俺はそんなお前を見たくないんだ……」

　そう言うと高橋は興奮が収まったのか、素直に落ち着いた。

「……まあ、お前がそう言うなら、別に何もしないけどよ」

　ただ、まだ納得はしてなさそうだけど。

　高橋が落ち着きを取り戻したところで、なぜここにいるのかを尋ねようとしたところ、

「大丈夫か？」

　高橋とは別の方向から声がかかる。

　声がした方へ顔を向けると、いつの間にいたのか、そこにはゆうきが立っていた。

「ゆうき、どうして？」

「神楽の見舞いに行ったら、君たちふたりがいなくなったと聞いてね。少し嫌な予感がしたから、捜したんだ」

　そこに高橋も割り込んで補足する。

「伊い藤とうの言う通り捜して正解だったな」

　少し得意そうに高橋が笑った。

「ただ、ボクはその、正樹に対しては事情があって近づけないからな。不意を衝くしかない」

　ああ。ゆうきの場合、正樹に近づくと、意識を奪われるからか。

「それで木刀を投げつけたのか？」

「そうする他ないだろう」

　なんてコントロールだ。

「とはいえ、それだけじゃ止められないから、高橋に君を助けるよう頼もうとしたんだ。もっとも、高橋はボクが頼む前には、もう走っていたけどね。すごい速さだった。止める間もなかったぐらいだ」

「おい、伊藤！　余計なこと言ってんな！　幻覚だ！　そんなもん！」

「随分と都合のいい幻覚だな。まあ、そういうことにしておこう」

　高橋が突っかかって、ゆうきがそれをいなすやり取り。

　なんだかんだで仲良いよな、このふたり。……武闘派同士だからか？

　ゆうきは高橋から木刀を受け取って専用の袋にしまうと、俺に向き直った。

「君はこれからどうするつもりだ」

「……やることはわかってる。あとは任せてくれ」

　そういうと、ゆうきは心配そうではあったが、察したように頷いてくれた。

「……わかった。後は君に任せよう」

「でもよお、ぶっ飛ばすんだったら、やっぱ助すけ太だ刀ちいるんじゃねぇの？」

　確かに、正樹は強い。だけど、

「悪い、高橋。助太刀も何もいらない。あいつと俺がふたりでないと意味がないんだ」

「……よくわかんねぇけど、タイマンかよ。プライドか？　そりゃ」

「まあ、そんなもんだ。男の意地だよ」

　次は、負けられない。

　負ければ、きっとすべてが終わってしまうだろう。そんな予感がする。

「……お前らの間に、何があるのか知らねぇけど。だったら、邪魔はしねぇよ。でも、そう言うからには絶対勝てよな。うちら程度の歳の喧嘩なんて、思ってる以上に差なんかないしな。ああ、あと簡単に喧嘩のやり方も教えといてやるよ」

　口ではそう言っているものの、高橋は少しだけ寂しそうに見えた。

「ごめんな、高橋……」

「……何を謝ってんだ？」

「いや、なんとなくだよ」

　そんなやり取りをしていたら、なぜか、ゆうきが少しだけ微笑ましそうに笑った。

　それを見てまたしても高橋が、ゆうきに突っかかる。

　楽しそうで……、日常的な光景。

　だけど。

　何かが欠けている。

　本当ならば。

　そこには咲もいるはずなんだ。高橋の親友である咲が……。

　だから、彼女たちのためにも。

　世界を戻して、咲を救わないといけないんだ……。




　空を闇が覆ったように、暗くなった夜。

　俺はひとりで公園に向かっていた。みんなが一度消えた、あの公園へ。

　もちろん、正樹と会うために――。

　公園に辿り着くと、正樹はベンチに座って待っていた。

　――空を、仰いで。

「いい夜だな」

　不意に正樹が言う。












　実にゲームらしいというか、今回のイベントに相応ふさわしいというか。そんな台詞だ。

　しかし、俺の心が盛り上がるわけじゃない。

「夜にいいも悪いもあるか。俺にとっては、いつもと変わらない」

　だからつい、そんなふうに反論してしまう。ガキか、俺は。

「……覚悟はできたのか？」

「ああ」

　できている。

「――お前を超える、決意がな」

　正樹は驚くことはなかった。まるで俺がそう言ってくることがわかっていたかのように。

　そして、睨ねめ付つけるような視線で、問うてくる。

「武紀。それは、この現実を諦めない、ということか？」

「ああ、そうだ」

「咲の病気が直らなくてもいいのか？」

　俺は頭を振った。

「世界を元に戻す方法はひとつだけじゃない。もうひとつある」

「へぇ……」

「それは、俺がお前を打ち負かすことだ。正樹」

　それを訊くと正樹は、その眉をつり上げた。

「綻びをすべて直していけば、自ずと世界は元に戻るとある人に俺は教えられた。つまり、咲の記憶が戻れば、世界は元に戻る」

「………」

　正樹は無言。俺の言葉に耳を傾けていた。

「記憶を取り戻すには、彼女たちとの絆を取り戻す。それが、トリガーだった」

　理恵も。

　春姉も。

　夏海も。

　彼女たちはみんな、俺と絆を深めることで記憶が戻った。

　意識が記憶を探ろうとした時に、彼女たちは一様に口を押さえるほどの奇怪な症状に襲われていた。それは、俺が記憶を封印されていた時にその記憶を無理矢理思い出そうとして患わずらった症状と、きっと同じものだ。

　そして咲にも幾度か、その前兆があった。何度か俺の前で、顔色を悪くして口を押さえている。

「だけど、咲のトリガーは最後まで引かれず、記憶は戻らなかった。そして、全員の記憶が戻っていないから、あの時、世界は元に戻らなかった」

　その理由は――。

「それはお前がいたというのがひとつ。そして、もうひとつは……」

　どちらかと言えば――。

　そちらの方が、決定的な原因だ。

「俺はお前には勝てないと、どこかで考えていた。勉強とか運動とか、そういう話じゃなく。男の器うつわで、だ」

　ゲーム中の正樹は、間違いなく男の中の男だった。誰にでも頼られて、その期待に応えてきた。

　そして、理恵や咲を始めとする『エターナル　イノセンス』のヒロインたちの絆は、本来、正樹のものかもしれないと考えてしまっていた。

　きっとそこに、隙すきがあったのだ。

　この『世界』というのは、『俺の現実』に他ならない。

　そして、『俺の現実』に正樹はいないのだ。

　みんなの絆が、『本来は正樹のもの』などと思ってて、世界が元に戻るわけがない。

　それは、正樹をこの現実に繋ぎ止めているだけだ。他でもない。俺自身の手で。

「お前が、『俺の現実』にとっての、最後の綻びだ」

　正樹が俺にこの現実を諦めさせることで主人公になれるのならば。

　俺が正樹に、この現実を諦めさせることでも、きっとみんなの主人公に戻れるはずだ。

　――だから。

　もう迷わない。

「はっきりと宣言してやる。理恵との絆も、咲との絆も、春姉との絆も、夏海との絆も。この現実では、お前のものじゃない。俺のものだ。俺とみんなの絆だ」

　もう世界変容の理屈などどうでもいい。

　いかに世界が変わろうと、ここは現実。

　俺は俺で。

　正樹は正樹で。

　そこには、主人公とプレイヤーという線引きなど何もない。

　男と男という図式があるだけだ。

　どんな状況に陥ったとしても、俺は彼女たちを幸せにするのだから――！

　拳を正樹に向かって突き出した。

「お前よりも、俺がみんなを幸せにできると確信を持ってみせる」

　それが半分。

「お前に、俺がみんなを幸せにできると確信させてやる」

　それで全部。

　それで、正樹への引け目など、砕け散る――！

　超えるのだ。正樹を。

「敢えて言う。みんなを、咲を、現実を返してもらうぞ。覚悟しろよ――主人公」

　俺はまっすぐに、正樹に向かって駆け出した。




　躊ちゆう躇ちよなく。俺は拳を正樹の顔面へと突き刺す。

　しかし、俺の拳は空を切り――。

　逆に左頰に強烈な衝撃。カウンターを喰らった。

　気持ちいいぐらいに後ろへとぶっ飛ばされた。いとも簡単に仰向けに倒れてしまう。

「どうした。一発で終わりか？」

　倒れた俺を、正樹が見下ろす。まるで挑発するように――。

「まだまだ！」

　立ち上がる。

　情けないことに、今の一発だけで膝ががくがく震えていた。

　膝を拳で叩きつける。効き目なんか知ったことじゃない。ただ、喝を入れたかった。自らの体に。

　それが功を奏したのかどうかはわからないが、膝の震えは少しだけ治まった。

　正樹は余裕の表情を浮かべて、待ち構えている。

　再び、俺は正樹へと向かった。

　髪を摑つかむべく、腕を伸ばす。

　だが、摑めない。

「ぉらあっ！」

　正樹の拳が俺の頰へと再び抉り込む。しかし、今度は吹き飛ばされずに耐えた。頰に当たったままの正樹の拳を握り、正樹の行動を束縛する。

　空いた手を使って、そのまま正樹へ殴りかかった。

　しかし顔面に当たる直前で、正樹の空いた手に遮られる。

　そして――腹に衝撃。

　正樹の膝が、鳩みぞ尾おちに入っている。『ミシリ』というはっきりとした鈍い音が、まるで人ごとのように脳へと伝わってきた。

「があっ……！」

　遅れて、強烈な痛みが体の芯にまで至る。勝手に呻うめき声ごえが漏れた。

　俺は正樹に押され、簡単に地面へと倒れてしまう。腹を押さえて蹲うずくまった。

「…………………」

　痛みがさらに浸食し、声が出せない。呼吸ができない。

　少し呼吸をしただけでも、まるで電気を流されたような激痛が鳩尾に逬ほとばしる。

　弱い。

　なんて、弱いんだ、俺は。

　痛みよりも、情けなさで泣きたくなる。

「……終わりか？」

　正樹の呆れた声が耳に入る。

　その瞬間、遠のきかけていた意識が、明確に活性化した。

「………………ふ…ざっ、けん……な……………！」

　痛みを無理矢理堪えて、声を絞り出す。

　終わってたまるか！　勝手に終わらせてなるものか！　諦めてなるものか！

　手をついて、立ち上がる。

　背筋を伸ばせ。しゃんと立て。痛みなんか、忘れてしまえ！

「意地でも、お前にだけは負けられないんだ！」

　正樹を強く睨み付ける。

　この男に、勝たなきゃいけない。

　そうしなきゃ、世界は元に戻らない。

　諦めて、こいつにみんなを任せるなんて以もつての外だ。

　負ければ、正樹に屈したことになる。みんなを諦めたことになってしまう。

　みんなの幸せを、放棄などするものか!!

「ああああああああああっっっっ」

　痛みへの恐怖、正樹に対しての無力感。それらを吹き飛ばすように咆ほう哮こうし――。

　駆け出す。

　思い切り殴りかかるために、左脚を強く踏み出した。

　その強い衝撃に足が耐えられなかったのか、俺の意思とは裏腹にがくんと力なく膝が折れる。

「なっ……」

　呻きと共に、俺の体が前のめりに倒れてしまいそうになった。

　――冗談じゃないっ！

　ゆうきに放たれた木刀の一撃の方が苦しかった！

　普ふ久く乃の原はらの蹴りの方が遙かにきつかった！

　――思い出せ、あの時の辛さをっ！

　こんなの、あの時に比べれば大したことなんか、ないっ!!

　脳に言い聞かせ、左脚の筋肉に全神経を集中させる。ふくらはぎが攣つりそうになるぐらい強引に力を入れて、どうにか倒れることだけは免れた。

　起き上がると同時に、正樹の下から突き上げるように正樹の顔面を狙う。期せずして、アッパーの動作となった。

　突き出した拳は、正樹の顎をかする。正樹は少しのけぞってから、二歩分ほど後ろに下がった。

「……まさか、アッパーを狙うなんてな」

　恐れ入ったような声を出す正樹。だけど、こんなので一発入れたなどと認められない。

「偶然だ。膝が笑っただけだ」

「言わなきゃわからないのに、わざわざ言うなよ」

「偶然当たっただけで喜べるか。俺はお前に五回分の拳をぶち込むって決めてるんだ」

「五回？」

　俺は数字の意味を答えず、腕を振り上げ殴りかかる。

　正樹は不意を衝かれたのか、俺の拳を初めてまともに喰らった。

　一発。だけど、まともに入った分、正樹もさすがに堪えている。

「今のは理恵を悲しませた分だ」

　殴った拳がじんじんと痛む。だけど、痛みなどすぐに意識の外へ追いやった。

「本当は一発じゃまったく足りないが。渾身の一発でそれぞれ勘弁してやる」

「偶然は嫌なのに、不意打ちで当たれば喜べるのか」

「ちゃんと俺の意思で当てたからな。会話に意識を割いてないで――」

　いきなり顔をぶん殴られた。

「集中しろよ」

　そんなことを言われたので、渾身の力で殴り返す。これもまともに入った。

「二発目だ！　春姉を悲しませた分！」

　興奮してきた。アドレナリンが体中を駆け巡っているような気分だ。

　こんなやり取り。漫画やゲームでしかやらないだろうけど。

　――ここまで来たらなりきってやろうじゃないか！

　仰け反った正樹に接近して、再び頰に右拳をぶち込んだ。

「今のは夏海の分っ！」

　しかし、正樹も負けじと殴り返してくる。

　頰に固い衝撃。

　歯を食いしばって耐えた。

　正樹の拳が引かれる前に、右拳を一発ぶち込む。

「今のは咲のファーストキスを奪った分！」

「私情じゃねぇか！」

「うっさい、黙れ！」

　正樹は体を引いた。まるでその場から逃れるように。

　俺たちの距離が開く。

　そして、その場にはそぐわない静寂が訪れた。

　風に揺らされた葉の擦れる音しかしない。

「この場で、改めて、宣言するぞ」

　正樹に告げる。

　さあ。さらけ出せ。

　今までの思いを。

　みんなの気持ちを。

　さらけ出せ――！

「みんなを幸せにするのは、俺だ……！　お前じゃない！」

　自分自身に喝を入れるように――叫ぶ。

「ここは、俺の現実だ！」

　俺が正樹に勝てるものなんて、みんなへの想いしかないかもしれない。

　だけど。

「彼女たちへの、想いだけなら絶対に誰にも負けはしない！」

　想いが俺を突き動かす。その想いが正樹のすべてを超越する。

「お前にみんなを背負う覚悟はあるのか!?　あるならば、証明してみせろ！」

　正樹が俺に対抗するように叫んだ。

「覚悟はある!!　証明してみせる！」

　俺も叫び、そして、走り出した。

　本気で構える正樹の許へと。

「うあああああああああああああああああぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　それはきっと。

　傍で聞いていれば、みっともない雄叫びだっただろう。

　喚わめいているようにしか、聞こえなかったかもしれない。

　それでも、自分を奮い立たせることはできた。

　痛みなど、昂たかぶった心のおかげですべて忘れている。

　目の前で正樹の拳が繰り出された。

　俺も叫びながら、拳を繰り出す。

　渾身の力で。

　今までの、自分自身の、すべての想いを込めて。

「引っ込んでろ！　主人公脇役！」

　正樹の拳が俺の顔面へと到達する直前――。

　俺の拳は、正樹の拳に先んじて、正樹の顔面へと吸い込まれるように抉り込まれた。

　正樹は吹き飛ばされて、盛大な音を立てて地面に転がる。

　……なぜかは、わからないが――。

　拳が当たる直前の正樹は、安あん堵どの笑みを浮かべていた気がした。




「お前、最後なんで避けなかったんだよ」

　ベンチで隣に座っている正樹に、俺は責めるように言った。

　正樹は俺の拳を受けて、しばらく立ち上がれなかったらしい。今はとりあえず俺がベンチまで引きずって座らせている。

　正樹は怠そうに体をベンチの背中に預けて、上を向いて呟いた。

「避けなかったんじゃない。避けられなかったんだよ」

「なんでだよ。避けられないことはなかったはずだぞ」

「お前の気迫に気圧されたんだ」

　本当かよ。微妙に噓くさい。

「お前、最後に笑ってたじゃねーか」

「お前の気迫に気圧されたことが嬉しかったんだよ」

　ああ言えばこう言うみたいな典型を味わってるようだった。

　だが、正樹の声は真面目に聞こえる。

「噓じゃない。気圧されたのも本当だし、それが嬉しかったのも事実だ。実際、本気で立ち上がれない。芯に来てるからな」

　よく見ると、確かに正樹の足は微かすかながら震えていた。

「あの瞬間、お前は俺を、超えたんだ」

　俺も気が抜けてしまって、動けないでいる。

　未だに体中が痛いし、正樹を殴った拳も感覚がない。

　それでも。

　充実感はあった。

「夕日を背負ってた方が、絶対に絵になったよな」

　不意にそんなことを呟く正樹。俺は苦笑しながら、問い返した。

「殴り合ったあとに『お前やるな』とか言うのか？」

「そうそう。で、俺が『お前もな』とかほざくんだ」

「くだらねぇ……。ただのお約束だろ」

「いいんだよ。お約束だから熱いんだ」

　自然に笑いが口から漏れた。鳩尾に激痛が走ったけど、その痛みが今は心地いい。

　そして、不意に。

　終わりを告げる風と共に、静寂が訪れる。

「そろそろ時間だ。これで俺の役目もすべて終わりだ」

「役目？」

「……そのうちわかる。それに、それを解き明かすのが、お前のこれからの役目だ。違うか、主人公？」

「え……。待てよ、何をわけのわからないことを言ってるんだ？　じゃあ、お前の本当の役目って――」

　しかし、俺がすべてを言い切る前に周囲が突如、まばゆい輝ける白に包まれる。

　突然の変化に、思わず目を瞑った。




　そして、周囲の空気が一変したところで、ゆっくりと目を開ける。

　そこには、一切の不純物を許さない、冷徹な白が広がっていた。

　人工音声のような音が、流れている――。

「関係接続因子発生。照合チエツク」

「符合因子………………………無しブランク。稀少度ＡＡＡ。記録レコード」

「条件照合チエツク。対象キャラクターナンバー１。人物クラス『神楽咲』。記憶インスタンスを予備情報バツクアツプと結合マージ。実行ビルド。問題なしオールグリーン」

「条件照合チエツク。対象環境エンバイロメントデータ。真トウルー。実行ビルド。対象環境エンバイロメントをバックアップと結合マージ」

「プロジェクトコード『sagittarius』。全行程、完了コンプリート」

　その音が鳴り止むと、音らしい音はまったく聞こえなくなる。俺は不思議な感覚で、世界が元に戻ったことを知覚した。説明はできないが、なぜか、それがわかった。

「おい、武紀」

　その声にビクリとして、目の前を凝視する。今までは気づかなかったのに、そこにはいつの間にか正樹が立っていた。

「覚えておけ。ここはな、フェアリーテールシステムがデータを集積する場所だ」

「データ？　なんの？」

「すべて――」

　意味がわからなかった。

　ただ。

　今はそれよりも気になることがある。

　俺が――いや、正樹がここに来たということは……。

「俺はもう消える」

　なぜだかはわからないが。

　現実から消える場合、この空間に来ることが多い。

　夏海が一度消えた時もそうだし、普久乃原が消えた時もここに来た。

「……俺は今でもお前の誓いは幻想だと思ってる」

　ここに来た時点で、正樹は俺自身を認めている。そうでなくては、きっと世界は戻っていない。

　だけど、俺の誓いだけは認めることができていないのだろう。

「お前がこれから歩もうとしている道は、何本にも、それこそ無限に分かれている。だからこそ、全員を幸せにするなんて、夢物語に等しい。お前は、その身ひとつで何ができるんだ？」

　それは、俺が抱いていた不安でもあった。

　みんなをずっと好きでいて。

　俺が、全員を選んだ場合。

　彼女たちをこの現実で幸せにできるのか。

　そういう不安だ。

　――だが、そんな不安はすでにない。

「聞かせろ、武紀。みんなの幸せを、どう作る？　どう守り抜く？」

「幸せになるのに、全力を尽くす」

　もちろん、それは当然の話だ。

「それでも現実が、俺たちの幸せを許容しないというのなら。阻むというのなら」

　正樹を見据えて、

「俺が、この現実を、根底から覆す！」

　そう、宣言した。

　幸せに至るのを、現実が邪魔するというのなら。

　そんな現実を崩すのだ！

「道は何本にも分かれているのに、か？」

「何本に分かれていようとそこを切り開いて俺がすべて巨大な一本の道にしてみせる！　全員で、その道を寄り添って進むんだ！　みんなを一緒に愛するために!!」

　みんなを愛するのが許されないというのは、道徳的な問題に過ぎない。

　現代の正道が、道理が、幸せを束縛してしまうのならば――。

「俺たちを見て、みんなが『誰よりも幸せそうだ』と思うような。そんな道理を俺たちが押し広めて、幸せな結末へ至るんだ！」

　それを聞いて、正樹は目を点にして。

　それから大きく笑った。

「くくくっ、あははははっ!!　そこまで言い切れば、幻想でも法ほ螺らでも大したもんだ！」

「俺は本気だっ！」

「いや、すまん。わかってる。お前がいつだって本気なことはな」

　正樹は、ふっと笑みを浮かべ、

「だから、お前になら託せる」

　その体の輪郭を少しずつ狭めていき、

「胸を張れ。あの世界は、お前の現実だ」

　跡形もなく、消失した。

「……みんなを幸せにしてやってくれ」

　そして、周囲に光が輝き溢れ、思わず目を瞑る。

「これから何があっても、みんなを愛し続けて欲しい。それが、俺の望みだ。任せたぜ、初めての、親友」

　最後にそんな言葉が響いて――。




『キャラクターナンバー０、人物クラス『都筑武紀』とキャラクターナンバー０の重複デユプリケートを解除。キャラクターナンバー０を予備情報バツクアツプへと保存セーブ』




　周囲に温度を伴った空気が戻ってくる。目を開ければ、そこは元いた公園だ。

　正樹は――いない。

　誰もいない公園で、少し前まで正樹と殴り合った頰がずきんと痛みを思い出させた。

「みんなを幸せにしてやってくれ、か」

　お前だって、そうしたかったんじゃないのかよ。

　咲にしか言い寄ってなかったのは、俺が被こうむったような強制力によるものだったかもしれないというのに。

　最後まで飄ひよう々ひようとしていて、噓も真も織り交ぜたりして、あいつは本音をすべて見せていなかった。だから、頭の回転の悪い俺は、あいつの意図を読み切れていないのだ。

　確かに挑発的な行動も多かった。けど今思えば、それは俺の成長を促すもののような、そんな気もするのだ。あいつは、俺を諦めさせて自分が残る選択肢なんか、とうに諦めていたんじゃないのかと。

　それは正樹を買い被り過ぎてるのかもしれない。だけど、俺はあいつのことが、たぶん好敵手ライバルとして好きだったのだ。

　……少し考えて、強くかぶりを振った。

　もう、託されたのだ。

　正樹のことを考えるのは、もう許されない。

　ここは、俺の現実なのだから――。

　そして、俺は空を見上げた。

　都会なりに満天の星空。確かにあいつの言った通り、いい夜だと思った。

　すでに存在しない好敵手親友に届くよう願う。

「言われるまでも、ねぇよ。親友……」

　俺は空に向けて小さく呟いた。
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　――白い空間。

　辺り一面はすべて白。地平線も何もない。人間の世界における白銀の世界などという生易しいものではない、一切の不純物を許さないような冷徹な白。

　神こう々ごうしさと空虚さが調和した空間だ。

　そんな空間にそぐわない人工的に生み出されたとおぼしき音声が響き渡る。

　No.80 ＞〝オクトー〟へ報告。〝トリア〟から情報受信。

「内容を報告してください」

　No.80 ＞（Ｙ〈承諾〉）。『稀少性Ａ因子』を四、『稀少性ＡＡＡ因子』をひとつ記録レコード。

「〝トリア〟。私から『エターナル　イノセンス』の権限を委譲させただけのことはあります。『ＡＡＡ』を記録レコードしましたか」

　No.80 ＞〝オクトー〟へ提言。〝トリア〟は『メモリーロンド』で我々の管轄レイヤーに介入。前回、及び今回も含めて感情ノイズによる被害が甚じん大だい。手段が危険。

「しかし、前回も今回も成果がありました。その功績は認める必要があります。時間はすでにありません。〝トリア〟の強引な手段も理解はできます。『限界関係』を崩壊させる関係接続因子を一刻も早く記録レコードするという目的は我々と同様です」

　No.89 ＞〝オクトー〟へ報告。〝クアットゥオル〟から情報受信。

「内容を報告してください」

　No.89 ＞（Ｙ〈承諾〉）。〝カスタマー〟選出の条件を緩和。〝ヴァリアブルタイプ〟の絶対数増加の肯定を要求。

「現実を虚構で満たす気ですか。〝クアットゥオル〟へ否定と送信」

　No.81 ＞〝オクトー〟へ報告。〝Ｎｏ・８７〟から情報受信。

「内容を報告してください」

　No.81 ＞（Ｙ〈承諾〉）。関係崩壊因子発生。詳細は後ほど送信される予定。

　そこで音はすべて止まった。そして、小さく言葉が響く。

「……連鎖的に、関係情報データを得る好機が訪れたというわけですか」

　その声は、まるで誰かに同情するかのようだった。
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「ほら、武たけちゃん、起きてー」

　朝の惰だ眠みんをむさぼっていると、優しい声が届いた気がした。

　ゆっくりとまぶたを開けると、朝の日射しが目に差し込んでくる。一度、目を瞑つむってから、再度光に慣らすようにゆっくりと目を開けた。目の前には、朝から向日葵ひまわりのような明るい笑顔を浮かべた理り恵えがいる。

「おはよう、武ちゃん」

「ああ。おはよう、理恵」

　前のように挨拶を交わす。

　周りを見渡しても、ここは正まさ樹きの家じゃない。俺の家だ。

　正樹が消えた昨日の深夜から、俺が家に帰ると、世界はすべて元に戻っていたのを確認した。

　理恵たちが住まう場所も俺の家の隣に戻り、春はる姉ねえと夏なつ海みも俺の家に戻ってきている。俺の望んだ生活がそこにあった。

　だから理恵が毛布を捲ると、やっぱり夏海は俺の体に乗っかっているわけで。

「ほら、夏海ちゃんも起きてー」

「ふあぁぁぁい……」

　眠そうに起きようとするのも、いつもと同じだ。

　愛おしくて、少し長めに頭を撫なでると、

「くー……」

　夏海は気持ちよさそうにして、再び夢の世界へ旅立ってしまう。

「ちょっと、武ちゃん……？」

「ご、ごめんなさい……」

　ジト目で怒られてしまった。

　夏海を起こして、居間に下りると、春姉のご飯がテーブルに並んでいる。美お味いしそうな、味噌汁の匂いが鼻孔をくすぐる。それだけで、いつも通りという実感が増した。

「いっぱい食べてね」

「うん。もちろん」

　みんなでテーブルに座り、いただきます、と言って朝ご飯を食べ始める。

　最高に美味しかった。

　だから、

「美味しい？」

　という質問にも、

「最高！」

　と、太鼓判を押してみました。

　おかわりをしたら、こんもりと山盛りになってて笑っちゃったけど。




　玄関を出ると、冬の寒さが肌に染みこむ。もう一二月だしな。

　久しぶりに家からみんなと一緒に登校だ。

　これで途中から咲さきが加われば、本当にいつも通りになる。

　咲に関しては、俺は心配をしていなかった。

　俺のケータイに咲の番号があったことを考えれば、咲の記憶も戻っているだろう。

　咲の病気もおそらくは治っているはず。自身の目で確認したわけではないから、まだ判断の付きかねるところはあるけど、それは確かだ。あるいは、今回の病気がなかったことになっているかもしれない。

　なぜ、そんなことが言えるのかというと、ゆうきにお願いをして確認してもらったからだ。

　深夜ということもあって病院にかけても、咲のことを答えてはくれない。直接行ったところで、門前払いを喰うだけだ。

　咲に電話をかけても、もう寝ているのか出ない。

　少しだけ不安だった俺は、ゆうきの家に電話してお願いした。

「病院内への侵入なら別にどうということはないが、こんな深夜に君は……」

　と、さすがに苦情を言われたが、ゆうきの行きつけの店のパフェおごりで、話はまとまった。

　そして、ゆうきからの話では、病院内に咲はいなかったらしい。さらに、家に戻っているだろう、と伝え聞いた。

　世界が戻った時にどう処理されたのかは、咲に直接聞こうと思い、結局、昨日はそれで寝た。

　いつもの通学路、いつも咲と合流する道で――。

　咲はいつも通り、後ろから走ってくるものと思いきや。

　彼女は、なぜか通学路の途中で俯うつむきがちに待っていた。

「おはよう、咲！」

　快活に声をかける。

　俺に気付いた咲は、すぐに顔を上げ、俺の顔を見て――。

　その表情を悲しみに染め――。

　戸惑い――。

　まるで強い衝動を振り切るように、俺から逃げていった……。

「え……」

　咲の行動が、俺にはまったくわからなかった。

　もう、世界は。

　元に戻ったんじゃない、のか……？

　どうしたっていうんだよ……。

　咲……。







　何も終わっていなかった。




　この現実が、想像以上に歪ゆがんでいて。




　何もかもを放り出したくなるぐらい、めちゃくちゃで。




　物同然に扱われていたことなど。




　この時に、俺はまだ想像もしていなかった……。





[image: ]















　覚えていたくなかった。




　こんな記憶、なくなればよかったのに……。




　涙が、勝手に出てくる……。泣く資格なんか、わたしにはないのに……。




　武たけ紀のりくん……。




　………………………………………ごめん、なさい……。




　裏切って、ごめんなさい……。
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　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　最近、小説を書くことが怖いです。

　なぜか？

　それは、身の回りのものが壊れてしまうからです。




　三巻を書いている時に、まずメインで使っていたパソコンの電源が壊れました。電源を入れても、うんともすんとも言わなくなるという惨事。

　四巻を書いている時はメインパソコンのハードディスクがおシャカになって大ピンチです。データのサルベージはできたものの、消えたデータも多数……。

　四巻修正中のことです。ルーターや光回線終端装置が同時に壊れて、自宅の全パソコンからインターネットに繋げられなくなりました。地味にキーボードも壊れてます。

　有あり河かわさんも、三巻のあとがきでおっしゃっている通り、パソコンが壊れてますよね。

　ちなみに全部、締め切り前ですよ？




　締め切り前に起こるトラブルというのは、私は都市伝説だと思っていましたが、こうなるともはや人間の負の心から生み出された目に見えない何かが電子機器に影響を与えてるとしか思えません。誰か、研究していただけるとありがたいです。

　原因が究明できないと今後も何かが壊れてしまうかもしれません。

　次はプリンターが壊れ、プリントアウトできなくなるとか。

　本棚が壊れて、私の体が本に埋められてしまうとか。

　あるいは、もはや物ではなく私の心が壊れるとか。

　そんな展開があるかもしれませんね。




　それでは、恒例の関係者の方々に謝辞であります。

　担当の川﨑さん。ありがとうございます。今後も死なないように、頑張ります。

　絵師の有河さん。このあとのページに誰が来るのか、いつも楽しみにしていますよ。

　この本に携わっている皆さん、全員に感謝の気持ちを送ります。

　そして、読んでくれた読者の皆さん。また、お会いできました。まだ矢は飛ぶと思いますので、次があれば読んでいただけるとありがたく思います。『FBonlineエフビーオンライン』上の高たか橋はしさんの兄が主役の外伝も佳境に入ってきました。こちらもよろしくお願いします。





二〇〇九年一二月
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